















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺の妹が魔ま法ほうを使えるとんでも存在で、しかも異世界の姫ひめ様さまだったと判明してから一ヶ月半が経過した。

　まあ激動の一ヶ月半だった。魔ま法ほうがどうこうとか異世界から来たとかよりも、妹がやらかしたせいで大きく環かん境きようが変わったからだ。

　まずあの思い付いたら即そく行こう動どうの妹が全世界に対し宣戦布告に近い管理宣言と正義の味方活動を始めたせいで、我が家は各国政府の最重要監かん視し地点になり、妙みような連れん絡らくや取引に俺まで巻き込まれる羽目になった。

　そして兄きよう妹だい二人暮らしだったこの家に家政婦さんが住み込みで働くことになったのも大きい。これが仕事が出来るだけでなく、ほんの少し年上なだけの美人だから、ある意味気が休まらなくなってしまった。まあ嬉うれしい気持ちも多々あるが。美人だし料理は美う味まいし気は利きくし美人だし。ただし監かん視し役やくでもあるので喜んでばかりもいられない。

　ともあれ、だ。

　いよいよご近所さんに「お宅の檸檬れもんちゃん、なんだか有名人になったみたいね？」と言われてしまうくらいには身バレもしてきて、肩かた身みが狭せまいような息が詰つまるような感じになってきたものの、そう感じているのはどうやら俺だけのようで、常識なんて知しらん振ぷりの妹は伸のび伸のびと暮らしている。心身共に至って快調で、難敵の期末テストを目前に控ひかえている以外は何一つ問題なさそうだった。

　真夏の陽光みたいにギラギラと眩まぶしすぎてうざったいくらいの様子を見れば、こいつはきっと明日我が家が消えてなくなるような異常事態が起きたとしても、一ひと頻しきり慌あわてふためいただけで通常営業に戻もどるんだろうなと思わせられた。

　──そんな俺の予想が正しいか正しくないかを知る機会はすぐに訪おとずれてしまった訳だが。

　結局のところ、檸檬れもんという俺の妹は、いつだって俺の生半可な予想を飛とび越こえる生き物だったと再さい認にん識しきさせられる羽目になった。














一　袖触れ合うもなんとやら









「えっと、お兄ちゃん？　あたし、何で帰宅早々に正座させられているのかなー、って疑問なんですけどー……？」

　半笑いでそう訊たずねてきた檸檬れもんは、制服のセーラー服姿のままリビングの床ゆかで小さくなって言われた通りに正座をしていた。

　兄である俺からしてみれば、この時点でもう判決は出ている。何も身に覚えがなければ、とりあえず正座はしたとして、リラックスして不思議そうな顔をしているはず。つまり最低でも一つは心当たりがある。まあ叩たたけば大中小の埃ほこりが出てくる奴ではあるが。

「分からないか？　自分から白状すればちょっとは減げん刑けいも考えてやるぞ？」

　自白を促うながす俺の言葉に、檸檬れもんはツインテールにした髪かみの毛け先さきを弄いじりつつ、

「んんっ…………やー、何のことかなー？　あ、お兄ちゃんのシュークリーム食べちゃったことなら謝るけど」

「そうか、罪状追加だな。だが、それ以外に思い当たる節はないと」

「そ、そうだよ？　お兄ちゃん、何か勘かん違ちがいしちゃってるんじゃないのかなー？」

　あはは、と乾かわいた笑いをこぼす檸檬れもんに、俺はズボンのポケットからスマホを取り出してから、

「……俺のところにさっきタレコミがあってな。それによると、お前が学校で調子に乗ってドラゴンを召しよう喚かんしてみせた、っていうんだが」

　直球で質ただすと、檸檬れもんの眉まゆがピピクッと跳はねる。しかしそれ以上の動どう揺ようは見せず、代わりにいつもの無む駄だに明るい表情を真しん剣けんなものにし、身を乗り出して訴うつたえてきた。

「あたしそんなことしてないよっ。デタラメだよお兄ちゃん、そんなのに騙だまされてあたしを疑うだなんて……！」

「そうなのか？　ドラゴンが火を噴ふいて校庭の木を一本半はん焼しようさせた、って話を聞いたんだが、お前の仕業じゃないと？」

「ち、違ちがうよっ。もしドラゴンが本当だとしたら、きっとあたし以外に魔ま法ほうを使える誰だれかがやったんだよ！」

「なるほど、確かにその発想はなかったな。ああ、ちなみにだがこれを見てくれるか？」

　そう言って俺が差し出したスマホの画面では、とある動画が再生されていた。

　赤黒い鱗うろこのドラゴンと、その足元に立つセーラー服の少女の映った動画が。

『はいはーい！　それじゃ一番、桜さくら咲ざき檸檬れもんちゃん一発芸やります！　今喚よんだこの子による火ひ噴ふき芸げいだよっ』

『檸檬れもんちゃん、そんなことして危なくないの？　それにこんなふうに魔ま法ほうを使ったらお兄さんに怒おこられるよ？』

『いーのいーの、こんなに盛り上がってるんだもん、芸の一つや二つ見せないと！　それに誰だれも言わなければ真実も事実として残らないんだよ？　証しよう拠こもないしね！』

　潑はつ剌らつとした笑え顔がおでそう言いきる画面に映る少女は、誰だれがどう見てもここで正座している檸檬れもんだった。ここではあんぐりと口を開けてアホ面を晒さらしているが、間ま違ちがいようもない。

「……さて。『証しよう拠こ』はこうしてある訳だが……何か言い残すことは？」

　静かに詰きつ問もんすると、檸檬れもんはあわあわと両手をばたつかせた。なんか座ったまま飛ぼうとしているみたいに見える。

「こ、これは、そのっ……ほら、えっと、あれかな？　わ、若き日の過あやまちってヤツかな？」
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「ほんの三十分前のことだろ。時効も成立せず、今月はおやつと小こ遣づかいなしな。白しら木きのおっさんにも話して、謝礼も渡わたさないようにしておくから」

「うっそぉ!?　ねっ、お兄ちゃん噓うそでしょ考え直して?!　来週のテストが終わったら皆みんなと遊びたい放題食くい倒だおれ三ざん昧まいの予定なんだよ?!」

「前に『調子に乗って学校で召しよう喚かんとかすんなよ』って言っておいたのに聞かなかったんだから当然だろ」

「そんな正論ちっとも受け入れられないよ?!　っていうか、どーしてあんな動画が!?　まさかうちの学校にお兄ちゃんのスパイが!?」

　ようやく動画の出所に気が向いたか。年明けには高校受験だってのに遊ぶ予定ばっかだし、マジで将来が不安になる。

　それに、動画に最初からヒントがあると気付いてもいないし。

「よく見てみろよ。それ、隠かくし撮どりじゃないだろ？」

「へっ？　……あ、ホントだ。あたしカメラ目線でピースしてる……って、これ、もしかして……」

　まじまじと見つめるスマホでは、照れ笑いを浮うかべているけど全然恥はずかしがってない檸檬れもんがカメラに向けて片足立ちの変なポーズを取り、

『ところで加か奈なちゃん、それいつまで撮とってるの？　あたしに影えい響きようされて動画制作に目覚めちゃった？』

『いいえ。これは単に記録用です。外には出さないから安心してね』

『ほー、記録かぁ。あたしもドラゴン喚よんだらサイズの記録でも取ろっかなー。それで一番大きな子には名前付けたら優先的に喚よべる気がするし』

　……とまあ、くだらない雑談にもアカデミックにも思える微び妙みような会話が流れてきたことで、どうやら疑ぎ惑わくは確信へと変わったらしい。というか、普ふ通つうに名前言ってたし。

「ま、まさか加か奈なちゃん!?　加か奈なちゃんがユダだったの?!」

　親友の裏切りに愕がく然ぜんとした表情をする檸檬れもんだが、ほんのり小鼻が膨ふくらんでいる。あれは『いつかは言ってみたかったけど機会がなかったセリフを言ってやったぜ』という喜びが溢あふれ出だしたんだろう。気持ちは分からなくもないが、現実に言ってしまうのはかなりの馬鹿だ。

　それに、肝かん心じんな部分が間ま違ちがっているし。

「言っておくが、鴻こう巣のすさんがこれを教えてくれる時に情じよう状じよう酌しやく量りようと減げん刑けいの訴うつたえをしていなかったら、小こ遣づかい抜ぬきに加えて一週間朝は生の食パンに夜は生野菜だけになるところだったんだからな。感謝しとけよ」

「うう、加か奈なちゃんはあたしの救いの天使だった…………？　……でも、バラしたのも加か奈なちゃんだし……」

「ドラゴンなんて召しよう喚かんしてバレずにいられると思う方がどうかしてるわ。四トントラックよりでかい上に火まで噴ふいて、目立ちすぎだろ」

「そ、そんなの分かんないじゃん！　田舎いなかならともかく、無関心が蔓延はびこる都会の住民だよ!?」

「うちの田舎いなかに比べれば全然マシだけどここも別に都会じゃねぇよ……っと……？」

　話している途と中ちゆうだが、呼よび鈴りんの鳴る音が聞こえてきて廊ろう下かの方を見る。ただし俺も檸檬れもんも動かない。必要がないからだ。

　その理由は、数十秒後にリビングに姿を現した。

「太た一いちさん、須す賀が沢さわさんがお見えになりましたよ」

「二人ともこんにちは。急に訪ねてきてごめんね」

　そう言って入ってきたのは、幼おさな馴な染じみで同級生の須す賀が沢さわだった。制服姿だが夏服なので、半はん袖そでのカッターシャツに灰色のベスト、膝ひざが隠かくれる丈たけのスカートと、地味でとても須す賀が沢さわらしい。

　ただしそう感じるのは、案内してきた人がえらい美人だからかもだ。

　素っ気ない白いティーシャツにスキニージーンズという組み合わせのせいか、素材の良さが際きわ立だっている。須す賀が沢さわだって可か愛わいい方だと思うが、こっちはでかいミスコンで優勝が狙ねらえるレベルの美び貌ぼうで、しかも大人びていて落ち着きもある。これで家政婦兼けんガード役なんて職業をやっているのは勿もつ体たいないとしか思えない。

　約一ヶ月前から住み込みで働いてくれている阿あ佐さ陽ひ平たいらさんは、俺が妹に説教をするので外してくれていたが、須す賀が沢さわを連れてきた流れで主戦場でもあるキッチンに行った。

　そして須す賀が沢さわはというと、持っていたトートバッグから何やら箱を取り出して、

「はいこれ、お父さんが出張したお土産みやげ。お饅頭まんじゆうで日持ちしないから、早めに食べてね」

「わざわざありがとな。良かったな檸檬れもん、これは食べてもいいぞ」

「ううっ、のりちゃんありがとぉ……この恩はしばらく忘れないよ……！」

「あはは、檸檬れもんちゃんは大おお袈げ裟さだね。そういえばさっき弟から聞いたけど、学校でドラゴンを呼び出したんだって？　わたしもちょっと見たかったかも」

「ほら、あっさりバレたろ？　鴻こう巣のすさんにはちゃんと礼を言っておけよ」

　がっくりとうなだれた檸檬れもんは、どうやら自分の予想の甘さを理解したらしかった。小声で「おのれユッキー、秘密だって言ったのに……！」と恨うらみがましく須す賀が沢さわの弟の名を呟つぶやいているが、そんなの無理に決まってる。目の前でドラゴンなんて召しよう喚かんされて、誰だれかに話さずにいられる方がおかしい。

　まあ、客も来たことだし説教はここまでにしておこう。

「折角だから早さつ速そくこの饅頭まんじゆう頂くか。須す賀が沢さわも食っていけよ」

「えっ？　でも家の分はもう一箱あるから、わたしは帰ってからで……」

「食くい盛ざかりの四人姉きよう弟だいなんだし、争そう奪だつ戦せんになったら須す賀が沢さわは譲ゆずる羽目になるだろ。その前にうちで食べておけって」

「お兄ちゃんにしては良いアイデアだね。のりちゃん、一いつ緒しよに食べよ？　そして可か愛わいいあたしとのティータイムを心に刻んで、週三……ううん、週二でいいからお茶しよう？」

　檸檬れもんはキラキラと目を輝かがやかせ、須す賀が沢さわの両手を握にぎり締しめる。俺からすれば可か愛わいいというより必死すぎて憐あわれみの対象だ。こいつ、須す賀が沢さわが来れば俺も茶ちや菓が子しを提供しない訳にはいかないと思って、そのご相しよう伴ばんに与あずかる気満々だ。

　そういう知ち恵えだけは回る難なん儀ぎな妹だが、しかし所しよ詮せんは勉強より運動大好きな単純中学生だ。閃ひらめきや多角的な考え方は出来る方だが、基本的に考えが浅い。

　何な故ぜなら須す賀が沢さわは──

「あの、ごめんね檸檬れもんちゃん。わたしとしても協力してあげたいのは山々なんだけど、家事があるし……それに、その、おやつは太っちゃうから……」

「ぜ、全然だよ！　のりちゃん全然太ってないよ!?　そりゃあたいらーさんみたいに瘦やせてるのにおっぱいはある反則ボディじゃないけど、ヘビー級の羨うらやましボディだよ!?」

「……………………ヘビー級かぁ…………」

　あの馬鹿、褒ほめようとしたつもりだろうが、誰だれでも分かる重い階級で喩たとえてどうすんだ。須す賀が沢さわは自分の腹を両りよう腕うでで隠かくすようにして悲しい表情になってるし。

　内容が内容だけに俺から助け船を出すことも出来ず困っていると、反則の人こと平たいらさんがお盆ぼんに湯ゆ吞のみを載のせてやってきた。

「お饅頭まんじゆうということでコーヒーではなくお茶にしてみました。熱いので火傷やけどに気を付けて下さいね」

「ああ、どうもです。ほら、檸檬れもん。しばらくおやつが食えなくなるかもしれないんだからよく味わえよ」

「ううう、成長期の女の子になんて惨むごい……！」

「俺より食ってる時点で十分だろ。ほら、粒つぶあんと鶯うぐいすやるから」

「お兄ちゃんはこしあん？　相変わらず大人の食感が分かってないなー」

「いいだろ。皮が口の中に引っ付くのが気になるんだよ」

　よく分からないマウントを取ってくる妹は軽く流して、色とりどりの饅頭まんじゆうの中から包装フィルムに『こしあん』とシールの貼はられたものを開けて食べ始める。皮に黒糖を混ぜているみたいで、あんとはまた別の甘みがあってとても美う味まい。流石さすがは須す賀が沢さわの親おや父じさん、甘かん味み好ずきで出張の度たびにその土地土地の銘めい菓かや名店の味をチェックしているだけのことはある。

　お茶も一口飲むと、またこの渋しぶ味みがいい。饅頭まんじゆうの甘さをギュッと締しめてくれる。

「わ、このお茶美お味いしい……！　もしかしてとっても高いお茶っ葉なんじゃ……？」

「かもしれないが、貰もらい物ものだからな。それに俺が煎いれてもこうはならないし、平たいらさんの腕うでがあってこそだろ」

「恐きよう縮しゆくです。ですが少しコツを摑つかんで手間を惜おしまなければ、これくらいはお二人なら簡単に出来るようになりますよ」

　仄ほのかな笑えみを浮うかべた平たいらさんが謙けん遜そんするが、手て際ぎわも考えれば道は険しそうだ。あと、さりげに檸檬れもんのことを除外しているのはある意味優やさしさなのかもしれない。当の檸檬れもんは気付いてなさそうだから放っておくけど。

　俺がこしあんの饅頭まんじゆうを三口に分けて堪たん能のうしている間に、二つの饅頭まんじゆうを食べ終えてお茶も飲み干した檸檬れもんは「ぷはー」と満足げな息を吐はき出だして、

「やー、美味美味。でもこーなるとこしあんも食べたくなるよねー」

「お前さっきあんな喧けん嘩か売るような暴言吐はいておいてよく言えるな」

「あれは好みの話で、こしあんだって割と好きだもん。粒つぶあんさまには敵かなわないってだけだよ」

「知るか。それより、次に同じこと仕出かしたら小こ遣づかいなしどころじゃ済まさないから覚かく悟ごしとけよ。具体的には高校受験はなしにして田舎いなかに戻もどって貰もらうからな」

　俺の切り札でもある『なんもない田舎いなか送おくりの刑けい』をちらつかせると、流石さすがの檸檬れもんも目をまん丸に見開いて、

「うぎゅっ!?　そ、そんなのないよオーボーだよ！　いくらあたしが魔ま法ほうを使えてどこでも便利に移動出来るようになったと言っても、コンビニやネット通つう販はんには全然負けてるんだから！」

「だったら肝きもに銘めいじてやらなきゃいいだけの話だろ。いいか、気軽に人前でドラゴンなんて喚よび出だすんじゃない。事故があってからじゃ遅おそいんだ」

「…………はぁーい。でも、人前じゃなければいいってこと？」

「んだよ、そんなに召しよう喚かんしたいのか？」

「だってさー、今回は前より上う手まくいったんだもん。前に喚よんだのと同じ子だったからかなー？　かなりあたしの言うこと聞いてくれそうだったし、お手とか玉乗りとか仕し込こめたら面おも白しろくない？」

　ちら、と妹は上うわ目め遣づかいで訊きいてくる。

　……まあ、見たくないと言えば噓うそだ。というか、映像では見たが肉眼ではまだなので、ドラゴン自体を見たい。出来るならあの鱗うろこを触さわったり乗ったりもしてみたい。

　だが、その誘ゆう惑わくに負けて手た綱づなを緩ゆるめれば、俺も檸檬れもんもどこかで痛い目を見る予感もある。『これくらいなら別にいいだろう』ってのは危あやうい考えだとうちの祖じ父いさんも言ってたし。

　とはいえ、だ。押おさえつけようとすればあらぬ方向に跳とんでいくスプリング性能の妹だとは重々承知しているので、妥だ協きよう点てんも必要か。

「……誰だれにも迷めい惑わくが掛かからないところで、付つき添そいがいるならいいぞ。ただし報告はしろよ」

「やたっ。これで夢のドラゴンサーカスの実現が近付くよ！」

「…………アホな考えだけど客は世界中から入りそうだな……」

　頭ごなしに止やめろと言うのも憚はばかられるアイデアで、俺は内心で苦く笑しようしつつ、憮ぶ然ぜんとした表情を作る。俺まで乗り気だと知られたらまた調子に乗るだろうし。

　……と、兄きよう妹だいで話している間、幸せそうに饅頭まんじゆうを食べていた須す賀が沢さわが湯ゆ吞のみをテーブルに置き、

「ねえ、檸檬れもんちゃん。ドラゴンって、あの前にシンガポールで飛んでいたやつ？　それとも、バーベキューにしたやつ？」

「あ、丸焼きにしたのじゃなくて、シンガポールでうろうろさせていた赤っぽいのだよ。ちなみに次からは同じ子だってすぐ分かるように、爪つめをペンキでカラフルに塗ぬってみました！　ほらほら、こんなだよ？　可か愛わいくないっ？」

　はしゃぎながら檸檬れもんがスマホの画面を須す賀が沢さわに見せるので、俺も横から覗のぞいてみる。同様に平たいらさんも。

　するとそこには、人の胴どう体たいより太くてごっつい爪つめが、赤白黄青と一色ずつカラフルに塗ぬられていた。こうなると途と端たんに作り物っぽく見える。

「ホントはラメ入れたかったんだけど、高くて断念したんだよ。百均のマニキュアじゃ全然量が足りないしさー」

「…………こんなことしてドラゴンは怒おこらないのか？」

「んー、割と気に入ったみたい。女の子だからかな？　それでテンション上がって火の勢いも強くなっちゃってたし。あれは予想外だったよ」

　やっぱりあの木が半はん焼しようした件は想定外の部分があったか。鴻こう巣のすさんから送られてきた動画にドラゴンが火の息を吐はいた直後、『おびゃっ!?　え、あれ、思ってたのと……！』という檸檬れもんの慌あわてふためいた声が入ってたので、そうじゃないかとは思っていた。だから厳しくする必要性を感じた訳だ。

　まあそこは怒おこった後なので蒸むし返かえさないが、どうやら須す賀が沢さわはまだ他に気になることがあるらしかった。

「ドラゴンって、檸檬れもんちゃんが生まれた世界から召しよう喚かんしてるんだよね？」

「そうだよ、産地直送だよ？」

「でも、檸檬れもんちゃんは向こうの世界のこと全然覚えてないんでしょう？　それなのにドラゴンとかこの前の塔とうとか、どうして召しよう喚かん出で来きるの？　漫まん画がやアニメだと契けい約やくして喚よび出だすものみたいだけど……」

　須す賀が沢さわの疑問は尤もつともで、言われてみればかなり気になる点だ。少し離はなれて控ひかえている平たいらさんも興味深そうな表情をしていた。

　だが当の檸檬れもんは何も考えてなさそうな顔で、

「え？　契けい約やくごと引ひき継ついで覚えているからだよ？」

「…………いや余計に意味が分からん。どこの誰だれから引ひき継ついだんだ？」

　思わず横から口を挟はさむと、檸檬れもんは露ろ骨こつに面めん倒どう臭くさそうに眉み間けんに皺しわを寄せて唇くちびるを尖とがらせる。

「誰だれって言われてもなー。あたしの魔ま力りよくを封ふう印いんしたりこっちに転移させたりした宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの人なんだけど、名前知らないんだよね。ちゃんと教えて欲しいものですよ、まったく」

「そうなのか？　魔ま法ほうの使い方や向こうの知識は教えてくれたんだろ？」

「会話形式じゃなくて一方的にだけどね。だからあたしの疑問質問には無回答だよ。なんか凄すごく偉えらい人みたいだったけど、色々抜ぬけてる感じだったなー」

　こいつに言われるなんて絶望的だ。その宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しとやらには同情するしかない。

　しかしこれはいい機会なので、俺からも一つ訊きいてみる。

「もう済んだことだが、召しよう喚かんしておいて丸焼きにしたのはいいのか？　契けい約やくした相手にそんな扱あつかいされたら普ふ通つう怒おこるだろ」

「あー、んー、なんていうかなー……シンガポールと学校で喚よんだレッドドラゴンに同じことしたらブチ切れされるかもだけど、バーベキュー要員の子は正式にはドラゴンじゃないから大だい丈じよう夫ぶなはずだよ。亜あ種しゆっていうか雑種というか、猪いのししと豚ぶたの関係に近いような違ちがうような……」

「唯ゆい一いつ知識があるお前がそれだと誰だれも分からんぞ。トラウトをサーモンで一ひと括くくりしているようなもんか？」

「へっ？　トラウトって鱒ますじゃなかった？　鮭さけと鱒ますは違ちがうよ？」

「ところが残念ながら、我が家でたまに刺さし身みとして出していたサーモンはトラウトだ。一いつ般ぱん的てきな家庭なら割と多いぞ」

「うっはー、知らなかった！　同じ川魚だからって一いつ緒しよくたにしたらダメなヤツじゃん！」

「真実はどうあれ、お前あれ好きだから問題ないだろ」

「うー、そー言ったらその通りなんだけどさぁ…………ちなみにお兄ちゃんの喩たとえは微び妙みように正解かも。食用ドラゴンさんは契けい約やくで召しよう喚かんしてるんじゃなくて、魔ま力りよくをエサにして釣つって喚よんでるから、契けい約やく召しよう喚かんとはちょっと別口なの。あたしが魔ま法ほうを使うと向こうの世界で魔ま法ほう陣じんみたいのが出来て、そこにホイホイ寄ってきたのを転移させてる感じ？」

「…………ん？　よく分からんが、つまり喚よび出だすだけで制せい御ぎよは出来ないってことか？」

「うん、そだよー。だから喚よんだ瞬しゆん間かんに丸焼きにしたの。結構凄すごい魔ま法ほうの連続だから、ちょっと疲つかれたなー。なにげに浄じよう化かの魔ま法ほうも面めん倒どうだったし」

「…………ちなみに、あのドラゴンもどきが暴れたらどれくらいの被ひ害がいが出る？」

「んー、大したことはないんじゃない？　鱗うろこはそんな硬かたくないし、火も吐はけないし。尻しつ尾ぽに毒があるから、それにさえ気を付ければ戦車の大たい砲ほうで倒たおせると思うよ」

　……檸檬れもんが大して銃じゆう火か器きや兵器に詳くわしくないことを差し引いて考えると、普ふ通つうの銃じゆうなら小ダメージ、ロケットランチャーで中ダメージ、大たい砲ほうで大ダメージってところだろう。

　つまりこの世界の兵器でもあれはどうにかなるとして……なら、それより格上のレッドドラゴンとやらが暴れたら、どれくらいの被ひ害がいが出るのか。本物のドラゴンの鱗うろこがどれだけの硬こう度どなのかも含ふくめて未知数だ。

　そんなもんを中学校で召しよう喚かんしたことに、改めてぞっとする。

「……檸檬れもん、ドラゴン召しよう喚かんは夏休みに入るまで禁止な」

「ふぁっ!?　え、何なに故ゆえに更さらなるペナルティが!?」

「ことの重大さを再さい認にん識しきしたからだよ！　せめてドラゴンのテンション次し第だいで支配が利きかなくなるようなことがなくなってからにしやがれ！」

「えええ、召しよう喚かん系けいのコツは同じ召しよう喚かん系けいじゃないと分かりづらいのに……ドラゴンの火ひの輪わ潜くぐりとか逆げき鱗りんを探してみる検証動画とか色々ネタも考えてたのにぃ……！」

　それからしばらく口く惜やしげに俺を見ながら抗こう議ぎする妹に対して断固拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬくと、須す賀が沢さわの口くち添ぞえもあってようやく檸檬れもんは渋しぶ々しぶながら納なつ得とくをした。あの様子だと、最初に約束を破っていた負い目がなければ数日はごね続けていたかもしれない。

　せめて期末テストが終わって夏休みになるまでは大人しくしておいて貰もらいたい。本当は何年でも何十年でも平へい穏おん無ぶ事じがいいが、魔ま法ほうなんか使えなくても檸檬れもんという元気生物が生きつ粋すいのトラブルメイカーだと知っている以上は高望み出来ない。

　……ただ、この後のことを知った上で考えてみると、俺の見み込こみは甘かったと言うしかないだろう。

　何な故ぜなら真のトラブルメイカーは、本人が積極的に動かなくても、向こうから勝手に騒そう動どうがやってくるからだ。




　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆




　檸檬れもんが中学校でドラゴン召しよう喚かんなんぞをやらかしてから数日後の日曜日。俺はいつもの土日と変わらず昼前から電車で隣となり町まちに行き、カラオケ店でバイトに勤いそしんでいた。

　我が家に平たいらさんが来てくれてから平日も暇ひまな時間が出来たのでシフトを増やしてもいいが、これでも受験生で、現げん役えき合ごう格かくを目指す以上は勉強も頑がん張ばらないと拙まずい。元々、バイトは車とバイクの免めん許きよ代だいが欲ほしくて始めたもので、土日だけとはいえもう二年働いているから目標額はクリアしている。免めん許きよは夏休みに合宿で取る予定だが、具体的に購こう入にゆう予よ定ていはないのであくせく働いて稼かせぐ必要はあまりないし、どちらかというと店の人手の問題で今も続けている感じだ。

　なので今日も昼前から夕方までシフトをこなし、これといった問題も面おも白しろい出来事もなく着き替がえを済ませて店を出ると、駅へと向かった。

　駅前はこの辺では栄えている方で、デパートや大おお型がた量りよう販はん店てんもある。しかし今日の俺の目当てはそれらではなく、いくつか商店が並ぶ通りの裏にあるたい焼き屋だった。

　今月オープンしたばかりの店の近くまで行くと、意外に客は一人だけしかいない。まあこの時間帯に買い食いすると夕飯が近いし、言っちゃ悪いが店の場所は目立たないから、こんなもんなのかもだ。

　ただ、既すでにリサーチ済みのバイト仲間が言うには皮がとても美う味まいらしい。表面はパリッとしているのに中の生き地じはふわふわで、『あれが都会の味なのよ』とのことだ。バイトの休きゆう憩けい中ちゆうに語ご彙い豊富な食レポを聞かされた身としては、もう帰かえり掛がけに寄るしかなかった。

　一人しかいない客の後ろに並びつつメニューを確かく認にんすると、こぢんまりとした店に負けずメニューも少ない。たい焼きが粒つぶあんとカスタードクリームの二種、後は飲み物だけ。色々食べ比べたい人には不満かもしれないが、迷わなくていいので俺には丁度いい。

　数日前に須す賀が沢さわの持ってきてくれた饅頭まんじゆうではこしあんを選んだが、それは比ひ較かく的てき好きなのであって、粒つぶあんも別に嫌きらいじゃない。カスタードもあるし、三つずつ買えばいいだろう。

　……と、決めたところで俺はようやく気付いたのだが。

　来た時から、前の客に全く動きがない。それに若い店員のお姉さんは困ったような笑え顔がおでチラチラとこっちを見ているが、肝かん心じんの理由が分からなかった。

　不思議に思ってよくよく前にいる客を見てみれば……何というか、個性的な格好をした女の子だ。麻あさっぽい臙えん脂じ色いろの布をローブみたいに全身に纏まとっているし、被かぶったフードの隙すき間まから見える髪かみは鮮あざやかな碧あお色いろ。整った横顔も印象的だが、外国の方だと一目で分かる。

　そんな彼女はじっと鉄板で焼かれているたい焼きを見ていて、動かない。ショーケースに飾かざられたトランペットを欲ほしがる少年もかくやという食いつきっぷりだが、注文をするようには見えなかった。

　……これ、どうしたもんだろうか。メニューにはご丁てい寧ねいに英語と中国語の説明もあったが、それに反応している様子はないし、店員さんが困り笑え顔がおで俺に視線を送ってくるのはヘルプのつもりなのかもだ。

　ややあってから店員さんは勇気を振ふり絞しぼったのか「あのー」とか「あんこ、おあ、かすたーど、うぃっち？」とか言っているが、それに対して前の客は返事らしき言葉を発するも、何語なんだかさっぱり分からない。スマホの翻ほん訳やく機き能のうを使えればとも思ったが、そもそも何語か分からないので初手から詰つんでいる。

　いよいよ店員さんが半泣きになっているし、口パクで『助けて』とアピールまでしてきた。客に頼たよるのはどうかと思うけど気持ちは分かる。外国の人で、しかもコスプレかと思うような格好。言語を含ふくめてコミュニケーションは全く取れない。こんな対応に困る客、滅めつ多たにいないはずだ。

　ここで俺が取れる選せん択たく肢しは二つ。一つは、全部見なかったことにして帰る、だが…………まあ、無理か。この状じよう況きようで見て見ぬ振ふりをしたら、そっちの方が思い返して引きずる。

　なので消去法で、関わるしかなかった。

「……あー、悪いけど注文しないなら先に頼たのんでいいか？」

　伝わるとは思っていないがそう告げると、前にいた外国人の少女が振ふり向むき、驚おどろいたような表情をする。一いつ瞬しゆん言葉が通じたのかとも思ったが、どうやら声に反応しただけらしく、どくのでもなく首を横に振ふるのでもなく、ただ不安げにこちらを見つめてくる。

　こうして改めて向かい合うと、やっぱり美人で、年ねん齢れいも同じくらいかもしれない。背も俺とそう変わらないから女子にしては高い……と思ったけど、海外の基準だとどうなのか。案外これくらいが平均なのかもだ。

　さておき、言葉が通じないだけでなくジェスチャーもどれだけ意図を汲くんで貰もらえるか分からないので、俺は距きよ離りに気を付けつつ横から回り込むようにしてたい焼き屋の注文窓口に立ち、異国の彼女から見えるのを確かく認にんしながら、

「あんこを三つと、カスタードを三つ、持ち帰りで。いくらになる？」

　メニューを指差しつつ、それぞれ数を告げる時に指を三本立てる。これくらいならたぶん理り解かいして貰もらえるはず。

　一方、たい焼き屋のお姉さんも俺の意図が分かったのか表情を明るくし、レジを打つ前に電でん卓たくを取り出して、

「はい、たい焼きのあんこが三つとカスタードクリームが三つで、合わせて九百円になります！」

　わざわざこちらに見えやすいように打って画面を見せてくれた店員に、俺は財さい布ふから千円札を取り出して受け皿に置く。すると受け皿ごと取った店員のお姉さんが「千円のお預かりですので、百円のお返しになります！　焼き上がりまで少々お待ち下さい」と、百円硬こう貨かを受け皿に戻もどした。

　そのやり取りを横にいる外国の少女が見ているのをこっそり確かく認にんし、ホッと胸を撫なで下おろす。これで大体どんな感じのシステムかは分かってくれたはずだ。値段の方は微び妙みようだが、千円札でお釣つりがくることまでは見せられた。……というか、思っていたよりたい焼き高い。一個百五十円もするのか。

　六個も買ってしまったことを地味に後こう悔かいしていると、店員が「お待たせしました、お次のお客様もご注文の方お決まりでしたら」と声を掛かけていたので、俺も少し体をずらしてやり取りし易やすいように場所を開ける。

　……が、メニューやレジに視線をやってはいるが、異国の彼女は口を開かない。沈ちん黙もくが続くにつれて、また店員のお姉さんの笑え顔がおが固まっていき、俺まで気まずくなる。何な故ぜだ、割と上う手まく模も範はん的てき買い物の光景を見せられたはずなのに。というか、どこの国でも大体似たようなものだろうに。

　失敗理由が分からず俺が居い心ごこ地ち悪わるく立たち尽つくしていると、そこでようやく外国人少女に動きがあった。体を覆おおうローブの下でもぞもぞしたと思った矢先、合わせ目から出てきた手を受け皿の方へと伸のばし、

「××××××××」

　やっぱり何語か分からない言葉と共に置かれたのは、一枚の硬こう貨かだった……が、銀色の、見たことのない女性の顔と記号が彫ちよう刻こくされたもので、どこの何通貨なのかも分からない。

　思わず俺と店員が顔を見合わせ、無言のまま互たがいに小さく首を横に振ふる。

　そしてチラリとこれを出した外国人少女の顔を見れば、不安そうな面おも持もちをしていた。これで大だい丈じよう夫ぶなのか、不安なんだと思う。

　しかし、これは……

「……スマホで撮とって画が像ぞう検けん索さくすれば判明するかも…………駄だ目めだ、出ない……」

「……ううん……折角なので足りないのなら私の方で不足分は出してもいいんですけど……百五十円以上の価値があったらまずいんですよねぇ……」

　確かに。レジでヤバいのは不足よりも過か剰じよう受け取りだ。しかもこの場合、善意のつもりがぼったくり扱あつかいになる可能性も出てしまう。

　どうしたもんかと改めて頭を悩なやませていると、店の奥にいたもう一人の店員が口の開いたままの紙かみ袋ぶくろを差し出してきて、受け取ったお姉さんはひとまずといった具合で俺に向けて笑え顔がおを作り、

「お先にご注文のあんこ三つ、カスタード三つになります！　冷めた場合はトースターで温めると美お味いしく頂けますので」

「ああ、どう……も……」

　紙かみ袋ぶくろの中を見せてくる店員さんの動きに、俺だけでなく横の少女もつられて見ていた。

　中には三つずつ、思っていたより一回り以上大きなたい焼きがみっしり並んでいる。焼いた生き地じの甘く香こうばしい匂においが、涎よだれと空腹を強きよう烈れつに刺し激げきして──

　クルルルルルゥ、と可か愛わいらしい音が、ハッキリと聞こえてしまった。

　咄とつ嗟さに聞かなかった振ふりか、そこらで虫でもいたのかなと勘かん違ちがいする素そ振ぶりをしようかとも思ったが、鳴らしてしまった張本人がお腹なかを両手で押おさえ、見る見るうちに赤面してしまうものだから下手な演技は藪やぶ蛇へびにしかならなそうだ。

　言葉が通じなくてもこういう時は一発で伝わるもんだなと何となく感かん慨がい深ぶかく思いつつ、俺はいよいよどうしようかと悩なやんでいる店員のお姉さんに、

「あの、ペーパーナプキンってあります？」

「えっ、と……はい、こちらで大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そう言って差し出された数枚のペーパーナプキンを「どうも」と礼を言って受け取ると、俺は紙かみ袋ぶくろの中からたい焼きを一つペーパーナプキンで挟はさんで取り出す。

　それを外国人の少女へと差し出して、赤面しながらもきょとんとする彼女の手に握にぎらせた。

「プレゼント、つっても分からないか。まあいいや、それはあげるから食べるなり捨てるなり好きにしてくれ」

「…………あのー、店の者としてはせっかく作ったので捨てないで欲しいんですけどー……」

「っと、失礼だったか。でもまあ、あんたの勝手にしてくれていい。こういうのも巡めぐり合あわせだしな」

　見て見ぬ振ふりをするなら最初から関わらないのが正しい。中ちゆう途と半はん端ぱに仏心を出した以上、これくらいはすべきだろう。

　彼女は俺の行こう為いをどう判断すればと迷っているのか、躊躇ためらい顔がおでたい焼きと俺を何度となく見比べる。しかしどう見ても気持ちはたい焼きに行っていた。

　なので俺はたい焼き屋の受け皿に残っていた謎なぞの銀貨を取り、服の上からお腹なかを押さえていた手に握にぎらせる。明らかに『何で？』という顔をされるが、俺は首を横に振ふって、

「運が良かった、と思ってくれればいいよ。まあ伝わってないんだろうけどな」

　苦く笑しようするしかないが、困っているのは俺より彼女の方だ。もしかしたら意図は汲くんでくれたのかもしれないが、どうしようか決めかねている表情で…………しかしまたしてもキュリルルとお腹なかが鳴ってしまい、それが決定打になったようで、

「……×××××××」

　何やら言うと、たい焼きをしっかり持ったまま両手を胸に当てて目を閉じる。全然知らない動作だけど……たぶんこれは、感謝してくれているんだろう。

　どうなることかと思ったが、何とか丸く収まったみたいで良かった。

　……と、たい焼き屋のお姉さんが俺を手招きしているのが見えて、よく分からないままに近寄ると、紙コップを二つ差し出された。

「ごめんね、助かっちゃったよ。はいこれ、私からのサービスです。向こうにベンチがあるから、そこで食べるといいよ」

「え、いや、俺は別に──」

「いいからいいから。お姉さんにもカッコつけさせて」

　ウインクなどをしてくるが、思いっきり勘かん違ちがいしている。俺は遠えん慮りよした訳じゃなくて、ここでお役やく御ご免めんで帰りたかったのに。

　まあ、折角の厚こう意いだから受けよう。焼き立てのたい焼きが魅み力りよく的てきなのは否いなめないし。

　そんなつもりはまるでなかったが、俺は紙かみ袋ぶくろとお茶の入った紙コップ二つを手に、店から少し離はなれた場所に置かれたベンチへと向かった。そこで食べる、というのは身み振ぶりで何となく伝わったらしく異国の彼女も付いてくるが、視線は手にしたたい焼きに固定されたまま。余よ程ほどお腹なかが空いているんだろう。

　路ろ地じ端ばたにあるベンチに腰こし掛かけると、俺に倣ならって彼女も隣となりに座る。二人の間に紙コップを置いて、俺も自分の分のたい焼きを取り出した。

　渡わたしたのがあんこっぽかったのでカスタードを選ぶと、待ち切れなそうな感じだったのに彼女はまだ口を付けていなかった。俺を待ってくれていたというよりは、たい焼きのどこからどう食べればいいのか迷っているみたいに見える。

「別に決まった食べ方なんてないから、好きに食べればいいよ」

　そう言って、俺は分わかり易やすく頭からたい焼きにかぶりつく。隣となりの少女が『ええっ!?』と驚おどろく顔も見えたが、気にしない。今大事なのは、このたい焼きだ。

「……おお…………なるほど、確かにこれは美う味まいな」

　聞いていた通り、外の皮は軽く揚あがったようにパリッとしていて、なのに中側の生き地じはふっくらと柔やわらかい。中身のカスタードクリームも甘すぎず舌した触ざわりがとても滑なめらかで、仄ほのかに香るこれはバニラビーンズが入っているのかもだ。

　くどくない優やさしい甘さで、これならあの金額も納なつ得とく出で来きる。少なくとも前に食べた冷れい凍とう食しよく品ひんのたい焼きとは比べるのが馬鹿らしいくらいに美う味まい。

　口の中に幸せが広がり早くも満足感が凄すごいが、置いておいたお茶を飲むと、それがキュッと引ひき締しまる。完全にリセットされたのではなくて後からじんわり甘さの残ざん滓しが感じられて、早く二口目をと逸はやらせてくる。

　だが俺が再びかぶりつく前に、意を決した彼女がたい焼きを頭からパクリといく姿が見えた。

「…………、…………っ?!　～～～～～っ！」

　うん、あの驚おどろきからの幸せそうに緩ゆるんだ目め尻じりと、声にならない歓かん喜きの声でよく分かった。どうやら初体験のたい焼きは彼女のお気に召めしたらしい。

　はむはむと頰ほお張ばり一心不乱に食べる姿を見ると、こっちも嬉うれしくなる。正直なところ、口に合わなかったら気まずいなと思ってたから。

　あっという間に一つ食べ終えた異国の少女は、俺に倣ならってお茶を飲み、満足げに吐と息いきを漏もらす……と、俺の手元に残るたい焼きを見て不思議そうな顔をした。何に気付いたのかすぐには分からなかったが、彼女がおずおずとたい焼きの中を指差してこちらを見たので、それで理解する。

「ああ、そっちに渡わたしたのと中身が違ちがうってことか」

　黒い粒つぶあんと黄色いカスタードだと見た目もそうだが、味も全然違ちがう。そしてそれがどう違ちがうか口で説明するのも難しいのに、まず言葉が通じない。

　……となると、手っ取り早いのは、

「気になるなら食べていいぞ。ほら、まだあるからこっちのな」

　紙かみ袋ぶくろの中を示しながら言うと、彼女は『いいの？』と目で訴うつたえてくる。ただし伝わってくるのは遠えん慮りよだけでなく、尻しつ尾ぽがあればブンブン振ふっているんだろうなってくらいの喜びもだ。

「いいよ、二度と食べる機会がないかもしれないんだし。うちは妹以外そんなに食い意地張ってないしな」

　そもそも檸檬れもんが欲ほしがったのなら俺の食いかけを渡わたして我が慢まんさせるが、初対面の他人にそんな真ま似ね出来る訳がないし。

　遠えん慮りよしなくていい、と伝えるべく紙かみ袋ぶくろを持って取りやすく傾かたむけてやると、彼女は俺を見ながら一言二言通じない言葉を発し、二つ目のたい焼きを手に取る。つまり今のはお礼、だろうか。スペイン語でもポルトガル語でもなさそうで、いよいよどこの国の人か分からない。

　ただ、まあ。

「…………！　～～～～っ、～～！」

　ああしてたい焼きを美う味まそうに食べているんだから、国も言葉も関係ないか。美う味まいものは万ばん国こく共きよう通つうのパスポートだし。

　しかし、マジで気持ちいいくらい幸せそうに食べるな。そこまで大きく表情が変わる訳じゃないのに、鮮あざやかな碧あお色いろの瞳ひとみがキラキラと輝かがやかんばかりに光を湛たたえているからか感動がストレートに伝わってくる。

　それに大口を開けるでもないのにやたらと食べるのが早く、二つ目のたい焼きもすぐに消きえ失うせて、続けざまに三つ目を…………って……

「…………まあいいか……」

　俺の行こう為いを『好きなだけ食べていいぞ』と勘かん違ちがいしてしまったみたいだった。一いつ瞬しゆん止めようかとも思ったが、もうこの際だから満足いくまで食たべて貰もらおう。高いだけあって普ふ通つうのたい焼きよりボリュームもあるので、流石さすがに全部は食べきれない……と思うけど…………既すでに四つ目に突とつ入にゆうしたな……

　変わらぬペースと幸せそうな表情を見ているだけでこっちは腹が膨ふくれてきて、こうなるとお茶もお代わりを買ってやるべきなのか悩なやんでいた、その時だった。

「あああっ!?　こんなところにいましたですか！」

　突とつ然ぜん聞こえてきた声と共に勢い良く目の前に走り込んできたのは、ちょっと背の低い外国人風の少女だった。
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　フードこそ被かぶっていないが隣となりの彼女と同じようなローブを纏まとい、緩ゆるくウェーブの掛かかった長い桃もも色いろの髪かみは色こそ違ちがうが、瞳ひとみは同じ碧あお色いろ。そして聡そう明めいそうな整った顔立ちは、どう見ても姉し妹まいか近い血けつ縁えんと思わせる。

　隣となりの少女が驚おどろき顔がおからホッとしたように表情を緩ゆるめたことからも、知り合い以上なのは確定だ。

「まったくもう姉さんは！　待っててって言っておいたじゃないですか、念を押したじゃないですかっ。それはわたしも予想以上に手間取って遅おそくなっちゃいましたけど、何の準備もしないで出歩くなんて……もうっ！」

「××××……××××××、×××……」

「わたしの心配してくれるのは嬉うれしいですけど、それでわたしに心配かけてどうするんですかっ。あとっ、理由としては絶対お腹なか空いたのがメインでしょうそうでしょう?!　わたしだってお腹なかペコペコで駆かけ回まわっていたのに……しかも何か食べちゃってるじゃないですか！　もうもう、姉さんったらもう……！」

　経けい緯いはよく分からないが、相当お冠かんむりだ。まあ勝手にいなくなった奴が吞のん気きにおやつタイムを満まん喫きつしていたらそうもなるか。俺も昔、檸檬れもんが遊園地で迷子になって探し回った挙げ句、知らない大学生グループにアイスをご馳ち走そうになっていたのを見つけた時は、安心の直後に激ギレしたし。

　だがまあ、連れが発見してくれたのは良かった。こっちは言葉も通じるし。

　……と、仲ちゆう裁さいに入るタイミングを窺うかがっていた俺に、ぶんむくれで怒おこっていた桃もも色いろ髪がみの少女が視線を向けてきた。

　じっと見つめられること数秒、気まずさにこっちから話しかけようとした矢先、ぺこりと頭を下げられてしまった。

「察するに、姉が随ずい分ぶんとご迷めい惑わくをお掛かけしたみたいで。本当ならばお礼がてらお話を伺うかがいたいところなのですが、勝手ながら急ぎの用があるのです」

「ああ、別に気にしないでいいさ。大したことはしてないからな」

「いえいえ、あのような食べ物まで頂いて…………凄すごく、凄すごく美お味いしそうな……！」

　視線は俺の隣となりで、たい焼きの尻しつ尾ぽ部ぶ分ぶんが姉らしき少女の口の中に消えていく様を捉とらえていた。余よ程ほど空腹なのか、肉親というより仇きゆう敵てきを見るような目つきになってしまっている。

　このまま放置すると姉し妹まい喧げん嘩かが始まりそうだが、流石さすがにそこまで付き合っていられない。

　俺は残っていた自分のお茶を飲み干して、持っていた紙かみ袋ぶくろの口を適当に畳たたんで閉じ、ベンチから立ち上がる。

　そして桃もも色いろ髪がみの妹に、「ほら」と紙かみ袋ぶくろを渡わたした。

「え……あの、これは……？」

「そっちの子が今食べてた菓か子しだよ。あと二つ入ってるから、甘いものが嫌きらいじゃなければ食べてくれ」

「ええっ!?　ですが、こんな施ほどこしをされても今のわたしにはお返し出来るものがなくて、」

「ただのたい焼きにそんな大層なこと求めてないから安心してくれ。観光客か何かだろ？　この辺は特に見て面おも白しろいものもないし遊べる所も少ないが、そのたい焼きはどこで出しても評判になるくらい美う味まいと思うぞ。だからまあ、『そんなに悪い町じゃなかったな』とでも思おもって貰もらえれば十分だ」

「……それだけでよろしいのですか？」

「ああ。自じ慢まんじゃないが、俺は田舎いなか暮ぐらしが長かったからな。あっちだと客人はもてなすのが普ふ通つうなんだよ。不満に思われて帰すのは恥はじだ、ってうちの祖じ父いさんなんかは言ってた」

　来客なら当然だし、不意の来訪者も同じくだ。尤もつとも、無礼者はその限りじゃないが。

　まあ俺の住んでいるのはここじゃなくて隣となり町まちだから、そこまでここに愛着はないものの、海外からの来訪者に気分良く帰かえって貰もらいたいという気持ちはある。ただでさえ妹が世界に混乱を引き起こしている訳だし。

「んじゃ、道中気を付けてな。何かあったら交番に行って警察官を頼たよるといいぞ」

「ご丁てい寧ねいに、痛み入ります。姉共々お世話になったご恩は忘れないです」

「大おお袈げ裟さすぎだよ。ま、姉し妹まい仲良くな」

　軽く手を挙げて別れの挨あい拶さつをすると、察したのか姉の方が立ち上がって、

「×××、×××××っ」

「『本当に助かりました、ありがとうございます』──と、姉は言っています」

「通訳どうも。いい旅を」

　あんなに真まっ直すぐに見つめられて礼など言われるとマジで照てれ臭くさいので、手短に返してその場から立ち去る。

　たい焼きはどうしようかと一いつ瞬しゆん迷ったが、たい焼き屋は二人のいるベンチから見える位置なので、これから買うと二人に余計気を遣つかわせてしまいそうだから、買い足しは止やめておくことにした。来週もバイトだから、今度買えばいいし。

　そんなわけでもう寄り道はせず駅へと向かい、電車に乗って帰路に就いた……の、だが。

　──何か、おかしかった気がした。

　道中ずっと引っかかっているそれがさっきの外国人姉し妹まいに関することなのは間ま違ちがいないはずなのに、肝かん心じんの要因が分からない。注意力か思考力が不足している。

　もやもやが胸につかえたまま俺は帰ったが、具体的な解答は家についても夕飯を食べても出てこなかった。

　何がどうして違い和わ感かんを覚えていたのかは、全く予想外の形で判明することになった。




　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆




「ふー……意外と遅おそくなったな」

　そんな呟つぶやきを漏もらしたのは須す賀が沢さわの家を出た直後で、さっきスマホで確かく認にんしたら時刻はもう午後九時半を過ぎていた。

　どうして俺が須す賀が沢さわの家にいたかというと、今日はテレビでサッカーの男子日本代表戦があったからだ。須す賀が沢さわ家けには子供が四人いて、俺の同級生の長女こそスポーツに大して興味はないものの、下三人はスポーツ好きで、長男はサッカーとバスケットボール、次男は野球とバレーボール、次女はサッカーとテニスが趣しゆ味みと、球技好きな構成になっていた。

　で、高校一年生の長男は俺と同じ高校なので、後こう輩はいに当たる。小さい頃ころに遊んでやった記き憶おくもあるせいか割と慕したわれていて、今でもこうしてちょいちょい連れん絡らくが来て、一いつ緒しよに遊んだり今日みたいにスポーツ観戦したりする仲だった。

　代表戦自体は九時前に終わったものの、勝利にも不満げな長男と次女の感想戦を聞き、次男と中学での檸檬れもんの話をしてと、少し長居してしまった。

　もし須す賀が沢さわの両親が帰宅したらさらなる延長は間ま違ちがいないので、これでも早めに話を切り上げてお暇いとました方だ。

　ちなみに檸檬れもんはサッカーよりゲーム実じつ況きようの生配信が見たいとのことで来なかった。魔ま法ほう動どう画がだけでなくそっちにも手を出しそうな雰ふん囲い気きがあるので、兄としては食い止めたいところだ。やっている人を批判する気も見下す気持ちもないが、今年受験だってのにそんなことを始めてしまえば絶対に勉強しなくなるし。

　もう六月も下げ旬じゆんで、期末テストも近い。夜の空気もまるで寒さはなく、日が変わるまでに一雨来そうな湿しめった感覚があった。

「平たいらさんのことだから洗せん濯たく物ものは大だい丈じよう夫ぶだろうが…………ん？」

　須す賀が沢さわ宅たくから二軒隣となりの我が家に帰るのは一分とかからない。しかし俺が思わず足を止めたのは、街灯の光が届かず暗い我が家の前に、人ひと影かげらしきものが見えたからだ。

　宅配便にしては遅おそすぎるし、来客にしては立っているのがインターホンのある側じゃない。しかもよく見れば人ひと影かげは二つ。

　不ふ審しん者しや、或あるいは招かれざる客という言葉が脳のう裏りを過よぎり、緊きん張ちよう感かんを張はり巡めぐらせつつなるべく自然体を意識して歩みを再開する。

　すると俺の接近を察知したのか、我が家の申し訳程度にあるだけの門の前にいた大小の人ひと影かげが振ふり返かえるような動きをした。それだけでドキッとしてしまったのは、梅つ雨ゆの時期で蒸むし暑あついくらいだっていうのに、二人が全身を覆おおい隠かくすような格好をしていたからだ。

　ただ、頭からすっぽりと被かぶるあの格好はどこか見覚えが──

「……ん？　あ、れ？」

「…………まあ。夕刻の、親切なお兄さんですか」

　小さい方の人ひと影かげがフードを脱ぬぐと、暗がりでも目立つ桃もも色いろの髪かみが露あらわになる。隣となりにいる大きな人ひと影かげもやはりというか姉と呼ばれていた少女で、俺と認にん識しきしたからか微かすかな驚おどろきを表情に出す……が、気になるのはその前にしていた、強い警けい戒かいを帯びた目だ。殺気立つのとはまた違ちがうかもしれないが、寄よらば斬きるとでも言うような剣けん吞のんさがあった。少なくとも、普ふ通つうの観光客とは思えない。

「……偶ぐう然ぜん……ってのは緩ゆるく考えすぎだな」

　他の家の前にいたのならば偶たま々たまと思い込むことも出来るが、選よりに選よってうちの前だ。そして堅かた気ぎとは思えない雰ふん囲い気きを醸かもし出だす外国人。

　となれば、合理的に考えて檸檬れもん目当てでここに辿たどり着ついたんだろう。どこかの政府なり組織なりの人間か興味本位でやってきた個人かは分からないが。

「……単刀直入に訊きくが、うちに何か用か？」

「うち……？　ということは、親切なお兄さんはこのおうちの方なのですか？」

「そうだよ。大方檸檬れもん絡がらみなんだろうが………………ん……？」

　アポイントなしならお帰り願おうとしたが、告げる前に上の方で微かすかに音がした。

　見上げればうちの二階の窓が開いていた。そしてそこから檸檬れもんが身を乗り出してこっちを見ている。

「あっれ、話し声がすると思ったらお兄ちゃんじゃん。そこの暑そうな格好の人達はどこのどなたさん？　ナンパでもしてたのー？」

「家の前でそんなことする馬鹿がいるか。この人達は──」

　経けい緯いを話すと面めん倒どうなことになりそうなので適当に誤ご魔ま化かそうと思ったが、そうする前に、

「ああっ!?　やっぱりそうです、ここで正解でした！　ほらほら姉さん、面おも影かげがありますよね!?」

　二階を見上げる桃もも色いろ髪がみの妹が夜の住宅街にはそぐわないボリュームで大はしゃぎし、姉の方も驚おどろきに目を見開きながら「××××！」と興奮気味に何かを言う。

　そのやり取りに、俺はもう言い訳出来ない面めん倒どう臭くささを感じる……のではなくて、思わず声に出してしまいそうなくらいショックだった。

　──俺は間ま抜ぬけだ。たい焼き屋の近くでこの二人と別れてから抱いだいていた違い和わ感かんが、ようやく解けた。

　この姉し妹まい、俺は単純に姉は日本語が全く通じず、妹は分かるのだと思っていた。

　だが、あの時。妹は姉にも日本語で話し、姉も言っていることを理解しているみたいだった。

　ならば姉の方が分からない振ふりをしていたのかというと、そんな感じはしない……というより、もっと適切な回答がある。

　つまり、『何らかの手段に依って、妹は言語を問わず会話で意志疎通が出来る』、だ。リアルタイムで、翻ほん訳やく道どう具ぐも使わずに。

　そんなこと普ふ通つうなら有り得ないと一いつ笑しようして終わりだが、俺はそうじゃない。というより、俺が自分を間ま抜ぬけだと思ったのは、実例を見ていたからだ。

　……そう、檸檬れもんが本来の意味での誕生日を迎むかえ、魔ま法ほうの力に目覚めた翌日。シンガポールで行われた世界規模の会議に乱入し、為い政せい者しやや権力者達を混乱の坩堝るつぼに叩き込んだあのやり取りの動画で、檸檬れもんは日本語を喋しやべっているのに諸外国のお偉えらいさんにちゃんと通じていたし、檸檬れもんも向こうの言葉を理解していた。あの英語のテストで赤点を逃のがれたらガッツポーズをする低レベルな妹がだ。

　そしてこの姉し妹まいの見慣れない格好とどこの国のものか分からない言語と硬こう貨か。全てを総合して考えると、もしかしてこの二人は──

「間ま違ちがいないです！　あの方が、わたし達の姫君です！」

　妹の方が言ったその言葉は、俺の予想を正解だと告げていた。

　つまり──この姉し妹まいは、檸檬れもんが生まれた異世界から来たのだと。














二　異世界からのメッセンジャー









「それでは、まずは自じ己こ紹しよう介かいからさせて下さいな」

　そう切り出したのは、フードを外して桃もも色いろの髪かみを露あらわにした少女だった。

　夕方に遭そう遇ぐうした彼女の正体には薄うす々うす察しがついた状態だが、大事なのは確証と相そう互ご理り解かいだ。俺だけが分かっていても仕方がない。

　我が家のリビングでテーブルを囲んでいるのは、まず俺と檸檬れもんが隣となり合あい、向かい側に異国風の姉し妹まいが座っている。そして所いわ謂ゆるお誕生日席に平たいらさんが着いていた。

　とりあえず、ということで家の中に招き入れ、階下に姿を見せた檸檬れもんにいち早く挨あい拶さつをしようとした桃もも色いろ髪がみの妹に「ごちゃつくからそういうのは後で」と制し、リビングに場を設けた。

　そして平たいらさんが檸檬れもんにはオレンジジュース、俺にはアイスカフェオレ、来訪した姉し妹まいには冷たい麦茶をそれぞれ用意したところで、飲み物に手を付ける前に我が慢まんの限界といった感じで妹の方が喋しやべり出だした訳だ。

　すっと立ち上がった彼女が体に纏まとっていたフード付きの外がい套とうっぽいローブを脱ぬぐと、黒地にカラフルな変な紋もん様ようがあちこちに描えがかれたワンピースっぽい服が露あらわになる。少し大きめサイズに見えるが、腰こしの辺りを綺き麗れいな飾かざり石いし付つきの帯で縛しばっているから、それほどぶかっとしては見えない。

　どこかの遊牧民、もしくは祭事の衣い装しようを思わせる出いで立たちの彼女はにこりと微ほほ笑えみ、

「姫ひめ様さまにはお初にお目にかかります。わたしはラムダリア王国より姫ひめ様さまを迎むかえにやってきました、魔ま導どう師しのソフィーリヤと申します。若じやく輩はいですが、偉い大だいなる大だい魔ま術じゆつ師しハバムに連なる者です」

　…………うん、言葉は通じるのに全然意味が分からん。

　とりあえず確定させておかないといけないことは、

「よく分かんないけど、あたしが生まれた世界から来た人、ってこと？」

「左様です！　姫ひめ様さまの御姿は師父の念視でお見受けしていたのですが、こうして直じかにお目にかかれて光栄です。わたし、柄がらになく興奮してしまってますです！」

　言葉通り、桃もも色いろ髪がみのソフィーリヤさんとやらは興奮した面おも持もちだった。頰ほおは赤いし目は軽く潤うるんでいるし、憧あこがれのスターにでも会ったみたいな反応だ。

　こんな扱あつかいをされるとすぐ調子に乗るのがうちの妹だが、珍めずらしく落ち着いているというか、相手の反応が上う手まく吞のみ込こめずにいるみたいだった。

「うーん…………とりあえずなんだけど、いい？」

「はい！　何なりと仰おつしやって下くださいませ！」

「ハバムって人、誰だれ？　あたしの知ってる人なの？」

「えええぇぇえぇっ!?　なっ、何なに故ゆえに姫ひめ様さまが存じ上げてないですかっ?!」

　素そ朴ぼくすぎる疑問に、ソフィーリヤは過か剰じようなまでの反応をする。

　俺も初めて聞く名前だが、あの様子からすると当然知っている人物のはず。だが、そもそも生まれて程ほどなくこっちの世界に来た檸檬れもんが首も据すわる前に会った人物を覚えている訳がない。

　とすると、その事情を向こうも知っているのなら……

「あれじゃないのか？　お前が夢の中で魔ま法ほうや出生の秘密を教おしえて貰もらったっていう、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの」

「あー。そうなの？　あの頭のてっぺんが寂さびしげなおじさんのことなの？」

「たたた大師になんて暴言を！　あと平素は帽ぼう子しを被かぶっていてわたしは見たことないですから存じませんですよ!?」

「それきっとハゲ隠かくしだよ！　髭ひげが濃こい割に髪かみは薄うすいなー、って気になってたの。あとー、なんか杖つえの先で肩かたとか背中とか搔かいてたから、あれなんか孫の手みたいだなー、って思ってました！」

「大師は確かに杖つえをそのように扱あつかう癖くせがありますが…………あああ、もしかしてわたしは大師の秘密を知ってしまったのでは……?!」

「××××××？」

「ねっ、姉さんは聞かなくて良かったです！　こんな秘事、わたしが空に還かえる日まで隠かくしておかなければならないですよ……！」

　色を失う妹の様子に何やら姉が話しかけたが、やっぱり何を言っているかは分からない。しかし向こうは通じ合っている。

　改めて見てみると、違い和わ感かんのある光景だ。

「あ、分かった！　これ『訳ルセ意ツト』の魔ま法ほうだ！　へー、てことは、ホントにあたしの生まれた世界から来たんだぁ」

「そ、そうなのですよ。ですが、まさか姫ひめ様さまが大師の名すら存じ上げていないだなんて……」

「だってあの人、自じ己こ紹しよう介かいが『我は姫ひめの国の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しですぞ』だけだったもん。自分の名前も国の名前も言わないしさー。こっちに送られた経けい緯いも物もの凄すごくざっくりとした説明だったし」

「……ええと…………た、大師は少し浮うき世よ離ばなれしたお方ですから……」

　目が泳いでいるものの、ちゃんと庇かばう辺りは人間が出来ている。俺とそう年ねん齢れいは変わらないと思うのに、大したもんだ。俺なら間ま違ちがいなく愚ぐ痴ちってる。

「そのハバムって人が、檸檬れもんの言っていた宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しか。夢の中で魔ま法ほうのことを教えてくれたっていう、例の」

「そーみたい。でもあたしが見たの、十五年前の姿だからなー。たぶんあの髪かみの毛け、今はもう……」

「止やめておけ。うちも祖じ父いさんが頭頂部ヤバいし、白しら木きのおっさんなんてスキンヘッドだろ」

　恐おそろしいことを呟つぶやく妹に釘くぎを刺し、俺は改めてソフィーリヤに訊たずねる。

「こっちも自じ己こ紹しよう介かいしたいんだが、その前に──そっちの姉には俺達の言葉、通じてないんだろ？」

　その指し摘てきに、ソフィーリヤは居住まいを正して小さく頷うなずく。これでデリケートな頭部の話題からは逃のがれられたはずだ。俺も将来が気が気じゃないから他ひ人と事ごとと思えないし。

　さておき、気を取り直したソフィーリヤは、

「ご慧けい眼がんですね。その通り、言葉を翻ほん訳やくしてくれる『訳ルセ意ツト』の魔ま法ほうは自分にしか効果がないので、限定的にしか魔ま法ほうが使えない姉には姫ひめ様さま達たちの言葉は分からないのです……が、初日に姫ひめ様さまを捜さがし当あてられた僥ぎよう倖こうを前に、出だし惜おしみはしません。切り札を使いますです」

　そう言うと彼女は徐おもむろに手を懐ふところに突っ込んで、服の中から小さな袋ふくろを取り出した。たい焼き屋で姉の方が謎なぞの硬こう貨かを出した袋ふくろと似ている。

　そこからソフィーリヤが摘つまみ出だしたのは硬こう貨かではなく、小さな銅どう褐かつ色しよくの石だった。

　落花生くらいのサイズに見えるそれを、ソフィーリヤは姉に手て渡わたす。

「この魔ま石せきには姉が唯ゆい一いつ使える錬れん封ぷう魔ま法ほうで、わたしの『訳ルセ意ツト』が封ふうじてあるです。これを姉さんが使えば……」

　妹の言葉に姉は小さく頷うなずいて、手の中の石を握にぎり締しめ、

「──［ぅRagE］」

　不思議な発音での短い呟つぶやきに、握にぎられた手から白色の光が溢あふれた。それは一秒も保たずに消えて、特別何かが変わったようには見えない。

　だが、

「僕はアインルッテ。ソフィの姉で、錬れん封ぷう騎き士し」

「ふあー、もしかして今ので魔ま法ほう使ったのと同じ効果があるの？」

「はい、姫ひめ様さま。効果時間は短くなるけど」

　アインルッテと名乗った彼女は、これまでと違ちがい喋しやべれるだけでなくてこっちの言葉も理解していた。

　握にぎっていた手を開き、アインルッテは立ち上がって着ていたローブを取り去る。すると露あらわになったのは……銀色の、鎧よろいだろうか。腕うでの部分は薄うす地じの肌はだに張り付くような服を着ているが、首から腰こしまで前後から挟はさむような形の鎧よろいを身に付けていた。

　……というか、あんな重そうなのずっと付けてたのか。今日は結構暑かったのに。

「わ、わっ、お兄ちゃん見て！　プレートアーマーだよプレートアーマー！　防ぼう御ぎよ力りよく高そう！」

「あれ、そういう名めい称しようなのか？」

「ゲームでは結構よく出てくるもん！　フルメイルに比べると軽いし、体格を合わせるのも簡単で済むんだよ！　でもその分、ちょっと防ぼう御ぎよ力りよくは下がるの。あとあんましカッコ良くない」

「姫ひめ様さまは博識ですの。こちらの世界は皆みな様さま軽装でカラフルな衣い装しようが多かったですが、やはり戦場はどこの世界も似通ってくるものなのですね……」

　悲ひ哀あいさえ漂ただよわせて感想を漏もらすソフィーリヤだが、あんな装備、世界中でもゲームでしか使われてない。ケブラー繊せん維いだの防ぼう弾だんジャケットだの言ったところで伝わるとも思えないので流すけども。

「それと、錬れん封ぷう魔ま法ほうかー……知らない魔ま法ほうだけど、どーいうのなの？」

「あ、の、それは……」

　興きよう味み津しん々しんで訊たずねる檸檬れもんに、碧あお色いろの髪かみの騎き士しさんは答えようとするが、口ごもってそわそわとソフィーリヤを見る。

　それだけで姉の意図を察したらしく、ソフィーリヤは「ではわたしが」と口を挟はさみ、

「姉の使う錬れん封ぷう魔ま法ほうは大きく分けて二つしかありませんです。一つは、魔ま法ほうを他の物質に封ふうじ込こめて、解放することで術者以外も使用出来るようになる魔ま法ほう。そしてもう一つは、魔ま法ほうの状態を保持する魔ま法ほうですの」

「つまり今のは、前者の用よう途とだったんだな？」

「はいです。わたしが『訳ルセ意ツト』を使い、姉が錬れん封ぷう魔ま法ほうでそれを魔ま石せきに封ふうじましたです。その魔ま石せきを解放することによって、今のように姉さんも『訳ルセ意ツト』を使ったのと同じ効果が得られたのです！」

　最後の方は可か愛わいい顔を得意満面にしてソフィーリヤは説明してくれた。なるほど、分わかり易やすい。後者の用よう途とも何となく想像出来るし。

　ただ一つ気になるのは、

「騎き士しっていうのは、その名の通りか？」

「はいです。姉さんは剣けんを主体にし錬れん封ぷう魔ま法ほうを織り交ぜた戦せん闘とう法ほうで正式に騎き士しと認められた、若手ではトップクラスの実力者なのです！」

　……その実力者さんの顔が、さっきからどんどん赤くなって、今はもう完全に俯うつむいてしまっている。そりゃそうだろう、あんなの褒ほめ殺ごろしだ。しかも身内からっていうのは相当に恥はずかしい。

　これ以上は可哀想かわいそうなので、俺は「分かった」とまだまだ喋しやべりそうなソフィーリヤの機先を制し、

「次はこっちの紹しよう介かいだな。檸檬れもん、お前からしとけ」

「えー、あたし大トリが良かったなー。でもま、仕方ないか。これも注目される人間の宿命ってヤツだもんね」

　意味の分からない納なつ得とくの仕方をした檸檬れもんは、よいせとその場で立ち上がる。

　こほん、とわざとらしい咳せき払ばらいをし、左手を胸に当ててくわっと力強く目を見開いた。

「あたしは桜さくら咲ざき檸檬れもん、魔ま法ほう使つかいにして異世界の姫ひめ、そして正義の味方と世界の支配者という四つの仮面を自在に操あやつる話題の美少女だよ！　よろしくねっ」

　最後は下手くそなりにウインクをして、檸檬れもんはドヤ顔全開で胸を張る。

　それを受けた異世界からの来訪者二人の反応はというと……

「………………はぃ……？」

「…………………………？」

　うん、やっぱりピンと来ていない。姉し妹まいでチラチラ視線を合わせて意思の疎そ通つうを図はかっているが、こんなことで無む駄だに考え込ませる必要もないので、

「半分は戯たわ言ごとだから気にしなくていいぞ。こいつが捜さがしている相手で間ま違ちがいない、ってことだけ把は握あくしていれば十分だろ」

「むむっ。お兄ちゃん、その言い様はないんじゃない？　あたしが前から温めておいた自じ己こ紹しよう介かいなんだよ？」

「知るか。大体な、お前が挙げてたの肩かた書がきというか、ただの自じ称しようだろ」

「え、でも正義の味方や世界の支配者の公こう認にんってどうすればいいの？」

「どっちも誰だれかが認めたところで否定する連中も出てくるだろうな。だから基本的には自じ称しようしているだけの痛い奴だぞ」

「うはぁ、それは勘かん弁べんだよ……ううん、でも名乗り上げるのはやりたいし……」

　腕うで組ぐみして悩なやみ出だした馬鹿は放っておいて、俺は混乱気味の姉し妹まいに告げる。

「言うのが遅おそくなったが、俺は桜さくら咲ざき太た一いち。赤子のこいつを拾ったのが俺の祖じ父いさんで、その縁えんでこいつとは兄きよう妹だい関かん係けいにある。特に取とり柄えもない一いつ般ぱん人じんだが、よろしく。それとこっちに座っているのが……」

「私はお二人の生活を手助けする為ために雇やとわれている家政婦の、阿あ佐さ陽ひ平たいらといいます」

　端たん的てきに自じ己こ紹しよう介かいをした平たいらさんは、座ったまま頭を下げる。この所作がどういう意味か伝わるのかは不明だが、少なくとも姉し妹まいが急に怒おこり出だしはしなかったので、悪く捉とらえられてはいないらしい。

「それにしても、偶ぐう然ぜんっていうのは恐おそろしいな。まさかあんたらが異世界人だったなんて」

「ええ、それはわたしも感じ入っていますです。あんなに良くして頂いた親切な方が、この世界で姫ひめ様さまの保護者をなされている方だなんて」

　俺とソフィーリヤがしみじみと世界の狭せまさを感じていると、立ったまま「せめて正義のプリンセスならありかな……」と一人会議をしていた檸檬れもんが驚おどろき顔がおになり、

「え、お兄ちゃんとその人達、前に会ったことあるの？」

「前っていうか、今日の夕方にな。バイト帰りに、そこのアインルッテさんが困っているところに通りかかって、ちょっと手助けしただけだ」

「いえいえちょっとだなんてとんでもないです！　おかげで姉を捜さがすのに余計な魔ま法ほうを使わずに済みましたし、あんな美お味いしいものまで頂いて……！」

　おっと拙まずい。口止めしておくべきだった。

　後こう悔かいするのとほぼ同時に、ピクッと眉まゆを跳はねさせた檸檬れもんが俺に疑ぎ惑わくの目を向けて、

「…………美お味いしいもの？　お兄ちゃん、美お味いしいものって？　帰ってきた時、手ぶらだったよね？」

「……まあ落ち着け。バイト仲間に新しく出来たたい焼き屋が評判いいって聞いたから、皆みなで食おうかと思って買ったんだよ」

「なのにあたしが食べれてないのは何なに故ゆえになの!?」

「言葉が通じず異国で難なん儀ぎしていた人にあげたからな。明日改めて買って帰るつもりだったから、敢あえて言うこともないと思って黙だまってたんだよ」

「うぐぐ、それならば…………許ゆるし難がたいけども、ギリギリセーフにしてあげる」

　どうして俺が金を出すのにこいつに許されなきゃならんのか不明だが、面めん倒どうなので「それは助かる」と返しておく。俺も一つ食べたことを知られたら暴れ出しそうだし。

　ともあれ、自じ己こ紹しよう介かいと関係性が一通り整理されたところで、そろそろ本題だ。

「んで、二人が異世界からわざわざ来て檸檬れもんを捜さがしていた理由は？」

「っ、はい。ここからはわたし、ソフィーリヤ個人ではなく、ラムダリア王国からの使者として──そして偉い大だいなる大だい魔ま術じゆつ師しハバム一門に連なる者として発するです」

　それまでの親しみやすさを感じさせる雰ふん囲い気きが、俄にわかに研とぎ澄すまされたものになる。さっきまでが春の陽光なら、今は雪に埋うもれた冬の朝みたいな、静かで厳おごそかな空気を醸かもし出だしていた。

　再び立ち上がったソフィーリヤとアインルッテは、テーブル越ごしにではなくわざわざ回り込んで、檸檬れもんの前へと行く。

　そして徐おもむろに両りよう膝ひざをつき、手を組み合わせて胸に当てて、祈いのるような体勢で切り出した。

「──姫ひめ様さま。我々たっての願いです、国にお戻もどり下ください！　未いまだ混こん迷めいし平へい穏おんとは言いい難がたいラムダリアに救いをもたらせるのは姫ひめ様さまにしか叶かなわないのです！」

　強い使命感を声に込こめたソフィーリヤの言葉に、うちの妹はというと……

「え、ヤだけど」

　至ってシンプルに、拒きよ否ひで返した。

　これにはソフィーリヤとアインルッテの姉し妹まいだけでなく、はらはらと事態を見守っていた平たいらさんも『ええっ？』と虚きよを突つかれた顔をする。動じなかったのは俺くらいだ。

　ぽかんとしてしまったのも束つかの間ま、ソフィーリヤは慌あわてた様子で膝ひざをついたまま檸檬れもんににじり寄り、

「どっ、どうしてです?!　急なことではあるですが、国に戻もどれば姫ひめ様さまは正式に姫ひめ君ぎみとして迎むかえられるですし、父君であらせられる国王様も姫ひめ様さまのお戻もどりを今か今かと心待ちにして……」

「そんなこと言われても、知らないとこの話だからなー。こっちの世界でもその気になればお姫ひめ様さま待たい遇ぐう受けられるし、急に父親とか言われても。あたしの家族はもういるしさー」

「そ、そんなぁ……!?　二つ返事が貰もらえるとは思ってなかったですけど、こんなにも拒きよ絶ぜつされるのは想定外です…………えええ、ちょっと待って下さいですよぉ……」

　ハッキリ物事を言ってしまう妹の返答で、ソフィーリヤは頭を抱かかえて悶もだえ始はじめてしまった。たぶん責任感の強い子なんだろう。ちょっと可哀想かわいそうに思えてきた。

　一方のアインルッテも戸と惑まどった感はあるものの、妹に比べるとずっと落ち着いた様子で檸檬れもんを見上げ、

「……あの、そこを何とか。込こみ入いった事情もあって……皆みな困ってて、姫ひめ様さまにも会いたがってて……」

　こういう交こう渉しようというか、コミュニケーション自体が苦手なのか、援えん護ご射しや撃げきにしては弱かった。ただ、飾かざり気けのない言葉だけに、懸けん命めいさは伝わってくる。

　対する檸檬れもんはイスに座って腕うで組ぐみし、偉えらそうというよりは純じゆん粋すいに困こん惑わく気ぎ味みの面おも持もちで告げる。

「あたし、そっちの世界の記き憶おくなんて全くないから、全然ピンと来ないんだよね。大体さー、生まれてそんな経たたずにいなくなって十五年間丸っと放置してたのに、どーしていきなり帰ってこいって話になったの？」

　檸檬れもんの言葉に、アインルッテは気まずそうな表情になる。ソフィーリヤもだ。

　嫌いや味みを言われたと思ったのかもしれないが、あれは素で疑問なだけだろう。ただし、言われた側はそれでもグサッとくるかもしれないが。

　ダメージが大きそうなソフィーリヤは、よろけそうになりながらもどうにか背筋を伸のばし、

「姫ひめ様さまが不ふ審しんに思う気持ちはお察ししますです。しかしながら、これにはいくつもの事情があるのです！」

「え。あれ、別にあたし不ふ審しんになんて……」

「一番大きいのは世界を跨またぐ転てん移い魔ま法ほうを第三者に行うというのは、前例はあっても実際に経験した術者はいなかったのです。その為ため、姫ひめ様さまを送った世界がどこなのか、正確には分からなくなってしまって……」

「おいおい。そんな見切り発車で送り出したのかよ」

「お𠮟しかりご尤もつともですが、当時は本当に危き機き的てき状じよう況きようだったらしいのです。王族は軒のき並なみ死亡か行ゆく方え不ふ明めい。姫ひめ様さまへの追っ手は多く、大師ハバムは断腸の思いで姫ひめ様さまに封ふう印いんと魔ま術じゆつ継けい承しようの秘ひ儀ぎを施ほどこしましたです。その結果、大陸に名を轟とどろかせ敬意を集めていた大師は多くの魔ま法ほうを使えなくなり、世界転移の術も他の者達に任せるしかなくなって、結果として姫ひめ様さまの覚かく醒せいを待つことに一いち縷るの望みを残したのです……！」

　たぶんそれは壮そう大だいなドラマがあったんだろう。絶望の淵ふちで希望を残したはいいものの、流れに任せる他なくなってしまい、代だい償しようも多かったと。

　当の檸檬れもんはうちの祖じ父いさんが無事に見つけたおかげでこんなにもわんぱくに育ったが、向こうからすれば生死も分からず気を揉もみながら封ふう印いんが解ける日を待ち望んでいた──と、こんな感じか。やっぱり事情なんてものは訊きいてみないと分からないもんだ。

　ただし、それで納なつ得とくがいくかどうかは別問題だが。もしやった張本人か両親が当時のことを涙なみだながらに訴うつたえていたら違ちがったのかもしれないが、聞き知っているだけのまだ若いソフィーリヤの言葉は檸檬れもんにはあまり響ひびいてないみたいだった。

「んー、まあそれはそれとして」

「えええっ!?　そんな簡単に済ますですか?!」

「だって別に捨てたの恨うらんでる訳でもないし、実の両親に会いたいとかここ何年も過よぎったことすらないし。魔ま法ほうが使えるのは便利だから宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのおっちゃんに感謝はしてたけど、だからってこんな急に戻もどってこいって言われてもなー。来週にはテストあるからそっちの方が重要だよ。……ああでも考えたくない……異世界もありかな……？」

「その理由で行ったら二度とこの家に入れると思うなよ」

「あ、あはは、冗じよう談だんだよお兄ちゃん！　あたしはこの世界を愛しているからちゃんと実効支配してみせるよ！」

　んなことしなくていい、と突っ込む代わりに、俺は小さくため息を吐ついた。世界を支配だなんて絵え空そら事ごとがマジで可能なだけの力があるから面めん倒どう臭くさい。

　さっきも『家の敷しき居いは跨またがせない』って言おうとしたけど、こいつなら『じゃあ毎回空間転移すればいいってことだね！』とマジカル一いつ休きゆうさんな返しが来そうだから言葉を変えたし。

　まあ俺からすれば十五年も一いつ緒しよに暮らした妹なので、今いま更さら言動に驚おどろくことは滅めつ多たに…………程ほど々ほどにしかない。奇き想そう天てん外がいを体現しているようなヤツだから、完かん全ぜん把は握あくなんてまず不可能だ。

　そして初対面組はそんな檸檬れもんについていけておらず、ソフィーリヤはわたわたとゾンビみたいに両りよう腕うでを上下させて、

「で、では姫ひめ様さま……お戻もどりになられないと？」

「うん、そだよ。それにどこかに出で掛かけたとして、あたしが戻もどるのはこの家だし」

　おお、問題児のくせになかなかぐっとくるセリフを。平たいらさんなんて目をうるうるさせてるし。

　一方、違ちがう意味で泣き出しそうなソフィーリヤは、力ちから尽つきたみたいにその場で崩くずれ落おちて四よつん這ばいになってしまった。

「…………こ、こんなことになるだなんて……想定外です…………少しくらい迷われるにしても、言葉と心を尽つくして説けば頷うなずいて下くださるとばかり……」

「あはは、期待に添えなくてごめんねー。でもまあ、縁えんがなかったってことで！」

「むしろ強力な縁えんに導かれてここに辿たどり着ついた気がしていたですのに…………ああぅ……」

　意い気き消しよう沈ちんする彼女に、俺は掛かける言葉が見つからない。気の毒に思うし同情もするが、かといって檸檬れもんを送り返すつもりもないから、慰なぐさめるのも違ちがう気がする。

　俺が頰ほおを搔かいて見守るしか出来ずにいると、アインルッテがそっと妹の肩かたを抱だいて、

「ソフィ、気を確かに。時間はまだあるから」

「……姉さん…………でも……」

「姫ひめ様さまの考えが変わるかもしれないし、他の方法が見つかるかもしれない。だから、ね？」

　元気を出せとは言わなかったが、優やさしく背中をさする姉の気持ちは伝わったようで、ソフィーリヤはふらふらと顔を上げた。

　ダメージは相当深そうだが、それでも気き丈じように微ほほ笑えむ。軽くはないはずの大役を担になっただけはあって、責任感も強そうだった。

　この二人に対し、せめて俺が出来ることといえば…………まあ、一つだけか。

「今日のところはこれで仕し舞まいでいいか？」

「……ええと、はいです。どうもお騒さわがせをしてしまって……」

「構わない。で、これからどうするんだ？　どっかに宿はとったのか？」

　返事の予想はついているものの一応確かく認にんすると、ソフィーリヤとアインルッテは「いいえ」と声を揃そろえて言う。

「姫ひめ様さまらしき魔ま力りよくの痕こん跡せきを見つけて、つい後のことを考えず捜そう索さくを続けてしまったです……あの、お手数ですが近場に安い宿があれば紹しよう介かいして貰もらえるですか？」

「その宛あてはないが、このリビングでいいなら泊とまっていっていいぞ。余ってる布ふ団とんは一組しかないけど、それでも良ければ」

「ええぇっ?!　ほ、本当ですかっ？」

「……いいの？」

　驚おどろいた姉し妹まいがこっちをガン見してくるが、そんな予想外の提案をしたつもりはなかったので、こっちがびっくりだ。

　圧に負けて思わず引きそうになるのを堪こらえて、俺は「ああ」と頷うなずき、

「どこか泊とまるにしてもこっちの通貨がないなら換かん金きんするところから始めないとならないし、幸いにもその伝つ手てはあるからな。流石さすがに今すぐは無理だとしても明日にはどうにかなるだろうから、それまでうちにいて貰もらった方が待ち合わせたり捜さがしたりする手間も省けて楽だし」

「そのぅ、とても魅み力りよく的てきなご提案ですが……姫ひめ様さまはよろしいのです？」

「へっ？　別にいいんじゃないの？　外で寝ねても風か邪ぜ引かないとは思うけど、畳たたみの上の方が寝ねやすいもん。それにこの辺、あんましホテルとかないから予約なしでいきなり泊とまれるか分かんないしさー」

　ナチュラルに野宿を考こう慮りよしている辺りが我が妹らしさだ。ろくな道具もなしに流星群を見る為ために山で一晩過ごす人間は発想が違ちがう。

　あっけらかんとした檸檬れもんに、ソフィーリヤはまだ晴れない表情で、

「あの、わたし達は姫ひめ様さまを連つれ戻もどしに来て、まだ諦あきらめてもいないですけど……？」

　こっちはこっちで損な性しよう分ぶんをしてそうだ。わざわざそんな自分が不利になるようなこと確かく認にんしなくてもいいのに。

　まあ、どうあれ檸檬れもんの返事なんて決まってるが。

「んー、朝と夜の説得はなしって決めてくれるなら問題ないよ。学校行くのに朝は時間ないし、夜はなるべく遊…………べ、勉強しないといけないしさ！」

　俺の視線に気付いて対応してきたか。テスト前だってのに遊んでたら、この姉し妹まいでなくうちの妹を外に放り出すところだ。

「こいつもああ言ってるし、遠えん慮りよしないでいいぞ。何日くらいこっちの世界にいる予定なんだ？」

「ええと、世界転移にはかなりの魔ま力りよくを使うので、その関係でしばらくはいるつもりですが……そんなにいて大だい丈じよう夫ぶですか？」

「長居になるなら個室の方がいいんだろうが、生あい憎にくと空き部屋はないんだ。だからこっちの都合というより、それであんた達がいいなら、って感じだな。金策が終わったら宿を取ってもいいだろうし」

「た、助かりますです！　一日に二度もこんな格別のご厚こう意いを──」

　翻ほん訳やくされて聞こえてくるソフィーリヤの言葉は大おお袈げ裟さで、こそばゆくなるからさっさと止めようとしたのだが。

　その前に大音量で腹の虫が鳴なり響ひびいたことで、ソフィーリヤの礼は強きよう制せい終しゆう了りようとなった。

　見る見るうちに顔を真っ赤に染めた彼女は慌あわただしく立ち上がり、側そばにいたアインルッテをがっしり両りよう腕うでで抱だき締しめて、

「ちっ、違ちがうですよ!?　今のはわたしではなく姉さんで……！」

「噓うそ。ソフィのお腹なか、今もくるくる鳴ってる」

「どうして可か愛わいい妹を庇かばうどころか追おい討うちをかけるですかっ?!　これだって姉さんと違ちがってわたしはたい焼きを少ししか食べてなくて、それも姉さんが欲ほしがったから仕方なく半分あげたからで……！」

「え、マジか。じゃあ一人で四つ以上食べたんだな」

「はぁぁっ?!　ね、姉さんわたしに言ったですよね!?　違ちがう味も食べてみたかったって、だからわたしのを……う、噓うそ吐ついたですかっ!?」

「食べてない味のも食べたかった、という意味。噓うそじゃないよ」

「確かにそれならば噓うそではないですが！　だったらあの時、わたしの食べているたい焼きを見ながら言うのおかしいです!?」

「それはそれとして、ソフィのも食べたかったの」

「…………なんという強ごう欲よくな姉……こんなに優やさしくて大人しいのに……！」

　わなわなと震ふるえるソフィーリヤの気持ちも分かる。あんな鎧よろいを身に付けているのにアインルッテからは欠片かけらも威い圧あつ感かんや暴力の匂においがしなくて、むしろ花束や肩かたに小動物を乗せるのが似合う雰ふん囲い気きがある。その上で、金がないのに店で並んだりナチュラルに次々とたい焼きを食べたりする欲求への素す直なおさ。あんまり会ったことのないタイプだ。

「ソフィ、大だい丈じよう夫ぶ。僕もお腹なか空いてるから」

「何も大だい丈じよう夫ぶじゃないです！　そんなフォローしてくれるくらいなら妹の恥はじを背負ってくれれば良かったですのに……」

「だって僕じゃないから」

「くっ……融ゆう通ずうの利きかない姉です……！」

　この感じだと放っておいても姉し妹まい喧げん嘩かにまでは発展しなさそうだが、人の家でこんなやり取りをしていたと後で思い返したら死にたくなるだろうから、いい加減に止めておこう。

　とはいえ仲ちゆう裁さいに入ると面めん倒どうなことになりそうだし、根本的な解決にもならないので、

「平たいらさん、前に買ったインスタントラーメン、まだ残ってますか？」

「あれはもう食べてしまってますが、先日新たに五袋ふくろ入いりを買い足してありますよ」

「じゃ、すみませんがこの二人に作ってあげて貰もらえますか？　その間に俺はもう少し話を聞いておくんで」

「分かりました。では──」

　頼たよりになる家政婦さんが早さつ速そくキッチンへ向かおうとしたが、そこに檸檬れもんが両手を上げて待ったをかけた。

「たいらーさん待って！　あたしの分も！」

「……お前、夕飯もしっかり食っておいてこんな時間にラーメンとか……太るぞ」

「うぐっ!?　で、でも無理だよ、目の前で食べられたら絶対我が慢まん出で来きないもん！」

「じゃあ部屋に戻もどればいいだろうが」

「あたしだって二人に訊ききたいことたくさんあるし！　だから、ねっ？　半分だけにするから」

「半分って、残り半分はどうすんだ？」

「それはお兄ちゃんが食べればいいじゃん」

　凄すさまじく勝手なことを言い出しやがる。『え？　なんで？』って顔してるし。うちの強ごう欲よく魔ま人じんはひと味違ちがうわ。

「俺は腹減ってないんだよ。だったら…………ん？」

　腕うでを軽くつつかれ、振ふり向むいてみるとアインルッテが真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめていた。

「残るなら僕が食べるから平気。心配しないで」

「…………どれくらいの量か分かってないのに、そんな安やす請うけ合あいしていいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。あのたい焼きでいうと、十五……十七個はいけるよ」

　自信満々なセリフの後、今度こそアインルッテの腹からキュルルルと可か愛わいい音が聞こえてきた。しかし恥はずかしがる様子はなく、むしろ誇ほこらしげにすら見える。

「……平たいらさん、ご飯もあったら出してあげてください」

「そ、そうですね。冷れい凍とうしてあるのを解かい凍とうして、それとおかずになりそうなものも……」

　ただ者ではない相手だぞと静かに気合いを入れてキッチンに向かう平たいらさんを見送り、俺は改めて異世界から来た姉し妹まいに「まあ座ってくれ」と促うながす。

　まだ顔が赤いままのソフィーリヤはもじもじしながら座り、片方の手を握にぎって拳こぶしにすると、それを額に当てて俺に向かって僅わずかに頭を下げた。

「本当にもう、お兄さんには何から何までお世話になってしまって感謝の言葉もないです……どう報むくいればいいものか……」

「気にしなくていいよ。あんた達はわざわざ異世界から妹を訪ねてきた客人なんだから、これくらいで大おお袈げ裟さに感謝されても困る。そっちの使命には協力しない訳だしな」

「それでも、です。この世界は驚おどろくほどに様々な文明が発達していますし店頭に物が置かれていても盗ぬすまれない治安の良さは認にん識しきしたですが、たとえ富んでいてもそれを施ほどこすかどうかは人となりに依よるですよ」

　おお、今までされたことのない評価だ。檸檬れもんのおかげでその友人には『お兄さんも大変ですね』とか『聞いていたよりずっと普ふ通つうの人で安心しました！』とか言われてきたが、人間性を褒ほめられるなんてこそばゆい。

「さっきも言ったが、一方的に世話になるのが嫌いやなら、明日以降に金策手段を紹しよう介かいするから飯代をくれればそれでいい。というか、それ以上は受け取れん。田舎いなかの祖じ父いさんに意い地じ汚きたない真ま似ねはするなってどやされるだろうし」

「そうなのですか……では代わりに何かお手伝いなどは……」

　言いながらソフィーリヤがちらりとキッチンを見たのは、使用人がいるならそれも必要ないかもと自己判断したからだろう。

　半分正解だが、平たいらさんは家政婦としては特とく殊しゆだし、何より俺達じゃなくて国が雇やとった人なので、頼たよりきってズブズブの仲になるのは抵てい抗こうがある。個人的にはあんな年上美人と一定の距きよ離りを保たなければならないのは辛つらいけども。

　さておき、手は足りているのでして欲しいことは特にないが、一つ気になることはある。

「じゃあ、アインルッテさんに訊ききたいことがあるんだけど、いいか？」

　視線を妹から姉の方に移して訊きくと、イスには座っていたもののキッチンをガン見していたアインルッテがこっちを向く。

「アイン、でいいよ」

「あっ、ならわたしもソフィと呼んで欲しいです」

　いきなりの愛あい称しよう呼よびはちょっと抵てい抗こうがあるものの、厚こう意いからの提案だし、そもそも異世界の流りゆう儀ぎが分からないので素す直なおに受け入れるべきか。さっきの自じ己こ紹しよう介かいで名字や家名もなかったことだし。

「分かった、アインにソフィな。俺のことも太た一いちって呼び捨てて構わない……で、本題なんだが、さっきの錬れん封ぷう魔ま法ほうってのが少し気になってな」

　話しながらアインの手を見るが、やっぱりそこには何もない。俺の見み間ま違ちがいでなければ、魔ま法ほうを使ってから魔ま石せきとやらをどこかに仕し舞まう素そ振ぶりはなかったはずなのに、手を開いた時にはもうなくなっていた。

「錬れん封ぷう魔ま法ほうとやらで石に封ふうじ込こめた魔ま法ほうを解き放って使う、って言ってたよな。その石はどこにいったんだ？」

「対たい価か消しよう滅めつ。使い捨てなの」

「つまりです、魔ま法ほうを解放する際に魔ま石せきを媒ばい介かいにするので、石そのものはなくなってしまうのです。このコストの悪さも錬れん封ぷう魔ま法ほうがマイナーな理由の一つですね」

「ああ、同じ石を使い回せないから、さっきの石も温存していたのか。割と高価なのか？」

「はいです……素材自体はそこまで珍めずらしくないですが、錬れん封ぷう魔ま法ほうに使用可能なものは純度の高い鉱石に限られていて、その練成や抽ちゆう出しゆつにかなりの時間と料金がかかってしまうのです……」

　可か憐れんな顔を寂さびしげに歪ゆがめるソフィだったが、使い手のアインはまたキッチンの方を見ていた。表情は真面目だが、こっちの話より食事が気になっているのは丸分かりだ。

　……と、テーブルに肘ひじをついて行ぎよう儀ぎ悪わるく聞いていた檸檬れもんが「そだ」と声を上げ、

「こっちの世界の石で出来るか試ためしてみたら？　この世界って魔ま力りよくはそんなに多くないけど、自然のものに宿ってる力は向こうより大きそうだよ？」

「そう、ですか？　わたしにはこの世界からは魔ま力りよくの薄うすさしか感じ取れないですが……地面からは殆ほとんど流入がないですし……」

「あー、大体舗ほ装そうされちゃってるもんね。その下の土もあんま元気はないだろうし」

　頷うなずく檸檬れもんと違ちがって魔ま力りよくなんて感じられない俺でも、何となく言いたいことは分かる。自然の物にその手の力が宿るっていうなら、街中でそれを感じ取れるのは街路樹くらいしかなさそうだ。

「お兄ちゃん、どうしよ？　おじーちゃんの山で石拾いする？」

「それは何番目かの手段だな。先にもっと身近な物で試ためすべきだろ」

「へ？　身近な物って？」

「鉱石や金属がいけるなら色々あるな。使ってない釘くぎやネジとか、空あき缶かんとか。それから、これも」

　話しながら俺はテーブルの端はしに置いておいた財さい布ふを手に取り、小こ銭ぜに入いれから適当に硬こう貨かを摑つかみ出だす。

　そしてテーブルに一円玉から五百円玉まで、丁度よく全種類の硬こう貨かが複数枚並んだ。

「これはこの国の通貨なんだけど、ちょっと確かく認にんしてみてくれよ」

「ふむふむ、拝見するです……うわ、何ですかこれ、この軽さと薄うすさでちゃんと硬かたい…………しかも同じ色の貨か幣へいでも刻まれている模様が僅わずかに違ちがう……ま、まさかこの精度で手造りしているですか……!?」

「や、それは製造された年号が入っているだけで、機械……じゃ分からないか。自動的に製造する道具みたいなのがあるんだ。職人の手作業じゃない」

「ふわぁ…………流石さすがは異世界です、変なモーグがたくさん走っているのは見ましたが、知らないものばかりです……！」

　目を輝かがやかせて両手に持った一円玉と五円玉を凝ぎよう視しするソフィは、印象通り知ち的てき好こう奇き心しんが旺おう盛せいなタイプらしい。モーグとやらはよく分からないけど、走っているってことは車か何かを見て思ったのか。

　一方、姉のアインルッテは次々と硬こう貨かを握にぎっていき、一通り試ためし終おえたところでもう一度十円玉を握にぎり込こんだ。

「ソフィ。『訳ルセ意ツト』を」

「ええっ?!　いけそうなのです？」

「分からない、けど。たぶん」

「むむむ……太た一いち様さま、この硬こう貨かを預けて頂いてもよろしいですか？」

「好きにしていいぞ。何事も実験だしな。あと様付けで呼ぶのは止やめてくれ」

　偉えらくも何ともない一いつ般ぱん人じんなのにそんな呼ばれ方をするとむず痒がゆい。

　そういやこの姉し妹まい、年上なのか年下なのか、いまいち判断がつかないな。アインは年上に見えるけど、ソフィは年下に見える……が、こっちの世界に使者として寄よ越こされるくらいだから、見た目通りの年ねん齢れいとは限らない。外見と実じつ年ねん齢れいがそこまで大きく離はなれているようにも感じないから、順当なのはソフィが檸檬れもんと俺の間くらいで、アインが俺より一つ二つ年上くらいか。

　恐おそらく十代の二人は、そっと手を繫つないで互たがいの目を見て、同時に頷うなずく。この呼吸の良さは流石さすが姉し妹まいって感じだ。

　一度目を閉じてから浅く息を吸ったソフィーリヤは、ゆっくりと目を開けて、

「では、いくですよ……［我が意を天に、天の意を我に。交かわされる世界の意を有ありの儘ままに伝えよ──『訳ルセ意ツト』］

　最後の呪じゆ文もん名めいを唱えた瞬しゆん間かん、姉の手を握にぎるソフィの右手が青白く光った──と思った矢先、硬こう貨かを握にぎるアインの右手が青白く光る。それはほんの一いつ瞬しゆんのことだったが、一いつ緒しよに見ていた檸檬れもんが「きぇっ?!」と奇き妙みような声を出す。

「どうした、野生の猿さるみたいな声を上げて。昔の血が騒さわいだか？」

「野山で駆かけ回まわっていた過去があるみたいに言わないでよお兄ちゃん！　そんなじゃなくて、今のっ！　凄すごいよ、あんなの出来るんだ?!」

　興奮冷めやらない妹は要領を得ない状態だが、何となくこうなった理由は想像出来るので、俺は視線をアインに戻もどし、

「今の感じだと、成功したのか？」

「うん。ほら、見て」

　そう言って右手を開いたアインが硬こう貨かを見せてくる。そこには使い慣れた十円玉が載のっていた……が、一つだけ違ちがう部分があった。

　硬こう貨かに描えがかれている数字の10のところに、妙みようなマークがある。子供が太陽を適当に描えがいたようなマークが、薄うつすらと青白く光っていた。

　意味は全然分からないが、これが示すことは……まあ、飛とび跳はねて喜んでいるソフィを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「凄すごい凄すごいっ、姉さんってば天才ですかっ?!　初めて来た異世界で錬れん封ぷう魔ま法ほうを成功させるだなんて、冠かん名めい持もちの魔ま術じゆつ師しになれる偉い業ぎようかもですよっ!?」

「ソフィ、大おお袈げ裟さ。この石が凄すごく伝でん精せい度どが高いから上う手まくいっただけ」

「だとしてもですよっ。ちなみにですが、他の硬こう貨かはどうです？」

「たぶん、使える。こっちは召しよう喚かん系けいが適合しそうで、これは……もしかしたら火か炎えん系けいが」

　アインが一円や五百円を触さわりながら答えるのを見て、俺も少し納なつ得とくした。十円玉も含ふくめて、全部素材が違ちがう。確か一円以外の硬こう貨かには全部銅が使われているはずだから、もっと違ちがう素材や配分なら使える系統も増えるかもだ。

「金とか銀とか……そういや鉄も試ためしてないか。ステンレスは……鉄の仲間だっけ？」

「そ、そんなのあたしに訊きかれても……たいらーさん、パスっ！」

　あっさりと白旗を上げた檸檬れもんが台所に立つ平たいらさんに振ふると、出来る家政婦は作業する手を止めないまま、

「ステンレスはスチールの仲間ですよ。スチールにクロムなどを含ふくませた物がステンレスですが、そもそもスチールが鉄に炭素を混ぜたものなので、大本は鉄です。なので大きな括くくりにすればステンレスも鉄の仲間と言えるかもしれませんね」

「ほえー……たいらーさん賢かしこい……」

「恐きよう縮しゆくです。一応、大学受験する為ために勉強をしている身ですから」

　そういやそうだった。この人はただの美人家政婦じゃなくて、小さい頃ころから現げん代だい忍にん者じやとして英才教育を受けていたんだっけか。それが肌はだに合わず普ふ通つうの人生を歩もうとしていたら、不幸が重なって食うに困って、国に雇やとわれてスパイ兼けんハニトラ要員としてここに来て……盛もり沢だく山さんすぎて浪ろう人にん生せいってことはすっかり忘れていた。

「ちなみに平たいらさんって理系なんですか？」

「いえ、特にどちらとも決めてないです。医学部はお金が掛かかりすぎるので除外するとして、どこにでも入れるよう学力だけは上げている段階で……なので最近は主に世界史を勉強していますね」

「…………」

　浪ろう人にんでどこの大学とか学部とか決めずにひたすら学力を上げている人って、初めて見たかもしれない。たぶんこの人、基本的に何でも出来ちゃう上に時間があるからなんだろうけど、俺みたく努力して中の上みたいな人間には眩まぶしすぎる。

　ラーメンに載のせるのか野菜を炒いため始はじめた平たいらさんの凄すごさを改めて感じていると、「あ、そーいやさぁ」と檸檬れもんが異い世せ界かい姉し妹まいに話しかけ、

「どーしてここにあたしがいるって分かったの？　この世界に来て適当にうろうろしてて見つかるようなもんじゃないっしょ？」

「あっ、それはですね。以前に使つかい魔まが姫ひめ様さまを見つけられた場所から、姫ひめ様さまの魔ま力りよくを辿たどってここまでやってきたのですよ」

　質問に答えたのはやはりソフィで、珍めずらしげに見ていた五十円玉をテーブルに置いて檸檬れもんの方を向き直る。

「姫ひめ様さまが無事覚かく醒せいしたことは、これまで誰だれも起動させられなかった『妖精女王の別荘クランドルヴ』が突とつ如じよ姿を消し、しばらくして戻もどってきたことにより確信へと変わりました。そして『妖精女王の別荘クランドルヴ』の魔ま力りよく痕こん跡せきから、どの世界かも特定出来たのです」

「……ああ、あの妹タワーが切きっ掛かけだったのか」

「そうです、妹タワーが………………ふぁ？　い、妹タワー……？」

「こいつがやらかしたせいでこっちの世界ではそう呼ばれてるんだよ。その正せい式しき名めい称しようで分かるのは俺を含ふくめて数人くらいだけど、妹タワーなら何億人に通じるはずだぞ」

「どえらい人数に変な名前で認にん識しきされているですっ?!　そ、そんな、あの大陸を代表する偉い大だいな魔ま法ほう建けん造ぞう物ぶつが…………うぅぅ……」

　何やら物もの凄すごくショックなようで、ソフィはがくりと肩かたを落として半泣きになってしまった。ポンポンと背中を叩たたく姉に慰なぐさめられているけど、アインはアインで視線が台所に向いたままなのでいまいち家族愛が伝わってこない光景だ。

　しかしソフィはすぐに顔を上げて目め尻じりを指で拭ぬぐい、

「し、失礼したです。ともあれです、魔ま力りよく痕こん跡せきを辿たどって魔ま術じゆつ師し達たちがこの世界に使つかい魔まを放ち、姫ひめ様さまを捜したのです。覚えはないですか？」

「あー……そーいや先々週、デパートでそれっぽいの来たっけ。すぐ消しちゃったけど」

「あれはわたし達の祖父が創り出した使つかい魔まなのです。その際の視覚映像と姫ひめ様さまの魔ま力りよくを頼たよりに、わたし達は姫ひめ様さまを捜し出したのですよ。使つかい魔まが消えた大きくて華はなやかな建物の近くに転移し、この世界の調査をしてから薄うつすらと残る近きん隣りんの魔ま力りよく痕こん跡せきを辿たどって……姫ひめ様さま、大きな白っぽい建物の前にある広場で召しよう喚かん魔ま法ほうをお使いになられたですね？」

「うぐっ……う、うん。またその話になるかぁ……」

　檸檬れもんが中学校の校庭でドラゴンを召しよう喚かんしたのは、数日前のことだ。説教された記き憶おくがまだ新しいから、露ろ骨こつに嫌いやな顔をしやがる。

　それに気付いていないのか、ソフィは先さき程ほどアインが錬れん封ぷう魔ま法ほうを使った十円硬こう貨かを掌てのひらの上に載のせて、

「先さき程ほどの『訳ルセ意ツト』のような小規模な魔ま法ほうなら痕こん跡せきもすぐに消えるですが、召しよう喚かん魔ま法ほうは何日も痕こん跡せきが残るのです。幸運にも召しよう喚かん魔ま法ほうの痕こん跡せきを見つけることに成功したわたし達は、さらに空間転移の痕こん跡せきも見つけ、その転移先を目標に捜そう索さくを続けた結果、この家に……」

「ああ、なるほど。つまり夕方俺と会ったのも全くの偶ぐう然ぜんじゃなかったのか」

　先々週に行ったデパートは、俺のバイト先のカラオケ屋から徒歩数分の距きよ離りにある。あのデパートを中心に調査とやらをしたのなら、アインがあのたい焼き屋の近くをうろうろしていたのも納なつ得とくだ。

「んじゃ、檸檬れもんもソフィ達が魔ま法ほうでこっちの世界に来たのを察知することは出来るのか？」

「へっ、あたし？　あたしは、えーっと……り、理り屈くつは知ってるよ？」

「……つまり、出来ないのか」

「でっ、出来ないとは失礼な！　早はや合が点てんが過ぎるよお兄ちゃん、このマジカルチャーミングな世界の覇は者しやに出来ないことなんてっ──」

「じゃあ明日から勉強と料理と掃そう除じと祖じ父いさんの畑仕事の手伝いしろよ？」

「…………うぎぎ……料理だけなら……！」

「一番やらせたくないのを選ぶんじゃない。ったく、大口叩たたくのも程ほど々ほどにしろよ。お前が出来るの破は壊かい系けいばっかりだろうが」

「し、仕方ないのですよ、姫ひめ様さま！　姫ひめ様さまは十五歳になられるまで魔ま力りよくを封ふう印いんされていたのですし、魔ま力りよく痕こん跡せきを探知するのは儀ぎ式しき魔ま法ほうなので姫ひめ様さまは知らないはずですし……」

「むぐっ……ち、知識はあるんだよ?!　ハバムのおっちゃんが教えてくれた中にあったから、やり方はホントに知ってるの！　ただ、他の魔ま法ほうと違ちがってふんわり使えないし、魔ま力りよくを操あやつるのって難しいから……」

　それを出来ないというのに、なかなか認めようとしない。往おう生じよう際ぎわの悪い奴だ。

　……と、いつの間にかアインがテーブルにあった硬こう貨かを集めて、両手を皿にして載のせていた。そしてそれを俺に見せるように向けて、

「これ、貰もらってもいい？」

「ちょおっ?!　姉さん、不ぶ躾しつけすぎですよ!?　こんな見事な細工が施ほどこされた混ざり物の少ない硬こう貨か、どれだけの値打ちがあるか──」

「いいよ、それは全部あんたらの好きにしていい」

「ふぁあっ!?　そ、そんなに簡単に……いいのですか……？」

「全部合わせても、この千円札一枚より少額だから遠えん慮りよしなくていいぞ。ちなみにこの千円札は、たい焼きで言うと六個買って釣つりがくるくらいの価値って考えてくれ」

　自分で言っておいてあれだが、たい焼きが通貨単位みたいになっているのがなんか間ま抜ぬけだ。今のところ共きよう通つう項こうになるアイテムがあれしかないから仕方ないんだけど。

　まあ、ソフィが気にしているような高値なものじゃなくて、おやつが何個か買える額だと知しって貰もらえればそれでいい……と思っていたら、何やらアインは両手の硬こう貨かをじっと見て、

「…………これで、あれが六つも……」

「駄だ目めですよ姉さん!?　それでたい焼きを買う気になってどうするんですかっ、太た一いち様さまから頂いた大事な財貨をあのような……あのような美お味いしくて甘くてとろっとしたクリームの舌した触ざわりが最高なものを……」

　……言いながらソフィの口くち端のはから涎よだれが垂れてきたけど、これは見て見ぬ振ふりするべきだろう。異世界の食事事情は知らないが、たい焼きを含ふくむ甘かん味みに慣れ親しんだ俺でもちょっと感動する味だったから、異世界の二人にはもっと劇的な味に感じられたのかもだ。

　理性と欲望が頭の中で激しい鍔つば迫ぜり合あいをしていそうなソフィと食欲に素す直なおなアインの姉し妹まいには、色々と話をするよりも優ゆう先せん事じ項こうがありそうなので……横目で確かく認にんすると、タイミング良く平たいらさんがお盆ぼんに丼どんぶりを三つ載のせてやってくるのが見えたので、続きは後にすることにした。

「お待たせしました。簡単な物ですみませんが、どうぞ召めし上あがって下ください。お箸はしが使いにくければフォークも用意してありますよ」

　流石さすがは平たいらさん、仕事が丁てい寧ねいだ。ラーメンの上に野菜が盛られた丼どんぶりを三つ、テーブルに並べていく。そして「こちらがアインルッテさんの分です」と置かれた丼どんぶりは、野菜山盛りで映ばえ写しや真しん目当ての客が押おし寄よせるラーメン屋の一品みたいになっていた。塩とんこつスープの匂においが堪たまらないけど、あれを見ているとそれだけで満腹感が出てくる。

「今からご飯も持ってきます。もう少しで冷れい凍とうしておいた餃ギヨ子ーザも焼けますから、伸のびないうちにどうぞ。ただ、熱いので火傷やけどには気を付けて下さいね？」

「うわわわわ……麵めん入いりのスープ、ですか……！　それにこの匂におい……」

「………………！　…………っ……！」

「ねっ、姉さんいつの間に席に着いて?!　食べるの早すぎですよ!?」

「やっぱあたしの分も頼たのんでおいて正解でした！　いっただきます！」

「ひ、姫ひめ様さまと同じテーブルで食事だなんて恐おそれ多おおい……あああ、わたしはどうしたらいいですか……?!」

　自分の席に着いていいのか悪いのか苦く悩のうしながらもラーメンをガン見する律りち儀ぎなソフィに、俺は苦く笑しよう混まじりで、

「気にしなくていいって。向こうの世界に帰ったら姫ひめ君ぎみでも、この家ではただの中学三年生……って言い方じゃ微び妙みようか。まあ要はただの我わが儘まま小こ娘むすめだ、客人が遠えん慮りよするような相手じゃないから、親交を深めると思って一いつ緒しよに食べてくれよ」

「……太た一いち様さまがそう仰おつしやるのなら……このソフィーリア、不ふ肖しようの身ながら姫ひめ様さまと同席させていただくのです！　そしていただきます！」

　席に着くのとほぼ同時に胸の前で三角形を描えがくように右手で印を切り、両手を胸に当てるという一連の動作をあっという間に終わらせたソフィは、箸はしを鷲わし摑づかみにして勢い良くラーメンを口に運び、

「熱っ?!　あっ、熱い、でも美お味いしいです！　ルールーに似ているかと思ったら、味は全然違ちがうですねっ」

「お口に合ったのなら良かったです。良ければご飯もどうぞ」

「……もちもちで、甘い……美お味いしい……」

「うわわっ、本当です！　真っ白ですし、これはきっと凄すさまじい高級品ですよ……わたしには勿もつ体たいない、でも美お味いしいです……！」

「……うちの田舎いなかで穫とれた、古米に近い米なんだけどなぁ……」

　精米したのは数日前だが、これでそこまで感動されても。いや田舎いなかの農作物が褒ほめられているのは嬉うれしいけども。

　単純な文化レベルはともかく、第一次産業や食生活に関してはこの世界の方が安定して優すぐれているのかもしれない。そこに平たいらさんの、インスタントや冷れい凍とう食しよく品ひんでも工く夫ふうとちょっとした手間だけで外食レベルにしてしまう腕うで前まえが加われば……見ての通り、三日間絶食していたのかってくらいの勢いで食事を貪むさぼる人達の完成だ。

　そこに日本で育って十五年の妹まで違い和わ感かんなく交ざっていることにどう反応すればいいのか、兄としては困こん惑わくするしかなかった。




　食事に取とり憑つかれた連中と話をするのは無理なので、そっちの世話は申し訳ないけど平たいらさんに任せることにして、俺は使い捨ての歯ブラシセットを出したり仕し舞まっていた客用布団一セットとタオルケットを出したりと雑用に動いた。

　風ふ呂ろやトイレの使い方は平たいらさんに説明を頼たのんでおいて、俺は自室で政府と檸檬れもんの交こう渉しよう窓まど口ぐちになっている外務省のおっさんに連れん絡らくを取り、数十分のやり取りでどうにか明日の朝に諸もろ々もろの準備をしてうちに来きて貰もらう約束をすることが出来た。

　あれこれ終わってみると、時刻はとっくに十二時前。力仕事はしていないが、色々あったせいか妙みように頭が疲つかれてボーッとする。

「はー……このまま寝ねちまいたいけど、風ふ呂ろ入っておかないと……」

　腰こし掛かけているベッドにそのまま横になりたい誘ゆう惑わくを堪こらえ、ぐっとノビをして息をつく。

　風ふ呂ろの順番は大体最後で、檸檬れもんは俺が出で掛かけている間に入ったみたいだったが、今日は平たいらさんだけでなく異い世せ界かい姉し妹まいがいる。電話前に下に降りた時、ドアの閉まった脱だつ衣い所じよの奥にある風ふ呂ろ場ばからはしゃぐような高い声が聞こえてきたから、遅おそくとも姉し妹まいのどちらかは入浴済みのはずだ。

　良いい頃ころ合あいだし、水分補給がてらもう一度下に降りて、姉し妹まいの後に入るはずの平たいらさんがどうしているか確かく認にんしよう。

「あの二人に何か足りない物がないか確かく認にんもして……ん？」

　重い腰こしを上げて立とうとした矢先、部屋のドアがノックされる音が聞こえてきた。

　遠えん慮りよがちなその音と、ノックだけで呼びかける声が聞こえてこないのを不思議に思いながら立ち上がり、「はいよー」と気の抜ぬけた返事をしてドアを開ける。すると向こうに立っていたのは、意外な人物だった。

「……はいよー？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいたのは、別人みたいな格好のアインルッテだった。

　可か愛わいい子犬の顔がイラストされた白いロングティーシャツに、シャツの裾すそに隠かくされてギリギリ見える短パンというこっちの世界の服に身を包んでいて、たぶん平たいらさんに借りたんだろう。檸檬れもんだと身長差もだけど、体格的にサイズが合わないから。

　……プレートアーマーとやらを身に付けていたから全然分からなかったけど、胸の子犬のイラストがえらい３Ｄになってて今にも飛び出しそうになってるし。平たいらさんも凄すさまじいスタイルだが、負けてないか、もしくはそれより……って、駄だ目めだ、見ないようにしよう。目に毒だし相手に失礼すぎる。

　視線を下げない為ためにも真まっ直すぐにアインの顔を見ると、微かすかに碧あお色いろの髪かみが濡ぬれていた。

「あー……風ふ呂ろ、入ったんだな。ソフィは？」

「一いつ緒しよに入って。溺おぼれかけた」

「へっ？　溺おぼれるって……風ふ呂ろで、ソフィが？」

「ううん。僕が」

「…………騎き士しっていうくらいだから運動出来そうなのになぁ」

「……泳ぐ場所、ないから。お風ふ呂ろ、こっちの深すぎだし」

　拗すねて言い訳しているような感じだが、表情は恥はずかしがっているようにも見えた。どっちが正解か、或あるいはどっちも正解なのか。

　ともあれ、アインがカナヅチだって事実よりも、

「じゃあ風ふ呂ろは今、平たいらさんか。それを教えに来てくれたのか？」

「ううん。言葉が通じるようになったから、お礼を言いに」

「わざわざ？　や、飯の後でソフィから喉のどが潰つぶれそうなくらい言いって貰もらったし、あの時アインだって──」

　そう、布ふ団とんをリビングに運んだ時に、空腹が満たされて我に返ったソフィが改めて言葉を尽つくしてのお礼を言ってくれたし、アインも「感謝するね」と言った。だからこっちとしては、礼なんてもう十分受けている。

　しかしアインは「違ちがうよ」と否定の言葉を口にして、

「たい焼きをくれたこと。助けてくれたこと。あの時、伝えられなかったから」

「あー……そっか。でも、それこそ必要ないよ」

「……？　どうして？」

　まじまじとこっちを見て意味が分からないと訴うつたえるアインに、俺はどう言うべきか少し迷ったものの、まどろっこしい言い方は通じないかもしれないのでストレートに告げた。

「あの時だって、言葉は通じてなくても感謝しているのは十分に伝わってた。だから改めて言わなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「…………そう。分かった」

「ん、なら良かっ──」

「ありがとう。心から、感謝してる。あなたと出会えて良かった」

「………………………………」

　これ以上ないくらいの剛ごう速そつ球きゆうど真ん中で気持ちを伝えられ、俺は何も言えなくなってしまった。しかもアインは俺の手を取って、手ての甲こうに胸を押おし当あてるようにして優やさしく抱だき締しめてきたもんだから、弾はじけたように頭が真っ白になる。

　シャツの生き地じ越ごしに人ひと肌はだの温ぬくもりだけでなく、風ふ呂ろ上あがり特有の湿しめり具ぐ合あいやらが手ての甲こうに伝わってくる。……というか、この柔やわらかさ。下着の類たぐいを付けていないのか。そもそも文化としてないのかもしれないけども、オンかオフかでは思春期男子的に大分違ちがってくる。

　どれくらいの間そうしていたのか、体感では何十秒にも思えたけれど、俺は動けず迂う闊かつに呼吸も出来ずで石みたいに固まってしまい、

「──太た一いちさん。お風ふ呂ろ、空きましたよ」

「ぅおあぃっ?!　た、平たいらさん……!?」

　不意打ちで聞こえてきた声に呼吸どころか心臓が止まりそうなくらいに驚おどろいて振ふり向むけば、開いたドアの向こうから平たいらさんがこっちを見ていた。

　笑え顔がおなんだけど妙みように怖こわいその表情に、俺は慌あわてて摑つかまれていた手を引っ込めて、

「わ、わざわざ教えに来てくれたん、ですか？」

「もう夜も深いですし、明日学校のある太た一いちさんの就しゆう寝しんが遅おそくなると寝ね不ぶ足そくになってしまいますから。早めにお風ふ呂ろを済ませて良かったです。本当に」

　……どうしてだろう、普ふ段だん通どおりのトーンなのに、凄すごみがある。立っている廊ろう下かに明かりが点ついていないせいか、暗い雰ふん囲い気きを醸かもし出だしているようにも見えるし。

　俺が平たいらさんに気け圧おされていると、アインはくるりとこちらに背を向けて、

「それじゃ、もう寝ねるね。おやすみ」

「お、おう。おやすみなさい」

　何事もなかったかのように、平たいらさんの横を通って階下へと去っていった。いやまあ、事実として何もなかったけど。むしろ何かが起こるとしたらこれからみたいな緊きん張ちよう感かんのある空気がここに広がってるし。

　アインがいなくなってすぐ、平たいらさんは笑え顔がおを崩くずしてやや膨ふくれた面おも持もちになり、部屋の前まで来て至し近きん距きよ離りから咎とがめるような目で俺を見る。

「……感心しませんよ、太た一いちさん。多感な中学生女子がすぐ隣となりの部屋にいるのに、こんな夜よ更ふけに逢あい引びきだなんて」

「や、全然そんな内容じゃなかったんですけど……」

「夕方にも色々とあったみたいですね。他人にも優やさしく親切なのは太た一いちさんの美点ですが、年とし頃ごろの異性に勘かん違ちがいさせてしまうのは良くありません。ええ、良くないことです」

　そんなこと言われても、過大評価で困るしかない。余よ程ほどのイケメンならともかく、俺程度が多少親切にしたところで勘かん違ちがいも何もないだろうに。檸檬れもんの友達に『おじいちゃんみたいな安心感がある』なんて評価を貰もらったことさえあるし、複雑ではあるけどそれはそこそこ的を射ていると思ってしまうし。

　たぶん俺が微び妙みような顔をしていたんだろうけど、平たいらさんは怒おこっているのか拗すねているのか分わかり難にくい表情で、

「ところで、太た一いちさん。私に何か言うことはありませんか？」

　……なんか難しいことを言ってきた……ヤバい、正解が全く分からない。

　平たいらさんは水色の半はん袖そでネグリジェという寝ね間ま着き姿すがたで、この近さはちょっと刺し激げき的てきすぎるけども、これは先週から着ているので今いま更さら言うことではないし……髪かみがしっとりと濡ぬれて色っぽいのも、ここで言ってどうするって感じだし……

　迷いに迷った挙げ句に俺が導き出した答えは、

「ええと…………あの姉し妹まいのことで手間を増やしてすみません。今度何らかの形で埋うめ合あわせはしますんで」

「……そういうことではなかったんですけど…………まあ、いいです。言げん質ちは取りましたから、期待してますよ？」

「俺に出来る範はん囲いでお願いします。檸檬れもんも使っていいですけど」

「残念ながら檸檬れもんさんの出番はなしです。魔ま法ほうでは叶かなわないことですから」

　何だか物もの凄すごく良いい台詞せりふに聞こえるが、檸檬れもんの魔ま法ほうって基本破は壊かいか殲せん滅めつか空間移動の三さん択たくだから、便利なようで使える場面は限られる。平たいらさんもそこは理解しているんだろう。

　とはいえ、俺にやれることなんてそれこそ大したことはないが……それでも、平たいらさんはどことなく機き嫌げんを直したようだった。
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　田舎いなか暮ぐらしと、こっちに出てきてから二人で生活していた時の名残なごりで、家事の大半を平たいらさんがやってくれるようになった今でも、俺はそこそこ早起きしている。染しみ付ついてしまっているし、五時間も寝ねればスッキリ回復するので、最近は早朝ランニングを日課にしていた。

　そんな訳で、前日は色々とあったものの六時過ぎには起き出した俺は、軽く近所を走って汗あせを流し、シャワーを浴びてから制服に着き替がえ終おわったのが、七時になるかならないかという頃ころ合あいだった。

　そして俺が着き替がえを終えて一階に降りたタイミングで家のチャイムが鳴り、昨夜の連れん絡らく通どおりおっさんがやってきた。

「やあ、おはようさんです。相変わらず朝に強そうですな」

　そう言って玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでいるのは、もう六月下げ旬じゆんだってのにグレーのスーツに身を包み、サングラスにスキンヘッドという怪あやしさ爆ばく発はつしたおっさんだった。これで外務省に勤める身なんだから、世の中分かったもんじゃない。

　白しら木きのおっさんは家に上がると、気き易やすい笑えみで俺の肩かたを叩たたき、

「それにしても連れん絡らくを貰もらった時は驚おどろきましたよ。檸檬れもんさんの世界から来客とは、これでまた上の連中は慌あわただしくなりますな」

「争そう奪だつ戦せんは無理だぞ。檸檬れもんと違ちがってあの二人は元の世界に帰る前提で来ているからな」

「ええ、存じてますよ。ですがこちらにいる間に色々と調査協力して貰もらったり、或あるいは向こうの世界との行き来をすることで小規模ながら取引を望んだりと、各国各機関が血ち眼まなこで関係を持ちたがるのは明白です。本当ならその姉し妹まいの情報はここで留とどめておきたいところですが、それをするとうるさい連中が騒さわぐだけでなく暴れることでしょう。面めん倒どうですが、話を纏まとめたら各国に情報を流しますよ？」

「構わないけど、俺と大差ない年とし頃ごろの女の子なんだから、扱あつかいには注意してくれよ。二人の安全を損そこなうようなことになれば、うちの最終兵器が暴れるからな」

　おっさんならわざわざ言わなくても大だい丈じよう夫ぶだろうが念ねんの為ために釘くぎを刺さしておくと、苦笑いをして降参するように両手を軽く上げ、

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず……とは言いますが、虎とらならまだしも大空を舞まうドラゴンを瞬しゆん殺さつする相手を怒おこらせる真ま似ねなどしませんよ。巻まき添ぞえはご免めんですからな、他よ所その連中にもさせないよう最大限の警けい戒かいはします」

「忠告したところで欲に目が眩くらんだり追い込まれたりするとやっちまう連中も出てきそうだしなぁ……ただ、檸檬れもんと違ちがって異世界育ちの二人は降りかかる火の粉は容よう赦しやなく振ふり払はらうだろうから、事故った後でフォローするのは限度があると思うぞ」

「肝きもに銘めいじておきますよ。それで、件くだんのお二人はどちらに？」

「太た一いち様さま、朝食の準備が出来たそうですよ！　とても美お味いしそうです！」

　白しら木きのおっさんが訊たずねたのを見計らったみたいにリビングから顔を覗のぞかせたのは、朝から元気なソフィだった。しかし俺がおっさんに釘くぎを刺さした直後に、あの食欲に支配されて期待に満ちた笑え顔がおはどうなのか。

　ジョギングしに行く前に起きてきたソフィと顔を合わせ、朝の挨あい拶さつは済ませてある。なのでその時から気になっていたんだが……ソフィの服はサイズ的に檸檬れもんの服を貸したはずだけど、ピンクの生き地じにバームクーヘンがイラストされたティーシャツなんて、うちの妹はどこに隠かくし持もっていたんだろう。ノリで買って、冷静になってみたら要いらなかったパターンのヤツかもしれない。

　ちらりと白しら木きのおっさんを見てみれば、どこか興味深そうに頷うなずいていて、

「なるほど、口の動きと聞こえてくる日本語が全然違ちがいますな。これは檸檬れもんさんが使っていた魔ま法ほうと同じものですか」

「ああ、そういや檸檬れもんが最初にやらかしたシンガポールの国際会議の時、似たような魔ま法ほう使ってたんだっけ？」

「恐おそらく同じものでしょう。しかし可か愛わいらしいお嬢じようさんですな。歳としは……と、そもそも異世界とこちらでは基準が違ちがうので？」

「……その辺の話も訊きいてみたいな。とりあえず、顔合わせと説明を先に済ませてからで頼たのむよ。俺はあと二十分くらいで家を出ないと遅ち刻こくしちまう」

「ご苦労様です。学生さんは大変ですな。しかし大学に上がればうちの娘むすめみたいにサークルとバイトで帰宅は午前様、昼前まで寝ねているような生活をする者も少なからずいますから、今しばらくの辛しん抱ぼうですよ」

「自じ堕だ落らくな生活すると祖じ父いさんがうるさいから、俺には無理っぽいな……っと、そういやソフィ、アインは起きているか？」

　ジョギングから帰宅した時はまだ寝ねていたはずなので確かく認にんしてみると、ソフィはにこやかに頷うなずいた。

「さっき目を覚ましましたです。そちらのおじ様はお客様ですか？」

「役人、もしくは宮仕えのおっさんだ。色々と便べん宜ぎを図はかってくれる代わりに協力要よう請せいするっていうから、朝食が済んでから交こう渉しようしてくれ」

　軽く紹しよう介かいしながら、俺は興味深そうに白しら木きのおっさんを眺ながめるソフィの横を通ってリビングに入る。

　二人が寝ねるのでテーブルを少し移動させたリビングには布ふ団とんが敷しかれていて、その上にペタンと座り込んでボーッとしているアインの姿があった。

「アイン、おはよ……ぅ……!?」

　何気なく挨あい拶さつをしようとしたが、最後の方は喉のどの奥に引ひっ掛かかったみたいにくぐもった声になってしまった。

　それというのも、アインの格好──昨夜見たのと同じ服だが、ティーシャツが大だい胆たんに着き崩くずれしているというか、脱ぬごうとして最後の最後で止めたみたいに、首にティーシャツが引ひっ掛かかっているだけの状態だった。

　服が前側にあるので辛かろうじて胸は見えていない……が、背中は完全に素す肌はだが見えてしまっているし、下手に動くと大変なことになりかねない。
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　リビングに一歩足を踏ふみ入いれた状態で固まる俺に気付いたのか、アインはボーッとした表情でこちらを見て、

「………………おは……」

「その前に服っ！　何がどうしてそんな格好になってるんだ?!」

「あわわっ、姉さんまたですか!?　着き替がえの途と中ちゆうで寝ねたら駄だ目めだと何度も言っているのに、人様のお家うちでそんなあられもない姿を……！」

　慌あわててソフィが姉に近寄り、覆おおい隠かくすようにタオルケットを頭から被かぶせる。

　そして赤面しながらこっちを振ふり向むき、取とり繕つくろった笑え顔がおを見せた。

「あ、姉はちょっと朝に弱くてですね……！　ご飯を食べればシャキッと……はしないかもですけど、ちゃんとまともにはなりますので……！」

「……ソフィ、暑い……」

「取っちゃ駄だ目めです、ちゃんと着直してからにして下さい！　どうせ姉さんのことだから後で恥はずかしくなるんですから！」

　タオルケットを剝はごうともぞもぞする姉を窘たしなめる妹という構図に、朝から刺し激げき的てきすぎる光景を見ておかしくなりかけていた動どう悸きがどうにか鎮しずまる。異世界で生まれ育った人達だが、こうして見ると俺達と大差ない。微ほほ笑えましいもんだ。

　ただ、朝食の準備をしてくれていた平たいらさんは、何な故ぜかそれを見てテーブルの近くで立たち尽つくしていた。

「…………あざとい……あざとすぎます……しかも他意のない天然だなんて……」

　何がそこまで愕がく然ぜんとする要素だったのか、漏もらしていた呟つぶやきを聞いても俺にはよく分からない。もしかして疲つかれているのかもしれない。急な泊とまり客きやくで仕事も増えてしまったし。

「中々にカオスな状じよう況きようですなぁ。いや、桜さくら咲ざき家けはいつ来ても楽しそうで新しん鮮せんな気持ちを味わえますよ」

「おっさんが来る時は大体トラブってるから、俺は心安まらないことが多いけどな」

「お兄さんがしっかりしているから我々は吞のん気きに構えていられるので感謝していますよ。ところで、檸檬れもんさんは？」

「まだ寝ねてるんじゃないか？　あいつ、三日に一度は寝ね坊ぼうして学校までダッシュする羽目になっているからな」

「おや、得意の魔ま法ほうでひとっ飛びでは？」

「余よ程ほどのことがない限り魔ま法ほうを使って登校するのは禁止したんだよ。でないと楽したがるから魔ま法ほう頼だよりになって、周りと溝みぞが出来かねないしな」

「なるほど、お兄さんの教育方針ですか」

　そんな大層なもんじゃないが、おっさんが納なつ得とくするならそれでいいか。魔ま法ほうは便利すぎるからあんまり多用していると周囲に妬ねたまれる……っていうのもあるけど、やっぱ田舎いなか育そだちだから体が資本だし怠なまけて動けないようになるな、って気持ちも強い。あいつ、ただでさえ長期休みに入ると朝は起きないし、宿題は最終日まで片付けないしの怠たい惰だの化け身しんだから。

　それでも下校の時に空間転移を禁止していないのは、わざわざ言わなくても楽するより友達と一いつ緒しよに帰るのを選ぶからだ。まあ、それも俺が他人を巻き込んでの空間転移は禁止したからだけど。そうしなかったら気軽に友達とぶらり海外散歩とかやりかねん。

　ここから中学校まで走れば十分と掛かからないし、平たいらさんがいるから安心して先に出られる。月に三回の遅ち刻こくで翌月小こ遣づかい抜ぬきになるシステムなので、以前から檸檬れもんの友達から俺の元に容よう赦しやない『妹さんは遅ち刻こくしました』とメッセージが届くよう協きよう力りよくして貰もらっていたけど、平たいらさんのおかげで家を出る時間から魔ま法ほうを使って登校したかどうかも分かるようになったし。

　俺の自由な時間も大おお幅はばに増えたし、マジで平たいらさん様々だ。何やら「……やっぱり男の人はああいうタイプの方が……」とブツブツ言っているが、もしかしたら色々と頼たのみすぎて疲つかれが出始めているのかもしれない。今度休きゆう暇かを取ってゆっくりして貰もらわないと。

　ただ、今は申し訳ないがやって貰もらいたいことがある。

「……私ももっと様々な角度から……はしたなくない程度に……」

「平たいらさん、この後のことでちょっと頼たのみたいことがあるんですが」

「はぃっ?!　わ、私にですか!?」

　自分の世界に入っていたところに話しかけたのでえらく驚おどろいた様子の平たいらさんは、エプロン越ごしに胸を押おさえて目を白黒させていた。基本何でも出来る完かん璧ぺきな人なのに、たまにこういう隙すきだらけな時があるから、年上だけど可か愛わいく思う。

　まあそれはさておいて、

「予定通り、俺は朝食の後で学校に行って、おっさんとあの姉し妹まいは家に残って話し合いして貰もらうんだけど、平たいらさんは中立の立場で意見役してあげて貰もらえますか？」

「意見役、ですか？　政治や交こう渉しようの類たぐいは専門外ですが……」

「あの二人はこっちの知識がないので、明らかに不当な条件の取引をしてしまったり足あし下もとを見られたりするかもしれないのを、同席して注意してくれればいいだけですよ。ほら、硬こう貨かが魔ま法ほうの材料に使えると知ったら、十円玉に金みたいな価値を付けて取引するかもしれないじゃないですか。常識的な範はん囲いで大だい丈じよう夫ぶですから、お願いします」

「その言い様だと私が随ずい分ぶんと悪あく辣らつな外交役に聞こえますな？」

　苦く笑しよう混まじりで白しら木きのおっさんが口を挟はさむが、俺も肩かたを竦すくめて返すしかない。

「そこまで露ろ骨こつじゃないかもだが、おっさんならさり気なくやるだろ。価値観の違ちがいに付け込むってのは、情報伝達が未熟な時代はよくやってた手口らしいし」

「流石さすがは受験生、なかなかに勉強しているようで。ならばそちらの阿あ佐さ陽ひさんは、異世界側のアドバイザーで参加して下さい。下手に中立を保とうとすると、それはそれで大変でしょう。こちらには気を遣つかわなくて結構ですよ」

「……おっさん。それ、暗に遠えん慮りよしないって言ってないか？」

「ははは、これが諸外国相手ならズバリ正解でしたが、異世界の人や檸檬れもんさん達を向こうに回して政争をするつもりはありませんよ。お互たがいの落とし所を探さぐり、あわよくば今後の利益と発展に繫つながりそうな機会を設けたいだけです」

　つまり正々堂々クリーンに、それでいて利益は逃のがさないってことか。まあ、このおっさんなら目先の欲に駆かられて檸檬れもんの心証を悪くするような真ま似ねはしないだろうとは思っている。

　だから第三者として監かん査さ役やくをして欲しいというより、ただ監かん視しするだけで十分だ。それでも負担には変わりないけど。

「平たいらさんの仕事を増やしてすみません。このお礼と埋うめ合あわせはそのうちするんで、頼たのまれてください」

「……お礼、ですか？」

「と言っても、俺には大したこと出来ないですけど。ああでも、希望するなら檸檬れもんに頼たのんで魔ま法ほうを使ってちょっとくらいの無茶でも──」

「いえっ、それには及およびません。太た一いちさんに出来る範はん囲いで十分です、はいっ」

　何が燃料になったかイマイチ不明だが、平たいらさんがやる気になってくれたので一安心だ。

　気が楽になったところで俺は異い世せ界かい姉し妹まいと共に朝食を食べ、普ふ段だんとさして変わらない時刻に家を出た。結局、最後まで檸檬れもんは起きてこなかったが、それもよくあることだ。田舎いなかだと中学に行くのに朝練に行く運動部より早く家を出なくちゃならなかった身としては羨うらやましい限りだが、バスや電車を使っての登校も嫌きらいじゃないのでやっかむ程ほどでもない。

　……どちらかというと俺が気になるのは、あの姉し妹まいがどれだけ本気で檸檬れもんを異世界に連れ帰ろうとしているかだった。
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　授業が終わり放課後になると、俺は寄り道することなく真まっ直すぐ帰宅した。

　何か問題があれば連れん絡らくが入るだろうから特別心配するようなことはないだろうと思い、駅から自転車を漕こいで家に戻もどる途と中ちゆうで『菓か子しでも買って帰れば良かったかな』と吞のん気きに考えながら帰宅すると、玄げん関かんには白しら木きのおっさんが履はいていた革かわ靴ぐつがなくて、代わりに見覚えのある黄色いスニーカーがあった。ついでに檸檬れもんの靴くつもある。

「わざわざこのタイミングで友達を連れてこないでもいいだろうに……」

　俺だったら異世界から来客中なんて面めん倒どうな状じよう況きようで友達を家に招くことはまずないが、妹にとってはそうじゃないらしい。

　まあ、あの靴くつの持ち主は親友の鴻こう巣のすさんだ。檸檬れもんと違ちがって聡そう明めいだし、異世界からの来訪者がいると誰だれ彼かれ構わず話しまくって拡散させる子でもない。

　リビングから話し声が聞こえてこないので、二階の自室に招いているんだろう。出来れば勉強をしていて欲しい。今週末からテストのはずだし。

　家に上がり、とりあえずリビングを覗のぞいてみると、そこには誰だれもいなかった。平たいらさんがいないのは買い物に行っているのかもだ。二人分……いや、アインの食べっぷりを考こう慮りよすると三人分は追加する必要があるだろうし。

　しかしソフィとアインの姉し妹まいも姿が見えないのは謎なぞだ。履はいていた靴くつは玄げん関かんにあったのに。

「……あの二人も檸檬れもんの部屋に……？」

　それが妥だ当とうだろうが、四人も入るにはちょっと狭せまいのに、果たして何をしているのか？

　不思議に思って二階に上がり、檸檬れもんの部屋のドアをノックしてみた。

「ふぁーい？　どぞどぞー？」

　力のない、おまけに間の抜ぬけた声が中から返ってきたのでドアを開けると、部屋では檸檬れもんともう一人がテーブルを挟はさんで向かい合わせで座っていた。ちゃんとテーブルには参考書とノートが広げられていて、兄としては一安心だ。

「ただいま。鴻こう巣のすさんもいらっしゃい」

　予想通り、いたのは鴻こう巣のす加か奈なさんだった。学校帰りにそのまま来たらしく、檸檬れもんは普ふ段だん着ぎに着き替がえているが、鴻こう巣のすさんは制服のセーラー服姿のままだ。

　鴻こう巣のすさんは長い黒くろ髪かみのよく似合う正当派美少女で、正座が板に付いている。所作は綺き麗れいだしノートの字も整っているし、隙すきがない。うちの隙すきだらけな妹と親友なのが不思議だが、そこは発想力と溢あふれるエネルギーでカバーして釣つり合あいが取れているのかもだ。

　もう何度目か分からない程度にはうちに来ている鴻こう巣のすさんだが、相変わらず丁てい寧ねいにこちらへ会え釈しやくをして、

「はい、お邪じや魔ましています。本来ならば今日は遠えん慮りよすべきだったのかもしれませんが、テスト前なのに檸檬れもんちゃんが授業中居い眠ねむりをしている場面を目もく撃げきしてしまって……」

「ちょっ、加か奈なちゃん?!　それ言ったらあたしの命が危ないよ!?」

　目を丸くして身を乗り出し鴻こう巣のすさんの口を塞ふさごうとするが、その手はあっさり搔かい潜くぐられる。手足の長さがモデル顔負けな鴻こう巣のすさんはリーチ差を存分に活いかして檸檬れもんを押さえ、

「私も心を鬼おににしているんです。檸檬れもんちゃん、テストで赤点取ったら夏休みの大半を田舎いなかのお家うちで過ごさないといけないんでしょう？　私も一いつ緒しよに遊びに行ったりお泊とまりしたりしたいから、どうにか平均点くらいは取とって貰もらいたいの」

「うう……国語と社会なら平均も目指せるんだけど、数学と英語は厳しいよ……理科なんて生物以外分かんないし……」

「だからこうして教えてるの。異世界からのお客さんも大事だけれど、夏休みも大事よ。今年は一いつ緒しよに南極でペンギンを見ようって決めたでしょう？」

「ううう…………もう動物園でもいい気がしてきたよぉ……」

「それも赤点を取ったら無理よ。ほら、頑がん張ばって。ある程度記き憶おくさえすれば赤点は免まぬがれるんだから」

　そっと包み込むように鴻こう巣のすさんは檸檬れもんの手を握にぎり、うちの妹は感動したのか大きな目を潤うるませる。マジで良く出来た子だ。俺が飴あめと鞭むちで勉強させるよりもずっと効果が高いとみた。

　これで俺が口うるさく言う必要はなくなったが、そうなると気になるのはこの部屋を訪おとずれた本来の理由だ。

「檸檬れもん、アイン達がどこに行ったか知らないか？　下にいなかったから、てっきりここだと思ったんだが」

　さして広くもないこの部屋に姉し妹まいの姿はなかった。隠かくれているとも思えないし、二階の他の部屋にはそもそも人の気配がない。

　俺の質問に檸檬れもんはキョトンとして首を捻ひねり、

「あれ、あたし達が帰ってきた時はリビングにいたよ？　棚たなを使わせて欲しいっていうから、いいですぞって答えたもんね？」

「はい、私も一いつ緒しよにいましたから間ま違ちがいないです。あのとても見み目め麗うるわしくてざっくばらんな服装のお二人ですよね？」

「その二人で合ってる。けど、それから出で掛かけたにしては靴くつはあったな……」

「おおっと、予期せぬミステリー展開だね!?　加か奈なちゃん、事件の匂においがするよ……！」

　無む駄だに表情を輝かがやかせると檸檬れもんは勢いよく立ち上がり、手を握にぎっていた鴻こう巣のすさんもつられて立つ。

　しまった、勉べん強きよう嫌ぎらいの妹に余計な刺し激げきを与あたえちまったか。その好こう奇き心しんをどうして勉学には活いかせないんだ。

　経験上、ここで抑おさえつけるよりも好きにやらせてさっさと切きり替かえさせた方がいいと知っているので、俺は困り顔の鴻こう巣のすさんに肩かたを竦すくめて応え、

「本命は俺が見ていない脱だつ衣い所じよかトイレ、対たい抗こうで檸檬れもんみたいに空間移動の魔ま法ほうでどこかに行ったってところだろうけどな。さして広くもない家なんだから、捜し終えたらテスト勉強に戻もどれよ」

「ラジャー！　あっ、ガレージの方は？」

「俺が帰った時は誰だれもいなかったぞ。息を殺してかくれんぼしているんなら見落としたかもしれないけどな」

　まあそんなことはないはずだが。異世界の余よ所そ様さまの家でいきなりそんなことをし始める程ほどぶっ飛んだ性格じゃなさそうだったし。

「ダメだよお兄ちゃん、先入観は真実の行ゆく方えを眩くらませるんだから。この名めい探たん偵てい檸檬れもんちゃんには死角なんてないのです！」

「お前、正義の味方は卒業したのか？」

「名めい探たん偵てい兼けん正義の味方兼けん世界の支配者だよ。肩かた書がきが多いのも大変だね、全く」

「私としては、まず正式な身分であるところの学生の本分に力を入れて欲しいな」

「さあ名めい探たん偵ていのお通りです！　犯人はまだ近くにいるはずだー！」

　耳の痛い鴻こう巣のすさんの指し摘てきは聞こえない振ふりをして、檸檬れもんは部屋を飛び出し階段を降りていった。

「……ったく……鴻こう巣のすさん、悪いけど五分だけあいつに付き合ってやってくれ。それが済んだら嫌いやでも勉強させるから」

「分かりました。ああなったら止めるだけ無む駄だですものね」

　置いてきぼりを食らった鴻こう巣のすさんは、やはりというか檸檬れもんのことをよく理解してくれていて、慌あわてず騒さわがず後を追って一階へと降りていった。

　俺はとりあえず自分の部屋に入り、鞄かばんを置いてサクッと着き替がえる。七しち分ぶ丈たけのシャツにスウェットという楽な格好になってから一階に向かうと、檸檬れもん達が風ふ呂ろ場ばの方で何やら話している声が聞こえてくる。

　そっちにいるとは思ってないし、気になることがあるのでリビングに入ると、やはり誰だれもいないが普ふ段だんとは違ちがうところが一つ……いや、正確には二つあった。

　俺が学校に行く前は置いてあった布ふ団とんがない。そしてテレビ横の棚たなだが、下段の戸と棚だな部ぶ分ぶんが開けられていた。その近くに積まれているのは、中に入っていた図ず鑑かんだ。俺が小学生になった時に祖じ父いさんがプレゼントしてくれたもので、哺ほ乳にゆう類るいや鳥類、昆こん虫ちゆうに魚類、さらには山菜と茸きのこが載のったものまである。

「…………ん？　なんだこれ？」

　キチンと積まれた図ず鑑かんに気を取られて俺は、少し遅おくれてからそれに目がいった。

　開けられた戸と棚だなから、何やらロープが飛び出していた。だが、緑色のロープなんて我が家に置いてあった記き憶おくがない。

　しゃがみ込んでロープの端はしを摑つかんで軽く引いてみると、割と長いのか反対側の先せん端たんは姿を見せない…………って、ちょっと待て。

　ロープは戸と棚だなの中から出ているが、中は不自然なくらいに暗くら闇やみが広がっていて、戸の内側を境にロープは途と切ぎれたみたいに見えなくなっている。実際は引けば続きが出てくるのにだ。

　そもそもだ、明かりを点つけていなくてもまだ陽が高くて全然暗くないのに、戸と棚だなの中が真っ暗で何も見えないのはおかしい。

「……これ、どうなってるんだ？　というか、ロープの意味は……」

　なんとなしにもう一度引いてみるが大した手応えもなく、俺は眉まゆを顰ひそめてもう少しよく見てみようと戸と棚だなに顔を近付け、

「はぁい、どうしたです？」

　──にょきっと戸と棚だなの中からソフィーリヤの顔が生えてきた。

「ぃいっ?!」

「ひゃあっ!?　び、びっくりしたですよ、驚おどろかさないで欲しいです……！」

　それは間ま違ちがいなくこっちのセリフだが、心臓バクバクで今は何も言えない。ぬっと生首が現れるって、気絶したっておかしくないインパクトだった。

　思わず後ろに尻しり餅もちをついてしまった情けない俺に対し、ソフィは何な故ぜかほんのり頰ほおを赤らめて、

「も、もう少しでキスしてしまうところだったじゃないですか。駄だ目めです、まだ出会ったばかりなんですから……！」

　あの状じよう況きようで気にするのはそこなのか。いやまあ、年とし頃ごろの女の子にとっては重要だろうが、俺からしてみれば死ぬかと思うレベルの衝しよう撃げきだったのに。

　……というか、改めて見ても、生首だ。戸と棚だなの中からソフィの顔だけが出ていて、凄すさまじい画になっている。

　この摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景にちっとも見慣れず言葉を失ったままでいたが、リビングの出入り口から騒さわがしい声が聞こえてきた。

「なんか叫さけび声ごえっぽいのが聞こえてきたけど、お兄ちゃん何か見つけ、た…………ひぃぃぃいいぃっ?!　くっ、クビっ、死んだぁっ!?」

「…………あらまあ」

　戸と棚だなから生えたソフィを見つけた檸檬れもんは俺の数十倍驚おどろいてへたり込み、その後ろから遅おくれて現れた鴻こう巣のすさんは口に手を当てて上品に驚おどろく。図はからずも育ちの差が出てしまった。……というか、なんでこれを見てあの反応で済むんだ。

　しかし自分以上にパニクる妹を見たおかげで少しだけ冷静さを取とり戻もどせた。そしてようやく、ソフィの生首がロープと同じ辺りを境にして生えていることに気付く。

　これは、もしかして……と考えた矢先、暗くら闇やみの中から手も生えてきて、

「よいしょ、と……少し出入りに難があるですが、悪くはないですね」

　喋しやべりながら匍ほ匐ふく前ぜん進しんの要領で這はい出だしてきたソフィは、ちゃんと首から下の体もあった。

　俺達が見守る中で戸と棚だなから全身を露あらわにしたソフィは立ち上がり、俺を見て「ああ」と声を漏もらす。

「呼んだのはやはり太た一いち様さまだったですね。説明していなかったのに、よく分かったです？」

「……いや何も分かってなかったからこんなに驚おどろいてんだよ」

　口の中がカラカラだが、ようやくまともに喋しやべれた。思考も多少は巡めぐるようになり、ロープを手放してソフィの出てきた戸と棚だなの中の不自然な暗くら闇やみをじっと見る。

「つまり、魔ま法ほうで戸と棚だなに細工をして中に入れるようにしたのか？」

「ご明察です。これは空間を弄いじる魔ま法ほうで、中は拡大された異空間となっているですよ。使い所は限られていますが、それなりに便利な魔ま法ほうなのです」

　特に自じ慢まんするでもなさそうなソフィの説明に、俺より先に反応したのは檸檬れもんだった。

「はー、そんなのあるんだ。あたしそれ知らないや」

「大師が姫ひめ様さまに教えたのは主に戦せん闘とうや召しよう喚かん、それと生存に役立つ魔ま法ほうらしいですから。この空くう間かん魔ま法ほうは転移系とは違ちがい、呪じゆ文もんだけでは発動しないのです。しっかりとした魔ま法ほうへの理解が必要になるので、ただやり方を知ってなぞるだけでは応用の利きかない不完全なものとなってしまうですよ」

「なるほど。檸檬れもんちゃんは、謂いわば教科書を丸暗記しているだけで知識が血肉になっていないから駄だ目めなんですね」

　納なつ得とくの声を上げる鴻こう巣のすさんだが、隣となりの檸檬れもんは全然ピンと来ていない顔で「加か奈なちゃん、あたし暗記苦手だよ？」と頭の悪さを露ろ呈ていしていた。たとえ話だってのに。

「ね、ね、その中がどうなってるか見に行きたい！　どうかなソフィ!?」

「勿もち論ろん大だい丈じよう夫ぶです。ただ、姫ひめ様さまには一つだけ注意点があるですよ」

「うん？　あたしにだけ？」

「はいです。この中での魔ま法ほうの使用は厳禁です。もし魔ま法ほうを使えば空くう間かん魔ま法ほうは壊こわれてしまい、中の人や物は全部こっちに出てきてしまうのですよ」

「それは…………この戸と棚だなの中ってことか？」

　戸と棚だなは空っぽだと幼よう稚ち園えん児じならどうにか入り込める程度のサイズで、当然だが俺は勿もち論ろん、この中の誰だれ一人ひとりとして入れないだろう。

「……物理的に無理な場合、もしかして棚たなをぶち壊こわして出現するのか？」

「その通りですよ。これは木製のようなので最悪でも死にはしないと思うですが、石造りの場所で同じことになれば命を落としかねないです。なので姫ひめ様さま、くれぐれもお気をつけて」

「まっかせて！　これでもあたし、注意されたことは大体守るんだから。……覚えている間は！」

　物もの凄すごく不安になることを言ってくれやがる。やっぱこいつだけ出入り禁止にしたい。

　まあでも、今日のところは大だい丈じよう夫ぶか。鳥頭にも限度があるし、鴻こう巣のすさんもいるから。

「ではでは、どうぞ中へ。快適とは言えないですが、なかなかに広いので全員入っても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「へー！　それじゃ、一番桜さくら咲ざき檸檬れもん、突とつ入にゆうします！」

　言うが早いか檸檬れもんは何の躊ちゆう躇ちよもなく四よつん這ばいになり、暗くら闇やみで満たされた戸と棚だなの中へ頭から入っていった。

　おお、凄すごい。暗くら闇やみに飲み込まれるみたいに檸檬れもんの体が消えていく。この光景をマジシャンが見たら悔くやしくて悶もん絶ぜつしそうだ。

　ものの数秒で檸檬れもんの体は全身が戸と棚だなの中に入ってしまい、その直後にひょこっと頭だけ出てきた。

「これ凄すごいよっ！　加か奈なちゃんもお兄ちゃんも早く早くっ」

　興奮が抑おさえきれない面おも持もちだが、この絵面は酷ひどい。はしゃぐ生首とか、子供や心臓の弱い人にはまず見せられない。

　またすぐに頭が引っ込んで、ソフィが「では私も」と檸檬れもんと同じ要領で戸と棚だなの中に入っていった。

「鴻こう巣のすさん、先にどうぞ」

　別にレディファーストを意識している訳じゃないが、妹持ちなので何となく年下を優先させるのが染しみ着ついているのでそう促うながすと、鴻こう巣のすさんはその場から動かずにこりと笑って、

「いえ、お兄さんが先に行って下さい。私が先ですと、下着が見えてしまうかもしれないですから」

「…………悪い、気が回らなかったな」

　スカートの端はしをつまみ上げる仕草で、ようやく自分の愚おろかさに気付く。天地神明に誓ちかって全く意識していなかったが、そりゃあ男が後ろだと問題だ。

「あ、でも、お兄さんが見たいと言うのなら先に行きますよ？」

「……や、俺が先に行いかせて貰もらうわ。檸檬ツツコミ役がいない時にボケるのは怖こわいしな」

　際きわどい冗じよう談だんを受け流し、俺は棚たなの前にしゃがみ込む。同じセリフを檸檬れもんが言ったら『いいから早はよ行け』と尻しりを叩たたいて終わりだが、中三の割に大人びていて底の知れない印象の彼女に言われると非常に困る。

　そして戸と棚だなの中は二人も入ったとは思えないくらい何も変わってなくて、物音もしない暗くら闇やみはブラックホールを思わせた。

　これがどう異空間に繫つながっているのか、興味に駆かられつつ俺は四よつん這ばいになり、戸と棚だなの中にある闇やみの塊かたまりへと頭から突っ込んだ。

「……おお」

　予想外に、暗く感じたのは一いつ瞬しゆんだけで、すぐに明るい空間が目の前に広がっていた。床ゆかも壁かべも天てん井じようもない、ただ白いだけの空間で、そこに先に入っていた檸檬れもんとソフィ、そしてアインルッテがいる。

　布ふ団とんセットや荷物が奥に置かれていて、光源は床ゆかに置かれたランタン一つだけ。とてもシンプルだが、だからこそ気になることが。

「……長くいると遠近感がおかしくなりそうだな。これ、どこまでも広がっているのか？」

　ハイハイの要領で頭だけでなく全身をこちら側に出して立ち上がり、上に手を伸のばしてみたが何にもぶつからない。床ゆかも真っ白だから、足あし下もとの感かん触しよくがなければ浮ういているみたいだ。

「ちゃんと制限はあるですよ。魔ま法ほうを施ほどこした戸と棚だなの内部を百倍程度に広げているです」

「……確か奥おく行ゆきが三十センチないくらいだったはずだから、三十メートル弱か。うちより面積ありそうだな」

　振ふり返かえって正面に手を伸のばせば、何もない空間に見えるが伸のばしきる前に硬かたい感かん触しよくがあった。下を見れば出てきた箇か所しよが黒い長方形の板を貼はり付つけたみたいになっていて、位置関係的にはそこから垂直の壁かべが出来ている感じか。

　……と、感心しながら何もない壁かべを押おしていたところに、黒い壁かべ部ぶ分ぶんから鴻こう巣のすさんの頭が現れた。

「まあ、こんなふうになっているんですか。これはなかなか面おも白しろいですね……あ、ありがとうございます」

　出てきた鴻こう巣のすさんに手を差さし伸のべて立たせると、檸檬れもんがすっ飛んできて鴻こう巣のすさんの肩かたをバンバン叩たたき、

「凄すごいよ加か奈なちゃんっ、ここって外の音は全然聞こえないし電波も届かないんだよ!?　ここなら創作ダンスもカラオケ大会もバッチリだね！」

「檸檬れもんちゃん、落ち着いて。それならうちの地下でも出来るじゃない」

「そうっ、つまり圧あつ倒とう的てき貧ひん富ぷの差が魔ま法ほうによって解決するのです！　これが出来ればあたしも念願のセカンドルームが手に入る……くふふ……！」

　我が妹ながら悪い顔をしやがる。というか、あの部屋で満足してなかったのか。やたら荷物が多いのは知っているが。

　ただ、上う手まく使えば物置代わりには出来る。あんな戸と棚だなじゃなくて押おし入いれで同じことをすれば、荷物だって楽々運はこび込こめるし。

「どうなんだ、ソフィ？　檸檬れもんにも同じ魔ま法ほうは使えるようになるか？」

「ううん、ちょっと難しいかもです。覚えるのもですが、そもそもこの魔ま法ほう、普ふ通つうならこちらの世界基準で丸一日も保たずに消えてしまうですよ。その度に中の物全部出し入れするのは、あまり現実的ではないですよね？」

「そうだな。毎日出し入れするんじゃ倉庫代わりにはならないか……だとすると、ソフィも毎日作り直すのか？」

「ふふふ、それが違ちがうのですよ。姉の錬れん封ぷう魔ま法ほうのもう一つの使い方は、魔ま法ほうの状じよう態たい維い持じなのです！　これを使えば、他の魔ま法ほうなら干かん渉しようすれば壊こわれてしまうこの空くう間かん魔ま法ほうも壊こわれず、十日間は保たせることが出来るのですよ！」

　どうだと胸を張るソフィだが、当のアインはそっぽを向いてしまっている。あれはきっと姉あね自じ慢まんが恥はずかしいんだろう。

「何日も保つなら便利だな。魔ま法ほう以外に物理的な衝しよう撃げきに対する強度はどうなんだ？」

「そちらにも弱いです。なのでここにお世話になることが出来たので安全を確保して使用可能になったですが、野宿には全く向いてないです。外からの危険に反応出来ませんから」

「音が遮しや断だんされるなら、そうなるか。けど、さっき出てきたのは……」

「このようにロープの先に鈴すずを付けてあるのです。中にいる時はこれで連れん絡らくして欲しいですよ。勿もち論ろん、間借りしている立場ですし、姫ひめ様さま達たちなら勝手に入ってこられても全然構わな…………」

　超ちようが付くくらい好意的なソフィだったが、不意に言葉を止めてアインをじっと見つめる。

　ややあってこちらへ向き直り、ぎこちない笑えみを浮うかべて、

「その、姉がだらしない格好をしていても不敬に問われないのであれば、どうぞおいで下さいです。姉は暑がりで、自室ではちょっと油断していることが多いですから……」

　それは、今朝みたいにあられもない格好をしてしまうということなのか、それともドストレートに裸はだかで過ごすことが多いという意味なのか。どちらにしても、思春期の俺には刺し激げきが強すぎる。見たいか見たくないかでいえば満まん場じよう一いつ致ちコールド勝ちの勢いで見たいけども。

　とはいえ、妹のいる身だ。模も範はんにならなきゃいけないので、欲望に素す直なおな行動は取れん。

　俺が一人でもやっとした気持ちを抱かかえていると、何やら鴻こう巣のすさんが鈴すず付つきロープを軽く引きながら、部屋を明るく照らしている床ゆかに置かれたランタンを見つめていた。

「その灯あかり一つで随ずい分ぶんと明るくなるんですね？」

「それはこの空間が特とく殊しゆだからですよ。師曰いわく、この空間は全方向の壁かべが光を跳はね返かえしやすいのだとか」

「だったら電気スタンドでも間に合うんじゃないですか？　ランタンだと、いざという時に火災の可能性があるし、一酸化炭素中毒の危険もありますし……」

「あっ、それはあたしも知ってる！　初心者キャンパーがたまにやらかすよね。うちの田舎いなかでも二年に一回は近くのキャンプ場や河原から運はこび込こまれてくるし」

「……そもそも、向こうの世界のランタンは何を燃やして明かりにしているんだ？」

　俺の素そ朴ぼくな疑問にアインは近くに置いていたランタンを手に持ち、少し高く掲かかげる。

「ケベリンの脱だつ皮ぴした皮。凄すごく長く燃えるし明るいよ」

「沼ぬま地ちに住むとても大きな生き物なのですよ。死し骸がいを乾かん燥そうさせたものは一度火を点つければ簡単には消えず、放っておけば何十日も燃え続けるです」

　何となく大きな蛇へびを想像したが、分からん。向こうの人達が普ふ通つうに使っているなら毒ガスの心配はないだろうが、一酸化炭素中毒の危険性はまだ残るか。

　話を聞いていた鴻こう巣のすさんはロープを軽く揺ゆらし、リリンと先に付いた鈴すずを鳴らして、

「こうして向こうと繫つながっているのなら、電波は届かなくても電源コードやＬＡＮケーブルなら引けると思うんです。そうすれば電気スタンドも扇せん風ぷう機きも置けますよ」

「なるほどな。確かに、風が入ってこないから少し暑い気もするし、あった方がいいか」

　扇せん風ぷう機きは押おし入いれにあるし、俺の部屋にもあまり使わない間接照明がある。ルーターを置けばメッセージのやり取りやネット回線を使っての通話も出来るか。

「皆みな様さまが話している内容は知識不足で分からない部分も多いですが、そうした方がいいと言うのであれば従うですよ？」

「ああ、悪い話じゃないし、分かりそうな範はん囲いで説明はするよ。それより檸檬れもん、もうとっくに五分は過ぎてるんだからお前は勉強に戻もどれ」

「あえっ!?　こ、こんな面おも白しろ空くう間かんを目の前にして、それは厳しすぎるよお兄ちゃん！」

「アホか、気になるなら食後か風ふ呂ろの後にまた見みせて貰もらえ。鴻こう巣のすさんがいる間にしっかり勉強を見みて貰もらえよ」

「でもでもっ、加か奈なちゃんだって興味ありありだよねっ!?」

「魔ま法ほうには勿もち論ろん興味あるけれど、私としては檸檬れもんちゃんのテスト結果と夏休みの予定の方が気になるな。だから、戻もどりましょう？」

「うぶぅ……夏休みのことを出されると仕方ないかぁ……」

　うなだれた檸檬れもんは鴻こう巣のすさんに付つき添そわれ、のっそりとした動作で這はい蹲つくばり闇やみ色いろの出入り口から消えていった。続いて鴻こう巣のすさんもだが、さっきのことがあるので俺は離はなれた位置に移動済みだ。一度なら気の利きかない間ま抜ぬけで済むが、二度目ならわざとやってるむっつりスケベ野や郎ろう認にん定ていされても仕方ないので。

　二人が向こうに戻もどったところで、俺は改めてソフィに向き直り、

「さてと……少し遅おくれたが、俺の留守中に問題はなかったか？　特におっさんとの交こう渉しようで」

「はいです。最初にお互たがいの立場や目的を述べてから、この世界でのルールや滞たい在ざい中ちゆうに注意すべきことを教おしえて貰もらい、それから交こう渉しようや世間話で盛り上がりましたです。あの白しら木きというおじ様は話し上手で切れ者ですね。悪意は感じませんですが、つい気を緩ゆるめてしまいそうになって危なかったですよ」

　やはりというか、おっさんの評価は高い。聞いたら喜びそうだが、照れるおっさんは想像しただけでもキモくて厳しいものがある。

「んで、交こう渉しようの中で気になることはあったか？」

「はいっ。お昼に食べたお寿す司しというものがとても美お味いしかったですよ！」

「あれは良かった……堪たん能のうした……」

　……違ちがう、俺の聞きたかったのはその感想じゃない。そしてあのおっさん、恐おそらくこの二人が食べ物に弱いと気付いたな。というか、檸檬れもんを始めとして異世界組は食につられすぎだろ。

　育ちは関係ないから遺伝子レベルでそうなんだろうかと考えていると、ソフィが荷物の中から縦長の封ふう筒とうを取り出すのが見えた。たぶんあれはこっちの世界の物だ。

　封ふう筒とうを手にしたソフィは小走りに俺の元に来て、「はいです」とそれを差し出してきた。つい反射的に受け取って中を見てみると……一万円札がぎっしり。これ、百万の束ってヤツだ。それが二つも入っている。

「白しら木きのおじ様に、私達の世界の貨か幣へいや宝石と交こう換かんして貰もらったです。価値としてはかなり貰もらいすぎのはずですが、魔ま法ほうの実験に協力する約束もしたのでその契けい約やく金きん代わりとも言っていたですよ」

「…………魔ま法ほうってやっぱ儲もうかるんだなぁ。檸檬れもんもエグい稼かせぎ方かたしてたけど」

　当人はお小こ遣づかい倍増くらいにしか感じていないはずだが、あいつの銀行口座は知らないうちに桁けたが三つは増えている。あれに気付いたら受験勉強もしないでニート兼けん世界の支配者になりそうだから、そろそろ別の口座を作ってそっちに移うつし替かえる予定だが。

　にしても、こんな大金を目まの当あたりにすると、流石さすがに変な汗あせが出る。自分の物じゃないとはいえ、レアな経験を──

「色々とお世話になるので太た一いち様さまにお預けするですよ。余った分は差し上げるです。私達の世界では珍めずらしい絵画としての価値しかないですし」

「んなっ!?　やっ、それは駄だ目めだ、絶対に貰もらいすぎになる！」

「とはいえ、姫ひめ様さまを連れ帰るにしてもしないにしても、私達は戻もどる身ですし。物価についても聞きましたですが、どんなに贅ぜい沢たくしても使いきれないですよ？」

　確かにソフィの言うとおりだろう。俺も二百万を半月で使いきれと言われても無理だ。絶対に余る。檸檬れもんなら下手すりゃ半日で使いきるだろうけども。あの胆たん力りよくというか豪ごう放ほうさは田舎いなかの祖じ父いさんの影えい響きようを受けすぎている。

　とはいえ、これを受け取るのはマジで俺の人格形成に支障が起きそうな……だってバイト何時間分だよ？　週七で八時間入っても何ヶ月掛かけて稼かせぐ額になるんだろうか。

　これが余るのが数万くらいなら受け取ってもいいけど、高額すぎるのは拙まずい。欲ほしいが駄だ目めだ。頭の中に高校卒業後に買う予定の欲ほしいバイクがいくつも浮うかんでいるけども……！

　物欲に駆かられながらも俺は精せい一いつ杯ぱいの瘦やせ我が慢まんをし、封ふう筒とうの中から十万円だけ抜ぬき取とる。

「これだけあれば滞たい在ざい中ちゆうの食事や服の世話はしてやれるから、あとの金は社会見学……や、異世界見学か？　ともあれ、その感覚で気になったものを買ったりやったりするのに使ってみろよ。東京で高級料理食うと意外に一週間くらいで半分以下になるかもな」

「ふわわ、そんなにお高いのですか……！　そう考えると、あのたい焼きはとてもリーズナブルだったですね」

「ソフィ。僕、とにかく美お味いしい物をたくさん食べたい」

「……姉さん、目的を覚えているです？　姫ひめ様さまを連れ帰る為ために説得するのがメインですよ？」

　眉まゆを顰ひそめて姉を窘たしなめるソフィだが、アインは全く気にしない様子で、

「でも、姫ひめ様さまを説得出来る時間は制限されたよ？　それ以外はこの世界の情報収集に使えば有益でしょう？」

「むぐっ……姉さんは私欲と使命を上う手まく絡からめてくるですね……！」

「まあ、いいんじゃないか？　昼に食った寿す司しだって店が違ちがえばネタも工く夫ふうも違ちがうだろうし、肉だって向こうとは大分味が違ちがうだろうしな。こっちの世界じゃ海外の安い肉から最高級ブランド牛まで色々あるし、鶏とりや豚ぶたも美う味まいし。まあ、ドラゴンはいないけど」

「聞いているだけで涎よだれが出てしまいそうです……でも、わたし達もドラゴンは食べないですよ？　非常食として食べることはあるみたいですが、滅めつ多たにないです」

「……なるほど」

　既すでにこの世界で食べている人達がいると知ったら、果たしてソフィはどう思うんだろうか？　アインは『僕も食べたい』って言いそうだけど。

　ともあれ、だ。

「この世界に来るのが最初で最後っていうんならともかく、そうじゃないなら次回以降の為ために残しておいてもいいだろ。白しら木きのおっさんに言えばどうにかして銀行口座くらい用意してくれるだろうしな。あ、銀行って分かるか？　メインは金銭を預けて必要な時に引き出せるシステムなんだが、両りよう替がえ商しようでも通じるんかな？」

「似たような商売はわたし達の世界でもあるですよ。商人と貴族向けで、一いつ般ぱん民みん衆しゆうには縁えんのないものなので、わたしも使ったことはないですが」

「魔ま法ほうが使える人間と騎き士しは一いつ般ぱん民みん衆しゆうと程ほど遠とおい存在に思えるけどなぁ。まだ若いから縁えんがないのかもだけど……と、そういや二人は何歳なんだ？」

　気にはなっていたが訊ききそびれていたことを訊きいてみると、ソフィはどこか嬉うれしそうに明るい顔になり、

「交こう渉しようの後で雑談がてらおじ様と話をして、姫ひめ様さまの封ふう印いんが解けた時期から計算してみたところ、わたし達は十六歳なのですよ。つまり姫ひめ様さまの一つ年上ですねっ」

「………………ん？　え、あれ？　ということは、双ふた子ごなのか？」

　似ている部分はあるけれど、その可能性は全然考えてなかった。雰ふん囲い気きもだけど、何しろサイズが違ちがいすぎる。

　しかしソフィとアインはほぼ同時に首を縦に振ふり、

「そうですよ、同じ日に生まれた姉し妹まいなのです。あまり似ていないので、これを聞くと皆みなさん驚おどろくのですよ」

　俺と同じか年上でも全然通用するアインと、檸檬れもんと同じ中学生の方がしっくりくるソフィが、よもやの双ふた子ご。そりゃあ驚おどろくよ。

　目の色以外あまり共通点のない二人を交こう互ごに見て、二に卵らん性せいの双ふた子ごなんだろうと確信しつつ、俺は改めてソフィに問とい掛かけた。

「話を戻もどすが、檸檬れもんの説得以外の時間は、こっちの世界を満まん喫きつしてくれよ。俺も檸檬れもんもテスト前だが協力出来る部分はするし、俺達が学校の時間は平たいらさんか白しら木きのおっさんの伝つ手てで案あん内ないして貰もらうようにするから」

「それは……本当にありがたいのですが、そこまでして頂かなくても……」

「こういう言い方はアレだけど、大したことはしないよ。テストや用事を優先するから断ることもあるだろうし、無理なくやれる範はん囲いの話だ。だから遠えん慮りよなく言ってくれていい」

　身を削けずってまで尽つくすんじゃなくて、あくまでも空いている手を貸そうって話だ。それに、何の意図もなくただ親切にする訳でもない。

「檸檬れもんはこっちで育った俺の家族だが、そっちの世界には他の親族や関わりのある人達がいるんだしな。喧けん嘩か別わかれしたくないし、それなりにいい付き合い方が出来たらなと思ってるんだよ」

「太た一いち様さま……そこまでわたし達や姫ひめ様さまのことを考えて……」

「ソフィ。こういう時は『ありがとうございます、感謝します』でいいんだよ？」

　おお、珍めずらしくアインが姉っぽい振ふる舞まいを。年ねん齢れいは同じだし、しっかりしているのはソフィの方だろうが、こういう気風はやはり姉として育てられたからなのかもだ。

　ちょっとした感動的シーンだが、ひとまず確かく認にんしたいことは訊きけたし言いたいことも言えた。となると、次にすべきはこの空間に電源や電化製品を持ち込んで快適に過ごす準備だ。

「んじゃ、とりあえず俺は外に出て、平たいらさんと連れん絡らく取りつつ必要そうな物を揃そろえるわ。二人共、飯の時間まで好きにしていていいけど、二階で勉強している邪じや魔まはしないでくれな？」

「はいですっ。太た一いち様さま、様々な便べん宜ぎと配はい慮りよ、本当に助かるです。ありがとうございます！」

「僕からも。ありがとうね」

「や、これくらいはさせてくれ。檸檬れもんを連れていくのには反対する立場だしな」

　そう、二人の本当にしたいことには協力出来ない。それでいて気持ち良く帰って欲しいと思っているんだから、協力するのは当然だろう。

　なのでそんなにキラキラした目で見られると、照れるし居い心ごこ地ちが悪くなる。ここはさっさと退散すべきだ。

「二階の自室にいるから、何かあったら気軽に言ってくれ。それじゃ」

　軽く手を挙げて別れを告げてから闇やみ色いろの出入り口前に移動し、四よつん這ばいになって黒い長方形の中に暖簾のれんを潜くぐる感じで頭から突っ込む。

　入った時と同じで特に妙みような感覚もなく通とおり抜ぬけてリビングに戻もどる……はず、だったが。

　何な故ぜか抜ぬけ出でた先も暗いままだった。

「……ん？　これはどういう──」

「ひあぁっ?!」

　進むか戻もどるかしようとした瞬しゆん間かん、真上から悲鳴に近い声がすると共に、暗かった視界が一気に見慣れたリビングになる。

　ただ一つさっきまでと違ちがうのは、目の前に平たいらさんがいること。

　恐おそらく俺と同じで謎なぞのロープが気になり棚たなの前まで来たところで、タイミング悪く俺が出てきて、それに驚おどろいて尻しり餅もちをついて倒たおれてしまった……と。

　さらに運が悪いことに、どうやら俺の頭は平たいらさんのスカートの中に突っ込まれた状態だったようで、倒たおれた拍ひよう子しに平たいらさんの丈たけの長いスカートは大だい胆たんにめくれ上がってしまっていて──

「…………っ?!　み、見えましたか？」

　慌あわてて足を閉じスカートを正しながら訊きいてくる平たいらさんに、俺は咄とつ嗟さに優やさしい噓うそを吐つこうと、

「──見えましたよね？」

　最も早はやそれは質問ではなく確かく認にんだった。しかも鋭するどい目が、噓うそや誤ご魔ま化かしは許さないと力強く訴うつたえている。

　こうなるともう正直に言うしかない。

「…………す、少しだけ」

「……………………」

「………………あの、」

「……………………」

「………………ええと、」

「…………………………責任、取って下さいね」

「…………………………はい」

　無言の圧力に屈くつした後でぼそりと呟つぶやかれ、俺には頷うなずく以外の選せん択たく肢しは残されていなかった。














三　ハサミと魔法は使いよう









　アインルッテとソフィーリヤの双ふた子ごが我が家に来てから、四日目。俺は来週頭から、檸檬れもんは明日から期末テストという水曜日の午後に、その事件は起こった。

「はー……来週からテストってしんどいなぁ。何がしんどいって、部活で気晴らし出来ないのがしんどいわ」

　ＳＨＲが何事もなく終わった直後、あちこちで話し声と席を立つ音がする中で前の席の加か藤とうが振ふり向むいてだるそうな顔を見せてきた。

　俺は鞄かばんの中に教科書類を仕し舞まいつつ、おかしなことを言う加か藤とうに素そ朴ぼくな質問をする。

「部活って、お前とっくに引退試合は終わっただろ。卓たつ球きゆう部ぶは例年通り地区予選で敗退したって言ったの、お前だぞ？」

「おう、引退はした。だから遊びで参加してる。気晴らしと後こう輩はいの練習相手になる為ためにな」

「うちの卓たつ球きゆう部ぶ、そんなに人数少なかったっけ？」

「女子部はそこそこいるんだけどなー。男子は団体戦ギリの人数よ。しかも殆ほとんどが二年で、来年の新入部員次し第だいでは同好会落ちの危機だわ。だから退いた俺らも協力してだな……」

「そんなこと言って、面めん倒どうな先せん輩ぱいだと思われてるってオチになるなよ。部活経験のない俺が言うのも何だが、先せん輩ぱい風かぜ吹ふかして快く受け入れられるケースってあんまないぞ」

「ぐっ……俺はほら、女子部とも上う手まくやってたし！」

「あっちの部長に告白してフられたって聞いたけど、それでもか？」

「………………い、一度フられただけだから。まだ敗北は決まってないんだ……！」

　大ダメージを受けた顔をしながらもこの減らず口。なかなかにしぶとい奴だ。

「その精神力でちゃんと勉強すれば期末も受験も何とでもなりそうなんだけどなぁ……」

「それとこれは別物だ。進んでやりたいことと嫌いや々いやでやってることを同列で語るなよ」

　何でこうも情けないことを堂々と言えるのか。もしかしたらこいつ、意外と大物なのかもしれない。

「気持ちは分かるが、だとしてもだな…………ん？」

「なんか騒さわがしいな？」

　教室の外からざわついた声が聞こえてきて、俺は加か藤とうと顔を見合わせる。この感じはあれだ、授業中にどこからか校庭に犬が迷まよい込こんだのを見つけた時に似ていた。

　とはいえ三階の廊ろう下かに犬が入ってくるなんてまずあり得ないから、原因はもっと別の何かだろうなとぼんやり考えて、

「──おおっと、いたいた！　お兄ちゃん発見！」

　…………迷い犬の方が億倍マシだった。

　教室の入り口に現れたのは制服姿の檸檬れもんで、他人の振ふりをしたいけど真まっ直すぐ俺の元へとやってくる。周囲のざわめきなんて関係なしだ。しかも来客用のスリッパすら履はかずに靴くつ下したのままで、スニーカーは右手に持っていた。

「……おい、お兄ちゃんってお前のことじゃね？」

「………………」

　指で突つっつかれるが、ノーコメントを貫つらぬくのが関の山だ。

　急ぎ足で近寄ってきた妹に対してどうすりゃいいのか分からずにいると、檸檬れもんは俺の席まで来くるや否いなや二にの腕うでを鷲わし摑づかみにしてきて、

「ちょいちょいっ、急ぎの用なの！　お兄ちゃんも付き合って！」

「なっ、おい、そんなに引っ張るな！　用があるなら連れん絡らく入れればそれで、」

「それじゃ遅おそすぎるの！　ほらほら行くよ早く行くよっ」

　ぐいぐいと女子とは思えない勢いで引っ張られ、俺は鞄かばん片手に教室の外へと連れ出される。加か藤とうのポカンとした顔や他の連中の物言いたげな表情を見ると、明日の反応が今から怖こわい。平へい穏おんに目立つことなく三年の一学期も終わりかけていたのに、まさかこのタイミングで妹いもうと爆ばく弾だんが投下されるとは。

　ナーバスになる俺に構わず檸檬れもんは手を引いたまま廊ろう下かを早足で歩き、差さし掛かかった階段を下がるのではなく上がっていく。四階フロアを通り過ぎ、まだ上へ。

「……おい、うちの校舎は屋上開放されてないぞ？」

「知ってるよ、さっき来たから！　でも関係ないし！」

「…………？」

　そりゃどういう意味なのか訊たずねる前に、俺達は最上階に辿たどり着つき屋上へと繫つながるドアの前に出た。確かめてはいないが、ここは普ふ段だん施せ錠じようされているので出られない。

　しかし足を止めた檸檬れもんはにかっと笑い、

「人が来ない所ならどこでも良かったんだよ。それじゃお兄ちゃん、いっくよ──」

「ちょっ、待て檸檬れもん、」

「──ジャーンプ！」

　俺の制止を聞かず言葉通りにその場で高く跳とんだ檸檬れもんの頭上と足あし下もとに白い光が輝かがやく。

　何度か経験があるのでこれがどういうことなのかはすぐに分かったが、それに大して意味はない。分かったところでどうすることも出来ず、視界が白く埋うめ尽つくされた次の瞬しゆん間かんには光が収まり、俺の目には見慣れた玄げん関かんが映っていた。

「……おい、どういうことだ？」

「急ぎの用件なの！　いいじゃん、すぐに帰れたんだから」

「上うわ履ばきのままだし、靴くつは下げ駄た箱ばこの中だろうが。取りに行く時間もなかったのか？」

「…………事態はこうしている間にも悪化しているの！　一分一秒も惜おしむんだよ！」

　キリッとした表情で言いやがるが、その反応でもう分かった。こいつ、俺の靴くつのことを考えてなかっただけだ。

「ったく……明日は色々と面めん倒どうだな……」

「あっ、お兄ちゃん、脱ぬぐだけじゃなくて履はき替かえて！　すぐ出るから！」

　とりあえず上うわ履ばきを脱ぬいで家に上がろうとしていた俺に、ほんのり気まずさを表情に滲にじませつつ檸檬れもんが指示を飛ばしてくる。

　理由を訊きこうとしたが、その前にリビングからアインとソフィが揃そろって玄げん関かんへとやってきた。しかも俺達が用意した普ふ段だん着ぎじゃなくて、来た時のローブのような外がい套とうを羽織った暑そうな姿でだ。

「姫ひめ様さま、わたし達は準じゆん備び万ばん端たんですっ。ですが本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「ヘーキヘーキ、五人までなら経験があるし、感覚的にはその倍だって余よ裕ゆうだよ。んじゃ、靴くつ履はいたら行こっか！」

「はいです！」

「……頑がん張ばるね」

　何やら盛り上がっている三人の様子に、俺は口が挟はさめず運動用のスニーカーを履はく。

　いやマジでどういうことなのか。この面メン子ツで出で掛かけるのはいいけど、どこに何をしに行くのかちっとも分からん。

　……と、何かの革で出来た靴くつを二人が履はいたのを見計らってか、檸檬れもんが俺の腕うでをしっかり摑つかんできた。反対の手はアインの腕うでを摑つかみ、姉し妹まいは仲良く手を繫つないでいる。

「それじゃ、もっかい行くよー…………えーっと、前に行ったフィリピンがあの感じだから、今回は……」

「おい待て、まさかお前、」

「話は向こうで聞くねっ。せーのっ──スーパージャーンプ！」

　子供っぽい掛かけ声ごえと共に、またも上下に白い光が溢あふれ出だす。

　俺が咄とつ嗟さに出来たのは、持っていた鞄かばんを手放すことくらいで、次の瞬しゆん間かんにはまたしても視界が真っ白に染まり──

　次に見えたのは、荒あら々あらしい山々と、もうもうと立ち上る噴ふん煙えんだった。

「……………………想定外にも程ほどがある画面だなぁ……」

　屋内から大自然の真まっ只ただ中なかに移動した上に、空中に浮ういていた。檸檬れもんが摑つかんでいるからだろうけど、これなら靴くつを履はき替かえる必要なかったんじゃとぼんやり思う。

　……というか、これ…………なんか……

「暑い……しかも空気が乾かん燥そうしてて、喉のどが痛いぞ……？」

「……こんなの着るんじゃなかった……」

「ね、姉さんっ、それは言っちゃ駄だ目めです！　これはわたし達の為ために師兄方が用意してくれた火にも矢にも強い特別な織おり物もので………………うぅ……」

　フォローの言葉も途と中ちゆうで力ちから尽つきて、ソフィは早くも辛つらそうな表情になっていた。俺の制服は夏仕様で半はん袖そでのカッターシャツだからまだマシだが、秋冬の格好としか思えない二人は大変だ。

　にしても、暑い。あとなんか妙みような音が聞こえるというか……これは、地鳴りなんだろうか？

「……おい、檸檬れもん。尋じん常じようじゃない感じがするけど、ここはどこで何が起きてるんだ？」

「見ての通り、インドネシアだよ！　そして現在、あの山が噴ふん火かでカウントダウン中なんだって！」

　なるほど。見ても聞いても意味不明だ。

　見ただけで分かる程ほどインドネシアに詳くわしくないし、何より山が噴ふん火かと言われても…………？

「……なんかあの山やま肌はだ……赤黒いのが動いてないか？」

「ああうん、先に一発噴ふん火かしちゃったんだって。でもあの火山の規模を考えると、もっとどでかいのが続けてくる可能性が高くて、そうなると向こうの町にも凄すごい被ひ害がいが出るから食い止めて欲しいって言われたの」

　つまりあの動いているのはマグマか。そういや溶よう岩がんとマグマの違ちがいって何だったか、後で調べてみよう。全部が落ち着いて、無事に我が家へと帰き還かんしてからの話だが。

「……で、アイン達は？」

「あたしの魔ま法ほうを見みて貰もらおうと思って！　あとね、お兄ちゃんを守まもって貰もらう要員です。ちょおーっと全力出しちゃうから、そうするとお兄ちゃんのカバーまで出来ないかもだし」

「あっ、わたしが姫ひめ様さまにお願いしていたですよ！　もし姫ひめ様さまが大だい規き模ぼ魔ま法ほうを使う際には是ぜ非ひ見学させて欲しいですと」

「……まあそれは分かったけど。俺は何で連れてこられたんだ？」

「だってお兄ちゃん、海外に行く時は事前に言えってうるさいじゃん。いつ本命の噴ふん火かが起こるか分からないって言われたし、動画も撮とって貰もらいたいし」

「最後のは完全に余計だろ……」

「そーでもないよ？　投とう稿こう用ようの動画が欲ほしいのはあたしだけだけど、何をどうしたのか後で見せて欲しいって言われてんの。この辺一帯は立ち入り禁止になってて、この状じよう況きようじゃドローンも飛ばせないから、お兄ちゃんに頼たのむしかないじゃん？」

　言いながら檸檬れもんは前に白しら木きのおっさんから渡わたされたスマホを取り出して、俺に差し出してくる。

　断りたいが、こいつの言い分も多少納なつ得とくがいったので、俺は仕方なくスマホを受け取りカメラを起動させた。

「さてさて、それじゃ一つ働いてこよっかなー。あ、ソフィ、あたしの代わりに魔ま法ほうで浮ういててくれる？」

「はいです、少々お待ちを。……［友なる風精よ、我が意に添って皆みなを大地の楔くさびより解き放ち賜たまえ──『翔翼群リライベル』］」

　ソフィは前に檸檬れもんが唱えていたのと似たような呪じゆ文もんを、早口かつ抑よく揚ようをつけて歌うように口ずさんだ。

　すると体がふわりと浮うき上あがる感覚に襲おそわれる。さっきまでは檸檬れもんが摑つかんでいるから浮ういていたが、試ためしに手を離はなさせてみても、見事に浮ういたままだ。

　それを見ていた檸檬れもんはややびっくりした顔をして、

「へええ、自分以外も飛べるように出来るんだ？　どうやんの？」

「対象を広げるだけです。ただ、複数人にかけてもコントロールはわたしが行うので、それぞれが自由に飛べる訳じゃないのですよ」

　なるほど、だから下に行きたいと思っても動かずただ浮ういているだけなのか。正直、自由に空が飛べるのかと思ってワクワクしていたのに、残念だ。

「なかなかやるなー……じゃあ次はあたしの番だね！　世界を征せいする偉い大だいな魔ま法ほう使つかいっぷりを見せたげるよ！」

　ソフィの魔ま法ほうに刺し激げきされたようで、檸檬れもんは気合い十分で火山の方へと飛んでいく。止める間もなく、ソフィの「あのっ、お気を付けて！」の声もたぶん届いてない。

「しかし、火山か……あいつどうするつもりなんだろうな」

「山が火を噴ふくの？」

「それもあるが、あんなふうに溶よう岩がんが外に流れて火事を起こすのも危険なはずだ。あとは火山灰や吹ふき飛とばされた岩なんかも問題になるな。というか、俺達も危ない」

「そ、想像していたより大事みたいですね……姫ひめ様さまは大だい丈じよう夫ぶなのですか……？」

　心配そうに檸檬れもんを見つめるソフィと、その横で同じような表情をしているアイン。こうしてみるとやっぱり似ている。

　さて、二人をハラハラさせている檸檬れもんはというと、かなり離はなれた火山の火口上空に移動していた。こっちに向かってブンブン手を振ふって何か言っているが、地鳴りめいた音が凄すごくて全然聞こえない。

「姫ひめ様さまは何と仰おつしやっているんですかね……？」

「たぶん『今からやるから、ちゃんと撮とっててね』だろうな」

「分かるの？」

「あいつの言うことだから、何となくだが。流石さすがに何をやる気なのかまでは……」

　話しているうちに、檸檬れもんが両手を上げて声を上げ始めた。やっぱり聞こえないが、あれは呪じゆ文もんを唱えているんだろう。

　大おお技わざや使い慣れていない魔ま法ほうの場合はちゃんと詠えい唱しようしないと上う手まく発動しないと前に言っていたから、噴ふん火かをどうにかする為ためにかなり強力な魔ま法ほうを使うつもりらしい。

　俺はその様をスマホで録画しながら見守っていたが、変化はすぐに起こった。

　両手を掲かかげた檸檬れもんの頭上に、巨きよ大だいな水の塊かたまりが現れた。マジででかくて、下の檸檬れもんがサイズ比で小人に見える。学校のプールよりずっと多くありそうで、しかも渦うずを巻くようにして動いていた。

「あ、あれはまさか『轟ナザ竜バロ水ーム』です!?」

「それはどんな魔ま法ほうなんだ？」

　驚おどろき声を上げるソフィに問いかけると、

「大師ハバムがクーデターの際に皆みなを逃にがす為ために使ったと言われる、城を埋うめ尽つくす程ほどの水を召しよう喚かんし一気に放出する魔ま法ほうなのです。敵を殺さず陣じん地ち制せい圧あつも同時に行える魔ま法ほうなのですが、わたし程度の魔ま力りよくでは実現不可能な大だい魔ま法ほうなのですよ……！」

　興奮した面おも持もちで説明してくれるソフィに、目を丸くしているアイン。

　だが、そんな二人と違ちがって、俺は嫌いやな予感しかしない。
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「……あいつまさか、あっちに使う気じゃないだろうな……」

「はいです？　まさかとは……？」

　ソフィの疑問に答えるのにも、檸檬れもんに確かく認にんを取る時間もなく、大量の水は高々と天に昇のぼるようにしてから、一気に真っ逆様に塊かたまりのまま落ちていった。

　注がれる先は溶よう岩がんの流れ落ちる山やま肌はだではなくて、その噴ふん出しゆつ元もとである火口の中で、

「やばっ!?　二人共耳を塞ふさげっ！」

　ぞぞわっと悪お寒かんが背筋を走はしり抜ぬけ、俺は咄とつ嗟さに近くで浮うく姉し妹まいの外がい套とうを空いていた左手一つで纏まとめて摑つかむ。

「え？」

「何な故ぜにで──」

　意味が分からないという顔をしながらも二人が素す直なおに耳へ手を当てた瞬しゆん間かん。

　閃せん光こうと共に火山は大だい爆ばく発はつを起こし、鼓こ膜まくが破れそうな轟ごう音おんと熱い爆ばく風ふうが襲おそい掛かかってきた。

「ふぇぇぇぇぇぇええっ!?　なっ、ど、何なに故ゆえにですかっ?!」

「…………驚おどろいた……」

　ちゃんと耳を塞ふさいでいたのとしっかり外がい套とうを摑つかんでいたのと、あとソフィが魔ま法ほうの制せい御ぎよを手放さずにいてくれたおかげか、俺達は吹ふき飛とばされることも大したダメージを受けることもなく済んだ。ただし俺は耳の奥がキーンとしていて、ちょっと頭もふらつく。スマホも構えていたから耳を塞ふさげなくて、鼓こ膜まくが破れないよう口を開けて対応するのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　離はなれたこの場所でも結構な衝しよう撃げきと爆ばく風ふうがあったが、火口の真上にいた檸檬れもんはというと……影かげも形もなくなっている。

「あ、あわわわわわ…………姫ひめ様さまが、木こっ端ぱ微み塵じんに……!?」

「いや、たぶん違ちがうぞ」

「えっ?!　まさかあのタイミングで回かい避ひしたのです!?」

「違ちがうよ。姫ひめ様さま、爆ばく発はつに吞のみ込こまれてた」

　最後まで目を離はなさずに見ていたらしいアインだが、俺が「まあそうだろうな」と呟つぶやくと困こん惑わくするように眉まゆ根ねを寄せた。

　慌あわてず騒さわがず悲ひ嘆たんにも暮れていない理由が分からないからだろうが、俺が説明するよりも早く、それは上空から落ちてきた。

「ふあぁ、びっくりしたよ。正直死ぬかと思っちゃった」

「姫ひめ様さまぁっ!?　ご無事で何よりなのです！」

「……安心した」

「全然無事じゃないってば。物もの凄すごい縦回転で飛ばされたから頭がフラフラするし、服もちょっと焦こげちゃったし……！」

　確かに、セーラー服のあちこちが焦こげたり穴が空いたりしていて、無む惨ざんな有あり様さまだ。もう一着予備があるとはいえ、一年の時に買った物で一回り小さくてピチピチになりそうな気がする。

「でもどうして爆ばく発はつしたのかな。偶ぐう然ぜん噴ふん火かのタイミングと重なっただけ？」

「お前はもっと勉強しろ。マグマなんて超ちよう高こう温おんのものに水なんてぶっかけたら水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを起こすくらい考こう慮りよしとけよ」

「……ああー、なんかの漫まん画がで読んだ気もする……」

「よく分からないですが、姫ひめ様さまにお怪け我ががないようでホッとしましたですよ。でも、服がそんなになっているのに傷一つないです……？」

　制服の破損にヘコみまくる檸檬れもんをまじまじと見ながらソフィが呟つぶやくと、秋の空より変化が早いうちの妹はにんまり笑い、

「ふっふー、凄すごいでしょ？　あたしの体は『聖なる揺ゆり籠かご』で常に守られているのです。爆ばく発はつの一つや二つじゃ擦すり傷きずだって出来ないんだから！」

　その割に『死ぬかと思った』と言っていたが。まあ実際、爆ばく発はつに巻き込まれたら凄すさまじい恐きよう怖ふだろうし、傷はなくともド派手に吹ふっ飛とんだみたいだからその感想も分かる。

　俺が突っ込まずにいると、ドヤ顔の檸檬れもんをソフィは本気で尊敬の目で見つめていて、

「『聖なる揺ゆり籠かご』……！　あの大師ハバムが創作したという伝説の防ぼう護ご魔ま法ほうですかっ。単なる攻こう撃げきだけでなく毒をも跳はね返かえし、水中でも難なく過ごせるという伝説の魔ま法ほうです！　そんな大だい魔ま法ほうまで使えるだなんて、姫ひめ様さまの魔ま力りよくは底なしですか……！」

「おお……お兄ちゃん、あたしこんなに褒ほめられたの初めてかも……感動に心が震ふるえているよ……！」

　感動しているのはソフィのはずだが、どうしてこいつまで感かん極きわまっているんだか。

　というか、無事なのは良かったが問題は何一つ解決していない。むしろ悪化した説まである。

　さっき爆ばく発はつした火山を見てみれば、

「火口の一部が吹ふき飛とんだか……見てみろ、さっきより大量に溶よう岩がんが流れ出てるぞ。あれはどうにかしないと拙まずいな」

「水で冷やすのはダメなの？　それとも氷の魔ま法ほうで大元のマグマを凍こおらせるとか？」

「あれを水で冷やすとなると大量に必要になって、水害で土地が駄だ目めになりかねないな。それと檸檬れもん、噴ふん火かは山の中だけじゃなくて、地面の下にあるマグマが大元のはずだぞ。火口付近だけ凍こおらせても、たぶん蓋ふたをして凍こおらせるのと同じで噴ふん火か自体は止められないんじゃないか？」

「うぐ……流石さすがに地面の奥おく深ふかくを凍こおらせるのは厳しいかなぁ……」

「被ひ害がいを減らすって方針でいくなら、噴ふん火かじゃなくて溶よう岩がんをどうにかするべきなんじゃないか？　森林火災と……あと向こうに町があるっぽいから、そっちに行かないようにさせるとか」

　今、溶よう岩がんが流れているのは岩いわ肌はだになっている部分だから大だい丈じよう夫ぶだが、さらに進んで裾すそ野のまで到とう達たつすると木々で埋うめ尽つくされている。あそこに溶よう岩がんが流れ込んだら大火災は間ま違ちがいないし、その奥にある町に被ひ害がいが広がるのは確かく定てい事じ項こうだろう。

　となると、そうならないようにするべきだが……どうしたもんだか。火災を防ぐ為ために、檸檬れもんの提案通り森しん林りん破は壊かいになるのを承知で水を使うのも必要な判断かもしれない。

　壊こわれた火口からはどんどん溶よう岩がんが流れ出ているし、熱気は離はなれたここまで届いてきている。早く決めないと手て遅おくれになるが、果たして何が正解なのか。

「あの、太た一いち様さま。あれをどうにかすればいいですか？」

　キャパオーバーで悩なやむ俺に声を掛かけてきたのはソフィで、指さしているのは問題の溶よう岩がんだ。

「ああ、噴ふん火か自じ体たいを止めるのは現実的じゃないし、火山灰は今のところ大したことないみたいだしな。あの溶よう岩がんを止めて火か災さい被ひ害がいを防げたら御おんの字じだろ」

「でしたらわたし達がやってみるですよ」

「ん？　ソフィ……と、アインもか？」

　提案した妹だけでなく、姉のアインも外がい套とうの下から大きな革かわ袋ぶくろと……そして対ついの手に、どこに持っていたのか剣けんを握にぎっていた。重そうで刃やいばも付いた立派な武器だ。

「姉さん、『土壁ドロア』の石は複数あるですね？　それと『氷雪花ヒルビアス』の石も」

「あるよ。土が七つ、氷が五つ」

「それだけあれば足りるはずです。手て筈はずは──」

「分かるから、位置だけ指示して」

　何やら順調に話は進んでいて、双ふた子ごの会議はすぐに終わった。俺達兄きよう妹だいは口を挟はさむ隙すきもなく見つめるだけだったが、外がい套とうをマントのように後ろに流したソフィがにこりと微ほほ笑えみ、

「それでは姫ひめ様さま、行って参りますです。失敗した際は後始末を任せてしまうですが……」

「あ、うん、それは別に構わないけど……」

　珍めずらしく受け身な対応の檸檬れもんが考えていることは分かる。アインの用意している石は魔ま法ほうが封ふうじられているものだろうが、それをどう使えばあの大量の溶よう岩がんを止められるのか気になっているんだろう。

「それでは、行ってくるですよ！」

「……見てて」

　意い気き込ごみに温度差のあるコメントを残し、双ふた子ごは火山の方へと飛んでいく。ただしソフィは溶よう岩がんが広がりつつある向かう先の地面に降り立ち、アインは溶よう岩がんの流れているすぐ先に浮ういたまま止まり、何かを投げるような仕草を見せた。

　その直後、地面から大きな土の壁かべがそそり立つ。溶よう岩がんを通さないように、というよりは、進路を変えるべく斜ななめに当たる形だ。

　しかも一つだけじゃなくて、二つ三つと次々に土つち壁かべが出来上がり、その壁かべにアインが手で触ふれていくのが見えた。

「なるほどな。流れを変えて、川の方へ誘ゆう導どうするのか」

「んー……でも無理じゃないかなぁ。間近で見たら分かるけど、溶よう岩がんってかなりパワーあるよ。土つち壁かべじゃ壊こわれちゃうんじゃ…………あれ？」

「溶よう岩がんとぶつかったみたいだが、無事に残ってるな。成功なんじゃないか？」

「ええぇ、どーしてなんで意味分かんない！　あの魔ま法ほう、土を固めただけだから大して硬かたくないはずなのに……」

「あそこの山やま肌はだが岩で硬かたいからじゃないか？　それと、たぶんアインが何かやってるな」

「へ？　何かって、何を？」

「もう一つ魔ま法ほうの石があっただろ。あれで土つち壁かべを凍こおらせてるんじゃないか？」

「ううーん……でも溶よう岩がんで溶とけちゃいそうに思えるけど……」

「錬れん封ぷう魔ま法ほうってやつで状じよう態たい維い持じさせてるんだろ」

　でなければ、わざわざ土つち壁かべに触ふれている理由が説明出来ない。あの戸と棚だなから白い広々空間に繫つなげた魔ま法ほうは、本来なら一日で消えてしまうところを錬れん封ぷう魔ま法ほうで何日も保たせることが出来るという。説明だけだと詳くわしい効果は分からなかったが、魔ま法ほうの強化が出来るのとは少し違ちがう感じがした。

　なら、土つち壁かべが凍こおった状態を維い持じする……或あるいは土つち壁かべと氷の魔ま法ほうを一体化させる。順当に考えればそんなところだろう。

　そして地上に降りたソフィはというと、向こうでも変化が起きていた。

「あれ……俺の気のせいじゃなければ、地面が傾かたむいてないか？」

　ソフィが立っている所は坂になっていたが、その傾けい斜しやが変わっているように見えた。微び妙みように右手側の川のある方に傾かたむいている……気がする。

　確信の持てない俺の指し摘てきに、檸檬れもんは「どこどこ？」と目を向けて、手で庇ひさしを作りじっと見つめてから、

「気のせいなんかじゃないよ！　あああ、そっかそっかぁ、その手があったかー……！」

　感心と興奮で手をバタバタさせた檸檬れもんは、俺の腕うでをぐいぐい引っ張り、

「ほらっ、前にあたしが温泉掘ほった魔ま法ほうがあるじゃん？　あれを上う手まいこと使って、地面を斜ななめにしたんだよ！」

「なるほどな。ヘコませて角度をつけたのか」

　言われてみればそれが一番確かな方法だが、よく思い付いたもんだ。

　仕事を終えたソフィは再び宙に舞まい、火口の方へと移動する。見ればアインも火口近くにいて、剣けんを片手に爆ばく発はつで壊こわれた場所を眺ながめていた。

　ややあって二人は合流し、何かを確かく認にんし合あうように身み振ぶり付きで会話している。距きよ離りがある上に地鳴りが酷ひどくて全然聞こえないが、二言三言で用は済んだらしく、差し出されたアインの手をソフィが握にぎるのが見えた。

　その状態でソフィが何やら呟つぶやいている横顔が見えて、手を繫つなぐアインは徐おもむろに握にぎっていた剣けんを振ふり被かぶり……

「──！」

「……っ」

　ソフィが呪じゆ文もんらしきものを唱え終わるのと同時に、アインが剣けんを火口付近へと投げつけた。

　その瞬しゆん間かん起こった光景に、俺は感かん嘆たんの声を上げてしまう。

「おお、剣けんが氷の塊かたまりに……！」

　空中で巨きよ大だいな氷柱と化した剣けんは、そのまま爆ばく発はつで壊こわれて溶よう岩がんが広く流れ出ていた箇か所しよに突つき刺ささる。そしてそれが横よこ倒だおしになることで、溶よう岩がんの流出を限定する堰せきの役割を果たした。

「あれは『月氷牙グレイアス』かなぁ。そっか、あれで冷やされた溶よう岩がんが固まったら魔ま法ほうが消えても防ぼう波は堤てい代がわりになるんだ……！」

「でもあれ、溶よう岩がんが冷えてそれなりの形になる前に溶とけるんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。『月氷牙グレイアス』って魔ま力りよくたっぷりの氷だから、普ふ通つうの熱じゃ溶とけないもん。魔ま力りよくの込こめられた炎ほのおじゃないと。すっごく硬かたいから簡単には傷も付かないし」

「なるほど。けど、だったら途と中ちゆうの土つち壁かべもその魔ま法ほうで代用すれば良くないか？」

「あれ、すんごい魔ま力りよく使うんだよ。普ふ通つうの魔ま術じゆつ師しならあの半分のサイズで魔ま力りよくゲージが赤あか点てん滅めつしちゃうんじゃないかなぁ。あたしなら何連発してもへっちゃらだけど」

「そうなのか。というかお前、そういう比ひ較かく出で来きる魔ま法ほう知ち識しきはあるんだな？」

「だって『月氷牙グレイアス』の説明の時、おっちゃんが凄すごく自じ慢まんしてきたから……自分の魔ま力りよく量りようは凄すごいんだぞアピールがしつこくてさー」

　うんざり顔の檸檬れもんが言っている内容はソフィに聞かせられないものだ。偉えらい人だろうに、知らないところでガンガン評価が下げられていくなんて可哀想かわいそうすぎる。まあ絶対忘れられない記き憶おくとして知らないおっさんの自じ慢まん話ばなしがあるんだから、檸檬れもんにも同情するが。

　余談はこの辺りで止めておくとして、どうやら溶よう岩がんの処理はある程度出来たように見えた。

「あの二人にすっかり助けられたな。檸檬れもん、ちゃんと礼を言っとけよ？」

「むぐっ……あ、あたしだって対処出来たし！　いざとなったら地割れ起こしてそこに溶よう岩がんを流し込めば良かったんだから！」

「いや全然良くねぇよ。なんだその散らかった部屋を掃そう除じするんじゃなくて、全部捨ててなかったことにするような発想は」

「お兄ちゃん、地球の大きさに比べればそれくらい大したことないよ。ほら、カエサルのものはカエサルに、って言うじゃん。地面の下から出てくる溶よう岩がんを地面の下に返すだけだよ！」

「その理り屈くつよりお前がカエサルを知っていることが衝しよう撃げきだよ……」

「試し験けん範はん囲いに出てくるんだもん。あと加か奈なちゃんが『カエサルのものをカエサルに返さざる』って呟つぶやいてたのがなんかウケて、意味はあんまし覚えてないけど言葉はバッチリ覚えたんだー」

　またしても本人の知らないところで評判に傷が付きかねない発言が。鴻こう巣のすさんにもカエサルにも謝れと言いたい。

　しかし実行する前に、双ふた子ご姉し妹まいが心なしかやり遂とげた表情で空を飛んで戻もどってきた。

「ひとまずの対処はしましたです。後は流れ出る量が多くなるのなら途と中ちゆうの勾こう配ばいに角度をつけて川へ行きやすくしたり、雨を降らせて火災に備えたりすれば良いかと思うですよ」

　無む邪じや気きに献けん策さくするソフィは使命に従順な牧羊犬みたいで、こうなると檸檬れもんもふてくされた顔なんて出来るはずがない。

「……ご、ご苦労さま。あんなに魔ま法ほう使って疲つかれたんじゃない？」

「そうですね、わたしは姫ひめ様さまに比べれば全然魔ま力りよくが少ないので、これが精せい一いつ杯ぱいです。姉の助けがなければ『月氷牙グレイアス』も使えなかったですし」

「うん？　助けって、具体的には？　あの剣けんのことか？」

　言われてみれば、魔ま法ほうを唱えたのはソフィだったが、実際はアインの投げた剣けんが氷柱になっていた。あれがどういう仕組みなのか、門外漢の俺が訊きいても仕方ないだろうけど、少し気になる。

　ソフィは面めん倒どうそうな顔一つせず、むしろにこにこと嬉うれしそうに姉の腕うでを引いて、

「剣けんを芯しんにして魔ま法ほうの効率を上げたのもですが、わたしと姉は魔ま力りよくの受うけ渡わたしが出来るのですよ。双ふた子ごならではの技わざで、これのおかげで異世界への空間転移というわたし単体の魔ま力りよく量りようでは叶かなわない大だい魔ま法ほうも実現出来たという訳なのです！」

「……ソフィ、恥はずかしい……」

「姉さんは錬れん封ぷう魔ま法ほう以外使えませんが、魔ま力りよく量りようと剣けんの腕うでは素す晴ばらしいのです！」

　姉がガチ照れで止めようとしても、興奮気味のソフィは賛美を続ける。この一発で分かるお姉ちゃん子っぷりは兄として羨うらやましくもあるが、やられるのを想像すると精神的ダメージが凄すごい。

　ちらりと檸檬れもんを見てみると、

「はー、またあたしの知らない魔ま法ほう情じよう報ほう……そーいやあたし、自分の使える魔ま法ほう関かん連れんのことしか知らないなー……」

　さっきまでは強がっていたが、今度は神しん妙みような面おも持もちで悩なやましく眉まゆを寄せていた。

　アインの錬れん封ぷう魔ま法ほうや前にソフィが使っていた空間を弄いじる魔ま法ほうと違ちがって、自分も使える魔ま法ほうを状じよう況きように合わせて適てき宜ぎ使用し解決に導く様には思うところがあるのか。まあこいつの魔ま法ほうはどれも大味というか、力任せで解決している感じだが。

「とはいえです、わたし達の魔ま力りよくを合わせても姫ひめ様さまが召しよう喚かん起き動どうさせた『妖精女王の別荘クランドルヴ』は召しよう喚かん出で来きないです。大師ハバムですら単独では不可能だったと聞きますですから、姫ひめ様さまの魔ま力りよく量りようは群を抜ぬいているですよ」

「…………え、そう？　あたし、そんなに凄すごいかなー？」

　ちょっと褒ほめられたらもうにやけ出した。もう少し真面目モードが持続しないものなのか。

「凄すごいですっ。大師ハバム曰いわく『聖なる揺ゆり籠かご』は並の魔ま術じゆつ師し数人分の魔ま力りよくがなければ起動させることも出来ず、使用中は常時魔ま力りよくを喰くわれるので大師ですら大だい魔ま法ほうを使う際には事前に停止させていたらしいです。それを姫ひめ様さまは同時使用しても魔ま力りよく切ぎれの予兆すらなく……きっとわたしの十倍以上の超ちよう絶ぜつ魔ま力りよくを持っているですね……！」

「ふ……くふふ、そう？　やっぱそうなのかなー？　あたしってば才能が溢あふれかえっちゃってるのかなー？」

　妹をいい気分にさせているソフィは他意を感じさせない澄すんだ眼まな差ざしで檸檬れもんを見つめ、さらに讃たたえる言葉を並べる。そのせいで増長した檸檬れもんは、宙に浮ういたままふんぞり返っていた。

　日ひ頃ごろの行いと心構えについて反省を促うながすにはいい機会だと思ったが、そのタイミングは儚はかなくも過ぎ去ってしまった。

「……とりあえず、しばらくは大だい丈じよう夫ぶそうだから戻もどるぞ。噴ふん火かはどうにも出来ないし、火山灰の対処も無理だろ。ここの監かん視しは国の人に任せて、俺達は帰宅だ」

「えええ、そうなの？　あたしちょっと火山ごと吹ふき飛とばす魔ま法ほう使っちゃってもいいかなー、って思っ……ぃたあっ!?　デ、デコピンなのに超ちよう痛いたかったよ!?」

「暇ひまな時間に筋トレ始めた成果かな。アホなこと言ってると、次は梅干しくらわせるぞ」

「ひいっ、家庭内暴力だぁ……！」

　やられることを想像したのかこめかみを押おさえてビビる檸檬れもんに「いいから帰せ」と催さい促そくすると、少しだけ名残なごり惜おしそうな表情をしつつも従い、空間転移の魔ま法ほうで我が家の前まで俺達を運んだ。

　時間にして十分も掛かかっていないはずだがやたらと長く感じた俺は、家に入る女じよ性せい陣じんの後ろで大きく伸のびをする。もう七月に入るのに涼すずしく感じるのは、やっぱり火山の影えい響きようだろう。サウナかボイラー室かってくらい暑かったし。

「さてと……学校に置いたままの靴くつ、どうするかなぁ……」

　わざわざ戻もどるのも面めん倒どうだし、明日は別の靴くつを履はいていって、下げ駄た箱ばこにある靴くつはビニール袋ぶくろにでも入れて持ち帰るか。加か藤とう達たちへの説明というか言い訳をどうするか、頭が痛い。

　……と、玄げん関かんに入っていったはずの檸檬れもんがＵターンしてきて、

「ねぇねぇお兄ちゃん、あたしのスマホは？　ちゃんと撮とれた？」

「んー……ああ、これな。悪い、録画は失敗した」

　預かっていたスマホを渡わたしつつ言うと、檸檬れもんはびっくり顔でスマホを確かく認にんし、

「ええっ？　あ、ホントだ、録画データがない……」

「撮とり始はじめた後で俺達が喋しやべってる声も入ってるって気付いて、一度消してから撮とり直なおそうとしたところであの大だい爆ばく発はつがきたからな。あれで撮さつ影えいのことなんてすっ飛んじまった。すまないな」

「え……や、ううん、仕方ないよ。急に頼たのんじゃったし。お兄ちゃんがそーいうミスするの珍めずらしいから、なんか新しん鮮せんだけど。やっぱ火山に気を取られちゃった？　お兄ちゃん、流氷とか噴ふん火かとかの自然現象好きだもんね」

「放ほっとけ。それより、五分後に出で掛かけるから着き替がえて下に降りてこいよ。お前の制服、買かい替かえないと衣ころも替がえまでピチピチのままだぞ」

「あああそうだった!?　困るなー、セクシーすぎて男子の目の毒になっちゃうもんなー」

　どこからどう見ても起伏の乏とぼしい妹は、俺には理解不能な妄もう言げんを撒まき散ちらしながら家の中へと入っていく。

　するとまだドアの前に立っていたアインが物言いたげな目をしていることに気が付いた。

「……どうした？　何かあったか？」

「姫ひめ様さまに噓うそを吐ついていたから。太た一いち、ちゃんと爆ばく発はつした時も録画していたのに」

「…………え？　もしかしてアイン、スマホの使い方覚えたのか？」

　二人がこの前白しら木きのおっさんから連れん絡らく用ようにとスマホを渡わたされていたのは知っている。だが、魔ま法ほうで会話は訳せても文字までは読めないと聞いていたから、てっきり受話専用になっていると思っていた。

　だがアインは平然と、

「暇ひまな時間に触さわり続つづけていたら何となく理解出来たよ。あと、読み上げ機能を使えば何が書かれているか教えてくれるし」

「マジか。あの魔ま法ほう、機械音声にも効果あるんか」

「断だん片ぺん的てきにしか分からないけど。でも、平たいらも教えてくれるし」

　そういや我が家には万ばん能のう家か政せい婦ふの平たいらさんがいたか。買い出し以外はほぼ家にいるから、双ふた子ごと一番長く一いつ緒しよにいるのはあの人だ。

　にしても、魔ま法ほう文ぶん明めいの世界で生まれ育った人間が、ほんの数日でスマホの使い方を理解しているとか。吸収力が半はん端ぱないな。

　それには驚おどろかされたが、ちゃんと録画していた映像を戻もどる直前に消去した理由は、別に大したことじゃない。

「同じ状じよう況きようならアインも俺と同じことをしたと思うぞ。あんな映像、他ひ人と様さまに見せられないからな」

「姫ひめ様さまが失敗したから？」

「いや、そっちは別に。服がボロボロで無む駄だに露ろ出しゆつした格好の方」

「…………納なつ得とく」

　しみじみと同意してくれたアインは、心なしか姉らしい表情に見えた。
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　異世界から檸檬れもんを連れていくべく双ふた子ごの姉し妹まいが来て、ちょうど一週間が経たった土曜日の午後。

　普ふ段だんはバイトの俺も流石さすがにテスト直前なので休やすませて貰もらっていたが、当然それは勉強をする為ためだ。日ひ頃ごろからそれなりに準備はしていても、年が明ければ大学受験ということもあって、他の生徒達がいつも以上に試験勉強に熱を注いでいるのを度たび々たび目もく撃げきしている以上、マイペースでやっていては相対的に順位は下がる。教室内、学校内だけでならそこまで気にしないが、全国的に同じ流れになっているんだろうから、受験という競争で負けない為ためには普ふ段だん以い上じように頑がん張ばらねば。

　──そう思っている俺は、何な故ぜか自宅で机に向かうのではなく、スカイツリーの展望フロアにいた。

「ほらほら、あれが東とう京きようタワーだよ。これが出来るまではあれが東とう京きようのシンボルだったんだー。あたし小学生の時に上って死にそうになったよ」

「そ、そんな危険な場所なのです……!?」

「や、試ためしに階段で上ってみようと思ったら、すんごい辛つらくて。途と中ちゆうで止やめようとしたけど、降りるのも疲つかれるしさー。だったら最後までいってやろうって根こん性じようだけで上りきったよ」

「ふああ……姫ひめ様さま、流石さすがなのです……！」

　その話で言うなら、途と中ちゆうから手を引いてやった俺への感謝の言葉くらい付け足すべきだろうが。こっちはエレベーターで良かったのに、わざわざ付き合わされて……まあ祖じ父いさん達には酷こくだから仕方ないけども。

　外を見ながらきゃいきゃいはしゃぐ檸檬れもんとソフィを少し離はなれて見つつ、俺はなるべく窓側には近付かないよう心こころ掛がける。高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようには辛つらい建物だ。東とう京きようタワーの時も、正直泣きそうだった覚えがある。

　土曜にわざわざ東とう京きようまで来たのは一応理由があって、アインとソフィの二人が都内のとある施し設せつで魔ま法ほう実じつ験けんしていたからだ。空間転移は使えるものの土と地ち勘かんゼロの二人を檸檬れもんに送らせるだけのはずが、「せめてお昼は東とう京きようで食べたいよ！」と駄だ々だをこねるもんだから、実験後に俺達も合流して浅あさ草くさで昼飯を食べて……それが何な故ぜか、今はスカイツリーだ。

　そしてここにいないアインはというと、もう一人別の人物と同行していて……と、タイミング良く二人の姿が見えた。

「お兄さん、お待たせしました。少しお手洗いが混んでいまして」

　わざわざ頭を下げてくる鴻こう巣のすさんは、アインと手を繫つないでいた。アインの服装がシンプルなティーシャツに濃のう紺こんのスリムジーンズという素材の良さを十二分に活いかす格好なせいか、遠目からだと美形カップルにも見えた。流石さすがにそれは言わんけど。

「いや、別に構わないよ。それで、この後の目星は付いた？」

「ええ。やはりショッピングに時間を割さこうかと。美術館と動物園は、また明日の午後に回ります」

「……テスト期間のスケジュールじゃないなぁ」

　いやマジで。中学生組はもう期末試験が始まっていて月曜もあるのに、終わった後に羽を伸のばす時の予定みたいになっている。しかも鴻こう巣のすさんまで巻き込んでだ。

　本気ですまないと思うものの、当の鴻こう巣のすさんは嫌いやな顔一つせず、

「私は日ひ頃ごろからちゃんと準備していますし、檸檬れもんちゃんは集中に波があるけれどやる時はやる子ですから。それに、異文化交流の現場に立ち会えるのは幸運なことだと思います」

「そう言いって貰もらえると助かるよ。特に服ふく飾しよくは俺じゃ役に立たないからな」

「男の人の意見って、好きか嫌きらいかだけで十分ですよ？　女の子は欲ほしい物がたくさんありすぎるので、指針や最後の一ひと押おしがあるだけでも有あり難がたいです」

　……この子は本当に檸檬れもんと同い年の十五歳なんだろうか。たまに年上に感じるくらい精神的に成熟している。

　一方、同い年には見えないという点では一いつ緒しよの双ふた子ごは、ソフィは望遠鏡使って外を見ながら夢中で檸檬れもんと話しているのに対し、アインは俺と鴻こう巣のすさんの間に立ってフロアを行いき交かう人達を眺ながめていた。

「……人、多すぎない？　国をあげてのお祭り？」

　なるほど、ビルや機械にはここ数日で慣れてきたはずだが、俺達の暮らす町はそこまで栄えていない地方都市だ。首都の人気観光地とは人口密度とそもそもの数が全然違ちがう。

「祭りとかじゃないが、ここは色んな所から人が集まる名所だよ。来る前に説明した通り、国で一番高い建物で色んな商しよう業ぎよう施し設せつも入ってる。土日なら数万人は出入りするんじゃないか？」

　言っている俺も想像が難しい大人数に、アインは感かん嘆たんの吐と息いきをつく。異世界がどれだけ栄えているかは知らないが、マンションや豊富な交通手段がなければ一つの場所に住める人数には限界がある。しかも東とう京きようは世界有数の人口密集地域だから、驚おどろくに値あたいするんだろう。

　というか、俺だって何年も田舎いなかで過ごしてから祖じ父いさん達と東とう京きよう見けん物ぶつに出てきた時は人と建物に啞あ然ぜんとしたっけか。一つの電車に村の人口以上の人数が乗り降りするのがやたらとショックだった気がするし。

「そういえば、明日も午前中は実験なんですよね？　どうして一日でやってしまわないんですか？」

　何気なしに鴻こう巣のすさんが訊たずねると、アインは外を眺ながめてはしゃぐ妹を見つめながら、

「準備不足だった、って。同じ石でも純度が違ちがうものを用意したり、混ぜ合わせた物をいくつも揃そろえたりするって」

「それって、アインの魔ま法ほうに使う物か？」

「うん。宝石を含ふくめて、もっと色々試ためして欲ほしいって。何が良くて何が駄だ目めか、解かい析せきしたい……らしいよ」

　答えてくれたものの、アインはそこまでピンと来ていないらしい。まあ、その辺は技術者だか科学者だかの領分だろう。檸檬れもんの時も魔ま法ほうを分ぶん析せきしたいって凄すさまじい熱意だったし。

「錬れん封ぷう魔ま法ほうを使った物が元とどう違ちがうか解かい析せきするのに機材も必要だ、って。ソフィの魔ま法ほうにも驚おどろいてた」

「魔ま法ほうって時点で驚おどろく以外の反応はないけどなぁ……まあ、丁てい重ちように扱あつかって貰もらえているならそれでいいか」

「うん。いくつか魔ま法ほうに成功したし。僕も面おも白しろかった」

「そういえばアインさんの魔ま法ほうって、他の人の魔ま法ほうを物体に封ふうじ込こめて、解放することで使用が出来ると聞きましたけど、それってわたしにも使えるんですか？」

「無理、みたい。解放にも魔ま力りよくがいるから、この世界の人は出来ないの。ごめんなさい」

「そんな、謝らないで下さい。思いつきで言ってみただけですから。少し残念ですけど」

　十六歳と十五歳のものとは思えないやり取りで、アインも鴻こう巣のすさんも相手を気き遣づかう微ほほ笑えみを浮うかべる。アインはもう少し子供っぽい印象があったけど、もしかしてあれは食べ物が絡からんだ時だけなのか。そういやそれ以外はちゃんとしているイメージだ。

　……食べ物といえば、

「アインは辛からい物ものは得意な方か？」

「うん。食べ物なら何でも得意だよ」

「んじゃ、明日の昼は鴻こう巣のすさんお薦すすめの店にしようか。辛からい物ものオンリーの店だと厳しいけど」

　そっちは俺も檸檬れもんも苦手なのでいつも付き合えないけど、アインが行けるならたまにはいいかもだ。どうせなら食事のバリエーションも多くしたいし。

　適当な提案だったが、アインだけでなく鴻こう巣のすさんも嬉うれしそうに目を輝かがやかせて、

「是ぜ非ひお願いします。一度だけ訪おとずれたことのあるお店で、味も刺し激げきも素す晴ばらしい四し川せん料理を出すところがあるんですよ。辛からさも日本人向けから本場の人も目を剝むくレベルまで選べて……ああ、今から楽しみですっ」

　…………拙まずい、ちょっと危険なスイッチを入れてしまったかもだ。

　しかし今いま更さら止められないし、アインも既すでにお腹なかを押おさえて空腹アピールしている。いや空腹は絶対おかしいけど。一時間前にランチを三人前近く食べたばっかなのに。

　テンションの上がった鴻こう巣のすさんと食欲に素す直なおなアインに戸と惑まどいつつ、俺は自じ業ごう自じ得とくながら話を逸そらす。

「そういや、アインは魔ま法ほうだけじゃなくて剣けんも使うだろ？　この前の一件でなくなったから、代わりを用よう意いして貰もらえば良かったんじゃないか？」

　この前というのは、檸檬れもんと共に行った火山でのことだ。あの時に投げてしまった剣けんは、今やすっかり冷えて固まった溶よう岩がんの中にあるはず。

　日本にいる限り必要ないだろうけど、折角だから海外の剣けんや刀を試ためすのもいいんじゃないかと思って言うと、

「予備は、いくつかあるから。今も持ってるよ」

「う、ん？　どこに？」

「ここ。ほら」

　そう言ってアインは右の腰こしをポンと叩たたく。見ればジーンズに太い革かわのベルトが巻かれていて、そのベルトに縛しばり付つけるようにして鎖くさりで繫つながれた鞘さやに入った剣けんがぶら下がっていた。それに今まで俺が気付かなかったのは、ガチャガチャから出てくる景品サイズのキーホルダー並みに小さかったからだ。

「……それが予備？」

「そう。持ってみる？」

　返事をする間もなく、留め具を外して鞘さやに入ったままの剣けんが差し出される。掌てのひらサイズより尚なお小さいそれを、俺は不思議に思いながら受け取り、

「のわっ!?　な、重……どうなってんだ、これ？」

　予想外の重さにもう少しで前のめりに倒たおれそうだったが、どうにか耐たえて持ち直す。

　家の鍵かぎと同じくらいの大きさの剣けんなのに、やたらと重い。たぶんうちにある五キロのダンベルより重い。

「その剣けんが重いんですか？　わたしも持もたせて貰もらっても？」

「ああ……気を付けてくれよ。見た目とのギャップが凄すごいから」

　最初から重いと知っていれば持てないことはないので、両手を出した鴻こう巣のすさんの手に載のせる。すると僅わずかに両手の位置は下がったものの無事受け取り、鴻こう巣のすさんは目を丸くしてアインに問いかけた。

「凄すごく重いですが、これはそちらの世界ではポピュラーな金属なんですか？　それとも、何か特とく殊しゆな？」

「錬れん金きん鉄てつだけど、そこまで特とく殊しゆじゃないよ。そんなに重いのは、実際はもっと大きいのをソフィの魔ま法ほうで小さくしているから」

「マジか、そんなことまで出来るのか。じゃあ荷物もかなり多く持ち運びが……って、この感じだとそうもいかないのかな」

　もう一度鴻こう巣のすさんから渡わたして貰もらった剣けんは、ずしりと重い。本来の重さのままなんだろう。

「体積は変えられても重さは変えられない……質量自体は変わってないとすると、密度を変えて圧縮してるんかな？」

「たぶんそれで合ってる。この魔ま法ほう、ある程度硬かたくて形が変わらない物にしか使えないの。それも数時間しか効果がないのを、僕の魔ま法ほうで何日か保つようにしてる」

「それにしても凄すごいですね……引ひっ越こしの時に使えば安く簡単に済ませられそうです」

「そう、ソフィの魔ま法ほうは凄すごいの。使える魔ま法ほうの数は大陸でもトップクラスだし、精度も大だい魔ま術じゆつ師しに引けを取らないから」

　あまり口数の多くないアインにしては珍めずらしく、饒じよう舌ぜつに喋しやべる。表情も、妹を誇ほこらしく思っているのが一発で分かる。

　ただ、俺としてはもう一つ気になることが。

「ソフィの魔ま法ほうが凄すごいのはよく分かったが、アインはこれをどこに持ってたんだ？」

「戦せん闘とう用ようの革かわ袋ぶくろの中に。あと三本予備があるよ」

「…………それ、持ち歩いてたのか？」

「うん。じゃないと、必要な時に出せないし」

　まあそうだろうけども。片手で持てない程ほどの重さじゃないとはいえ、他に数本も。それを持ち歩いていたと。

　背が高くて一いち目もく瞭りよう然ぜんのスタイルの良さに隠かくれて、実は鍛きたえ方かたも凄すごかったのか。そりゃそうか、騎き士しって名乗ってたし。

　もしかすると、空腹キャラなのは消費カロリーも凄すごいからなのかもしれない。だってあの重さの剣けんを数本持って、外がい套とうの下は鎧よろいを着て歩き回れる体な訳だし。

「……お兄さん。いくらアインさんが凄すごくても、あまりジロジロ見るのは良くないですよ」

「っと、そうだな。悪いなアイン、そんなつもりはなかったんだが」

　鴻こう巣のすさんからの指し摘てきに、俺は素す直なおに謝罪を口にする。確かに、女の人で筋肉や膂りよ力りよくに注目されても恥はずかしいだろうから、ちょっと配はい慮りよが足りなかっ──

「確かにアインさんのバストは世界広しと思わせるに十分なサイズでつい見てしまいたくなりますけど、あまり露ろ骨こつなのは駄だ目めです。わたしも見すぎないよう我が慢まんしているんですから」

「違ちがうぞ!?　俺が注目してたのはそこじゃなくてっ、アインの──」

「分かります、重力を無視したあの形ですよね。よく釣つり鐘がね型がたとかロケット型とか言いますけど、わたしは敢あえて『生意気暴走ロケット型』と呼びたいです。どうしたらあのサイズであの形に……わたしと一歳しか違ちがわないのに……」

　ブツブツ言いながら鴻こう巣のすさんは胸の前で虚むなしく両手を上下させる。しかし目は真しん剣けんだ。俺の抗こう議ぎの声なんてまるで耳に入ってない。

　これどうすりゃいいんだと俺が途と方ほうに暮れていると、向こうで外を眺ながめていた二人が小走りでやってきた。

「たっだいまー。そろそろ下でお買い物でも……って、加か奈なちゃんどうしたの？　人として開けてはならない扉とびらを開けかけている目をしてるよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです？　高くて怖こわくなったですか？」

　心配そうに寄ってきた二人の手を、鴻こう巣のすさんはわっしと摑つかみ、

「檸檬れもんちゃん、ソフィさん。二人はずっと仲間だって信じているから。裏切らないでね？」

「ほ？　そりゃ裏切ったりしないけどさー……？」

「……何なに故ゆえにわたし達の胸むな元もとを見ながら言うです？」

　固い握あく手しゆにどんな想おもいが込こめられているのかは、ちょっと想像したくなかった。




　ちなみにこの日から数日の間、家では楽な格好をしていたアインが何な故ぜかプレートアーマーを身に付けるようになった件に関しては、俺にしてみれば思い出したくないちょっとした黒歴史になってしまった。














四　異世界文化は猛毒らしい









「フフンフーン。フフフのフフフでフフンフーン。フッフー、フッフー、フフフフーン」

「……おい。鼻歌が存在感出しすぎで喧やかましいぞ」

　リビングで参考書とノートを広げて勉強をしていた俺は、部屋に入ってくるなりやたらと上じよう機き嫌げんでうろちょろする檸檬れもんにクレームを入れた。

　まだ日が沈しずんでいない夕方の五時過ぎで、リビングにいるのはさっきまで俺だけだった。平たいらさんは夕方のセールに合わせて買い物に行き、俺は弱火でコトコト煮に込こまれている鍋なべの番をやりつつ勉強していたのだが、部屋着姿の檸檬れもんは体を弾はずませるようにした妙みようなダンスと鼻歌という、あからさまに絡からんだら面めん倒どう臭くさい感じで後ろをちょろちょろしていやがる。

　最初は無視していたがいい加減うざったいので文句を言うと、檸檬れもんはにやけた顔だったのをさらに笑えみを深めて、

「おおっと、気に障さわったのならごめんね。いやー、つい漏もれちゃうんだよねぇ。この湧わき上あがる喜びと、解放感ってヤツ？」

「……そうか。生あい憎にくと俺はそいつを共有出来る状じよう況きようじゃないんでな」

「うんうん、そーだよねぇ。お兄ちゃんは明日からテストだもんねぇ。それも、四日間も。ああ大変だー、これはキッツいなー」

　これっぽっちも同情を感じさせないふざけた言い方で、俺はマジでイラッとするのをぐっと耐たえる。こんなことでいちいちキレていたらこいつの兄なんてやってられん。ムカつくけども。

　一ひと睨にらみするだけで済ませた俺に対し、こちらの反応を受けてにやにや笑いからげへげへ笑いにグレードアップさせた檸檬れもんは、手を後ろに回し前まえ屈かがみになって俺の顔を覗のぞき込こみ、

「お兄ちゃんの苦難はこれからだけど、あたしは違ちがうんだー。ああもう、足あし枷かせが取れたみたいに体が軽いっ。これが自由の軽さってヤツかな！」

「知らん。いいからそこどけ、コップが倒たおれたらどうすんだ」

「そんなヘマはしないよ！　だって、あたし！　テストが終わったんだもん！」

　勢い良く天に向けて拳こぶしを突つき上あげて、とても頭の悪いセリフを言い放つ我が妹。何一つとしてコップを倒たおさない保証のない理由だ。

　まあ、こいつがこんな調子なのはそれが理由だろうとは思っていた。ただ、いつもならもう少しだけ落ち着いているというか、ガス抜ぬきされた状態なのに。

「俺の勉強の邪じや魔まになるからどっかで遊んでこいよ。いつもなら即そく座ざに友達と遊んで夕飯ギリギリまで帰ってこないだろ？」

「むー。それがダメなんだよ、お兄ちゃん。皆みな、部活とか英検とか習い事とかで今日は空いてなかったの」

「そうなのか。てっきりお前が喧やかましいからハブられたのかと思った」

「ぬぁっ?!　愛されマスコットキャラのあたしにそんなこと起こらないよ！　あーあー、どーしてそんな酷ひどいこと言うかなお兄ちゃんは！」

　分わかり易やすく頰ほおを膨ふくらませて文句を言ってくるが、こうして兄の試験勉強を邪じや魔ましている時点でウザキャラ扱あつかいされても仕方ないはずだ。

「暇ひまなら俺の代わりに鍋なべの番やっててくれよ。そうしたら俺は感謝の言葉を残して部屋に戻もどるから」

「おおっと、それはダメだよ。だってお兄ちゃんは妹の繊せん細さいな心を傷付けた罰ばつとして、夕ご飯の時間まであたしとゲームするんだから！」

「するかアホ。明日から試験で、土日も東京行きで勉強時間削けずったってのに」

「別に一時間くらい大だい丈じよう夫ぶでしょ？　お兄ちゃん、あたしと違ちがって普ふ段だんから勉強してるんだし」

「お前と一いつ緒しよで大して頭良くないから勉強してるんだよ。上位グループでもないのに慢まん心しん出で来きる要素がどこにあるんだ」

　というか、残念ながら地頭なら檸檬れもんの方がいい。あんなに勉べん強きよう嫌ぎらいで試験前以外やらないってのに、バラつきのある成績を平均すれば真ん中かちょい上くらいなんだから、俺からしてみれば羨うらやましい限かぎりだ。

「それにな、中学生は三年でもまだ焦あせってないだろうが、俺達高三はヤバいぞ。もう既すでに受験戦争真まっ只ただ中なかな空気の奴が何人もいるしな」

　そいつ等らに感化されて先週から『勉強しなきゃ拙まずくね？』という空気があったものの、今日はさらに悪化して『ここで気張らない奴から落ちていく……！』って感じになっていた。加か藤とうですら休み時間にノートを開いていたし。

　俺はそこまで当てられてないものの、彼かれ等らが頑がん張ばれば相対的に普ふ段だん通どおりの俺の成績は落ちる。つまり、多少気合いを入れる必要がある。

「だから俺にお前と遊んでる余よ裕ゆうはないんだよ。ほら、夕飯まで庭で踊おどってろ」

「うちの狭せまい庭で踊おどったら物もの干ほし竿ざおにぶつかって大だい惨さん事じだよ！　そんな適当にあしらわないで構ってください！」

「断る。一人でゲームでもしてろよ」

「ええー、一人でしたってあんま面おも白しろく…………んん？」

　ブーたれていた檸檬れもんだが、不意に何か思い付いたように言葉を止めた。

　参考書に視線を落としている俺には、視界の外にいる妹がどんな顔をしているのか分からない……が、気味の悪い笑い声が聞こえてきたので、何か思い付いたんだろう。

「くふふ……そうだった、うちにはお兄ちゃんとたいらーさん以外にもいるじゃんか。しかも暇ひましてて構ってくれそうなのが」

　おお、セリフまで小悪党っぽくなった。舌なめずりしている顔が目に浮うかぶ。

　ちらりとだけ目線を向けてみると、やはり檸檬れもんはテレビ横の棚たなへと近付き、床ゆかに置いてあったロープをブンブン振ふり回まわしていた。

　その数十秒後、

「お待たせしましたです。今の鳴らし方は姫ひめ様さまですね？」

　開けられたままの戸と棚だなから現れたのはソフィで、あの乱暴な引っ張り方が誰だれの仕業か分かっていたみたいだ。すっかり馴な染じんだ、ってことだろう。着ているのもこないだ東京で買ったチュニックだし、異世界人というより可か愛わいい外国人モデルにしか見えない。

　そんな同郷の少女に対し、持っていたロープをポイ捨てした檸檬れもんは不ふ貞て不ぶ貞てしく腕うで組ぐみをして、

「ふむふむ、ソフィだけね。まあいいでしょう、十分十分」

「は、い？　何がです？」

「聞いてソフィ！　これからあなたにこっちの世界の文化を教えてあげる！　あたしが手ずから、実じつ践せん形けい式しきでね！」

「そ、そうなのですか？　何がなにやらですが、姫ひめ様さまのお手を煩わずらわせることは……」

「いいの、これはソフィ達の期待に応えられないあたしからの、せめてもの気持ちだから！　遠えん慮りよしないで！」

　物は言い様、とはよくぞ言ったもんだ。自分が暇ひま潰つぶしに遊びたいだけのくせに。

　だが、この家での暮らしに馴な染じんだとはいえまだまだ檸檬れもんに関してはビギナーのソフィはえらく感動した面おも持もちで、

「なんと優やさしい姫ひめ様さまです……厄やつ介かい者ものと遠ざけられても仕方ない身のわたしに、こうも格別の対応を……！」

「フフン、いいのいいの、客人はもてなすのがあたし達の流りゆう儀ぎだから。じゃあソフィ、そっちに座って」

「はいですっ。何なりとお申し付け下さい！」

　純じゆん粋すいなソフィは言われるがままにテレビ前のテーブルを囲んで座る。つまり勉強している俺のすぐ横にだ。

　これは間ま違ちがいなく勉強の妨さまたげになるが、ソフィに言う訳にもいかないので檸檬れもんを睨にらみ付つける。しかし邪じや悪あくな妹はにんまり笑うだけで、俺の意思なんて知ったこっちゃないらしい。

　教育方針間ま違ちがえたかなと反省すらし始めた俺の目の前で、檸檬れもんはいつになくテキパキと動き、テレビ台の中からゲーム機を取り出して瞬またたく間まに準備を終え、二つ持ち出したコントローラーの一つをソフィに渡わたす。

「はいこれ。初めてだからこのレバーとボタン二つだけでやれるゲームにするから安心してね」

「は、はい、です……？　あの、姫ひめ様さま、これは……」

「いいからいいから、すんごく簡単なゲームだから、すぐ覚えられるよ」

　戸と惑まどうソフィが気にしているのはそんなことじゃないと思うが、口出しすれば巻き込まれるので遊ばないと決めた以上は無言を貫つらぬくしかない。

　全ての準備を終えた檸檬れもんはソフィの斜はす向むかいに座り、満面の笑えみでゲームを起動させた。

「さあっ、異世界生まれ異世界育ちの人が初めてゲームをやる記念すべき瞬しゆん間かんだよ！」

「げ、ゲーム？　姫ひめ様さまがスマートフォンでやっているあれですか？」

「あれとはちょっと違ちがうんだけど概おおむね一いつ緒しよかなー。これはあたしが普ふ段だんやっているのとは違ちがって、対戦型のゲームだよ。『ＶＳモード』にして……ほらほら、ここでキャラクターを選ぶの。キャラの性能差はないから見た目の好みで選べばいいよ」

「好み、ですか？　ええと、それでは……これで……」

「ん、じゃあ他のＣＰＵキャラは適当に決めて、ステージは基本のヤツにしてと。三本先取した人の勝ちにして、スタート！」

　色々と話す声は聞いていたもののそれまで顔を上げずにいた俺は、ちらりとだけテレビ画面を見た。ほんの一秒足らずだが、何のゲームかはそれで十分に把は握あく出で来きた。昔からあるゲームで、使用キャラが爆ばく弾だんを置いていき敵プレイヤーを倒たおして、最後の一人になるまで生き残れば勝ちになるアレだ。

「こっちのボタンで爆ばく弾だんを置けるから、壁かべを破は壊かいしたり敵を攻こう撃げきしたりするんだよ。自分の置いた爆ばく弾だんでも爆ばく発はつに巻き込まれると死んじゃうから注意してねー？」

「は、はいです……ええと、このボタンで爆ばく弾だんを……ああっ!?　こ、ここに置いたら逃にげ場ばがないですよっ!?」

「あはは、あるある！　初心者が絶対やっちゃうヤツなんだよねー、それ！　やっぱソフィもやっちゃったかー」

「ううう……開始直後に自じ爆ばくしてしまったですよ……」

「ほらほら、あたしの見てて。アイテム取ったら爆ばく弾だんの数を増やしたり、爆ばく弾だんを蹴け飛とばしたり色々出来るようになるんだよ。このアイテムを取って爆ばく弾だんの前でこっちのボタンを押おすと……ほらっ、投げれるんだよ！」

「わわわっ、姫ひめ様さま凄すごいです！　あんなにも鮮あざやかに敵を屠ほふるだなんて格好いいですよ……！」

「フッフー、小さい頃ころから結構やってるからね。仲間内では『乱れ花火の檸檬れもん』と恐おそれられたものだよ……」

　なんか調子に乗っている妹だが、あの呼び名は適当に爆ばく弾だんをぶん投げたり蹴けりまくったりして周囲に被ひ害がいをもたらすだけでなく高確率で自分も巻き込まれて死ぬから付けられたものなので、実際は全然格好良くない。

　とはいえ、ゲームに関しては檸檬れもんに一いち日じつの長ちようがある。シンプルなゲームとはいえ、相手の動きを先読みして爆ばく弾だんを置いたり数あるアイテムを使いこなしたりするにはそれなりの習熟が必要だろう。

　声を聞いている限り檸檬れもんが一戦目を取り、二戦目も危なげなく勝ったみたいだが、横目で確かく認にんしたソフィの表情は真しん剣けんかつ前のめりだったので、勝ち負けはともかく楽しんでくれていそうだった。

　なので俺は安心して手元にあったスマホにイヤホンジャックを差して、イヤホンを装着し音楽を再生した。たまに鍋なべの火が消えてないかだけ気を付けて、あとはゲームに夢中な二人を放置し勉強に集中する。平たいらさんが帰宅するまであと三十分程度だろうから、それまではこの勉強に適しているとはまるで言えない環かん境きようで頑がん張ばろう。

　……いやマジで、どうしてこうも勉強している時に人がやっているゲームは面おも白しろそうに感じるのか。せめて音を遮さえぎらないと兄としてのプライドを捨てて混ぜて欲しいと頼たのみかねないわ。

　そんな訳で気持ちは半分くらい持っていかれつつ、俺はゲームに盛り上がる二人を見ないように努めて勉強を続けた。

　たまにキッチンの鍋なべを見ながら、何分が経過したのか。明らかに普ふ段だんより捗はかどらないまま意地で勉強を続けていた俺の視界の端はしに、もうすっかり見慣れた横顔がリビングに入ってくるのが映った。

「お帰り、平たいらさん」

「はい、ただいま戻もどりました。太た一いちさんが勉強する中、お二人はゲームですか？」

　イヤホンを外して帰ってきた平たいらさんに話しかけると、やはりというかゲーム組に目を向けていた。

「ああ、檸檬れもんがソフィを誘さそって。得意分野だから調子に乗ってコーチングしてましたよ」

「……そう、なんですか……でも……」

　何な故ぜか歯切れの悪い平たいらさんを不思議に思い、俺もテレビの方を見てみた。

　相変わらずやっているのは爆ばく殺さつゲームだが、一つ違ちがうのは──

「あああっ、ハメられたぁっ!?　最後の爆ばく弾だんはあたしの注意を引く為ためのフェイク?!」

「違ちがうですよ、姫ひめ様さま。十じゆう字じ砲ほう火かで行く手を遮さえぎったところからが罠わなです」

「ぬぐぐっ……でもこれで十二勝十一敗、まだ勝かち越こしてはいるんだからっ……！」

　……立場がなくなっとる。というか、全く操作の仕方が分からなかったソフィがあと一つのところまで迫せまってるってことは、猛もう追ついされてるってことなんじゃ……

　檸檬れもんは特別上う手まい訳じゃないが、それでもあのゲームはバージョンこそ違ちがえど十年近く遊んでいるからそう下手じゃない。適当にやっても勝つことがあるとはいえ、さっきのソフィの発言はそんな感じじゃなかったし……つまりあれか、この三十分かそこらで劇的に上う手まくなっているのか。

　万が一で檸檬れもんが初心者相手への接待プレイを覚えたという線もなくはないが……あ、やっぱないな。ガチで追い込まれた表情してる。

　……と、先せん達だつとしての余よ裕ゆうがゼロになった檸檬れもんが帰宅した平たいらさんに気付き、パッとコントローラーを捨てて立ち上がった。

「あっ、たいらーさんが帰ってきたっ。じゃあソフィ、残念だけどこのゲームは今日はここまで！」

「ええっ!?　そ、そんな姫ひめ様さまっ、せめてもう一戦か二戦だけ……！」

「だぁーめ、そんなこと言ってたらキリがないでしょ」

「……誰だれかさんがいつも言われてるセリフだなぁ」

　俺の的確な突っ込みに、檸檬れもんは黙もくして振ふり向むきもしない。

　というか、このままだと勝ち星が並ぶどころか抜ぬかされそうだからって、大人おとな気げなさすぎだ。うちの祖じ父いさんも将しよう棋ぎで敗はい色しよく濃のう厚こうになると似たようなことやってたから、駄だ目めな見本を参考にしやがったか。

　俺が心の中で非難しているのを察したか、檸檬れもんはこちらをちらりと見てからこそこそと這はって身を寄せてきて、

「……お兄ちゃんの言いたいことは分かるよ。でもね、あたしにもプライドがあるの。一時間と経たたずに立場が逆転なんて許せないんだよ……！」

「お前のプライドは安すぎる。負けても相手を誉ほめればいいだけだろ」

「ふつーの相手ならそうするよっ。けどっ、今日初めてゲームに触ふれた人間にあたしの十数年が否定されるのは絶対嫌いやです！」

　んな大おお袈げ裟さな。それはもっと人生を懸かける勢いで励はげんでいたことに対して思うことだろうに。

　しかし遊びに真しん剣けんかつ小こ狡ずるいところもある妹は、負け犬になりかけていたとは思えない不敵な笑えみを浮うかべてソフィの肩かたをペシペシ叩たたき、

「まーまー、楽しみは取っておくのもいいものだよ。そだっ、そんなにやりたいなら別のゲームにしよっ。あたしね、本当は格ゲーの方が得意なんだ！」

「……お前、初心者相手にコマンド入力が必ひつ須すのゲームをやるつもりじゃないだろうな？」

「ヘーキヘーキ、連打してれば適当に技わざが繫つながってそれっぽくなるヤツだから！　……そのレベルじゃあたしには勝てないだろうけどね……！」

　悪い笑えみでぼそりと呟つぶやいた檸檬れもんの顔を、俺は正視出来なかった。我が妹ながら器うつわが小さすぎる。こんな奴が正義の味方兼けん世界の支配者を名乗ってるって、随ずい分ぶんと嫌いやな世界だ。

　ため息を吐つくしかない俺に、平たいらさんは同情めいた視線をくれる。声を掛かけてこないのは優やさしさだろう。

　一方、好き勝手にやられているソフィは檸檬れもんの提案に諸もろ手てを上げて喜んでいた。

「なんと、姫ひめ様さまの得意なゲームですかっ。どんなものかは分かりませんけど、これはきっと壮そう大だいかつ味わい深いゲームに違ちがいないです……わくわくするですよ……！」

「フフン、夕ご飯の時間まではたっぷりあるから、それまでいっちょ揉もんであげるとしますか！　ネット対戦で『お前の削けずりは勝ちに汚きたなすぎて引く』と恐おそれられたあたしの実力を見せてあげるっ」

　それは単に貶けなされただけだと思うが、もう突っ込む気力も失うせていた。

　いそいそと檸檬れもんが次のゲームの準備をする中、俺は勉強道具を纏まとめて立ち上がり、小声で平たいらさんに告げる。

「……それじゃ、俺は部屋で勉強するんで。すみませんけど、檸檬れもんの行動が目に余るようなら、食事の準備を手伝わせる体ていで強きよう制せい終しゆう了りようさせてください」

「分かりました。ですが……その、止め時がちょっと難しいかもしれません」

「あいつが『ちょっとタンマ！』とか『あたしそんな操作してないって!?』とか言い出したらアウトで。高確率で我を忘れてますから」

「はい、了りよう解かいしました。流石さすがですね、太た一いちさんは」

　何に感かん銘めいを受けたのか誉ほめてくれる平たいらさんにどう返せばいいか分からず、俺は曖あい昧まいな笑えみで「それじゃ、お願いします」とだけ告げてリビングを出て、二階の自室に向かった。

　夕飯は七時からなので、あと一時間半近くある。集中して勉強するにはいい具合の時間だ。

　リビングに残した檸檬れもんとソフィがどうなるか、少し気になるが……まあ、ある程度想像はつく。どこまで檸檬れもんが食い下がれるかが見所か。

　──だが実際はそれどころではなくなるのだと、この時の俺には想像だに出来なかった。




　思えば、その日の夕食の席で兆候は出ていた。

「んで、結局ゲームはどっちが勝ったんだ？」

　鰤ぶりの照り焼きに大根や牛ご蒡ぼうといった野菜たっぷりの煮に物もの、棒バン々バン鶏ジーサラダに茄な子すの味み噌そ汁しるという、いつも通り美お味いしい夕食を五人で囲んでいる中、俺は話題の一つとして投げてみた。

　傷心の檸檬れもんと爽そう快かいに微ほほ笑えむソフィという当事者の顔を見れば答えは聞くまでもなかったが、平たいらさんによるレフリーストップはなかったらしいので、そこまで悲ひ惨さんな結末にはなっていないはずだ。

　食べていた味み噌そ汁しるの椀わんをテーブルに置いた檸檬れもんは悔くやしげに唇くちびるを歪ゆがませて、

「……はい、あたしの負けです。ソフィ様の大勝利です……」

「やっ、止やめて下くださいです姫ひめ様さまっ!?　白熱の好勝負でしたし、わたしとしても学ぶことの多いゲームだったです！」

「そりゃあソフィ様はあのゲームやるの初めてだから学ぶことしかないでしょうねぇ……ふへへ……」

　すっかりやさぐれた妹の雰ふん囲い気きにソフィはおろおろするが、あれは半分演技なので問題なし。

　なので俺は気にせず檸檬れもんに話を振ふる。

「格ゲーだろ。お前、割と得意じゃなかったか？　少なくとも俺よりは上う手まいはずだが」

「あたしもそれなりに自信あったんだけどさー、最後の方は基き本ほん攻こう撃げきとコマンド投げ一つだけで攻こう略りやくされちゃったよ。これでも学年内最強決定戦で三位になった猛も者さなのに」

「なんだその決定戦って？」

「ゴールデンウイークに有ゆう志し五十人ちょっとで総当たり戦やったの。あたしの応おう援えんに来ていた加か奈なちゃんにいいとこ見せようと躍やつ起きになった男子をボコボコにした栄光の記き憶おくなのに、こうなっちゃうと灰色の記き憶おくだよ」

　そう言いながらも口調はさっぱりとしているので、やはり大してヘコんではないらしい。

「つまりソフィのセンスが素す晴ばらしかった、ってことか」

「そーなの！　初心者なのに中ちゆう段だん攻こう撃げきの有効さとか攻こう撃げき後ごの硬こう直ちよくとかどんどん覚えてくんだもん！　特に間合いの摑つかみ方かたが抜ばつ群ぐんでさー……だから負けたけどやってて楽しかったよ」

「姫ひめ様さま……こちらこそ楽しかったです！　姫ひめ様さまが身を挺ていして教えて下さったからこそ成長出来たですよ！」

「ソフィはゲームが得意なのかもねー。操作やシステム覚えるの早かったし。ご飯終わったら今度はネット対戦出来るＦＰＳやろっか？」

「姫ひめ様さまがお薦すすめして下くださるのなら何でも挑ちよう戦せんするですよ。それに誰だれも怪け我がすることなく競きそい合あえるのはとても素す晴ばらしいですし」

　……本当ならゲームのやりすぎは注意するところだが、今日までテストだったし、異世界から来ているソフィがあんなに楽しそうにしているのなら、野や暮ぼは言わないべきか。

　ところで、

「そういやアインは出てこなかったが、何やってたんだ？」

　姿を見せなかった双ふた子ごの片割れに訊きいてみると、丼どんぶりに山盛りにしたご飯を頰ほお張ばっていたアインは慌あわてず騒さわがず咀そ嚼しやくしてから、

「……剣けんの稽けい古こ。あの中だとうるさくしても大だい丈じよう夫ぶだから」

「へえ……今度見みせて貰もらってもいいか？」

　この前の火山では剣けんの腕うで前まえを見る機会はなかったし、竹刀しないを使う稽けい古ことは全然違ちがうものが見られそうなので訊きいてみると、アインは切り身の鰤ぶりを一口で食べ終えた後で、

「いいよ。見ても別に楽しくはな──」

「だっ、駄だ目めです！　姉さん、人ひと気けのないところでの稽けい古こはいつも肌はだ着ぎだけでするじゃないですかっ!?　あんなはしたない格好、太た一いち様さまとはいえお見せする訳には……せめてちゃんと服を着て下さい！」

「や。汗あせかくし、隠かくすほどのものでもないよ」

　平然と言うアインだが、どこからどう見てもそのスタイルは隠かくさないと男共がわらわらと群がってくるレベルだった。それが肌はだ着ぎ姿すがたで剣けんを振ふっているとか……目に毒どころの話じゃない。

　迂う闊かつに見たいなんて言うんじゃなかったと後こう悔かいしていると、不意に突つき刺さすような視線を感じた。

　そちらを振ふり向むけば、醒さめきった目をした檸檬れもんと引き気味な平たいらさんが。

「……やっぱねー……お兄ちゃんも所しよ詮せんはおっぱいに勝てないんだよ。ハイハイ、知ってました分かってましたー」

「……お、男の人ですから、多少は…………その……」

　……言い訳をすれば泥どろ沼ぬまになると判断した俺は、黙もく々もくと食事を続ける以外の手段が取れず。

　女性だらけの環かん境きようで如い何かに男の肩かた身みが狭せまいかを痛感し、少しでも早く夕食を終えてテスト勉強を口実に部屋に戻もどることしか出来なかった。
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　──そんなことがあったのが、四日前。

　俺はというと期末試験が始まり、周囲の焦しよう燥そうした雰ふん囲い気きに半ば吞のまれる形で勉強に専念していたので、家にいる時間の殆ほとんどは自室で過ごしていた。勉強に次ぐ勉強、短い息いき抜ぬきを挟はさんでまた勉強、食後は軽く休んで勉強と、受験直前の時並みに時間を費ついやした。

　その甲か斐いあって、自己採点ではなかなかの点数を取れていた。平たいらさんに教おしえて貰もらった効果も少なからずあったと思う。

　テストが終わり、『溜たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷん晴ばらしをしよう！』とクラスのリーダー的存在の相あい田ださんが号令をかけたので、俺を含ふくむ三十余名が参加する打ち上げが昼から行われ、二次会でカラオケに赴おもむく連中にバイト先のカラオケ店の割引チケットを渡わたしてから帰宅した。

　家に戻もどり着き替がえを済ませても、時刻はまだ午後三時にもなっていない。試験期間中は観みられなかったドラマやネット配信番組を片かたっ端ぱしからチェックしようかとも思ったが、久ひさし振ぶりに大人数で遊んだ後なのでコーヒーでも飲んで一休みしてからにするかと階下に降りた。

　キッチンに行くべくリビングに入ると、先客が一人。

「あれ、アインだけか。ソフィは？」

　双ふた子ごの姉だけがテーブルに着いて、平たいらさんが煎いれたのか緑茶を飲んでいた。前に買っていた素っ気ないトレーニング用のティーシャツと短パンを着ているが、これは部屋着として使っているのを知っている。

　綺き麗れいな顔をぼんやりさせたアインは、点ついていたテレビをリモコンで消して、

「中にいるよ。用事？」

「いや、単に姿が見えないから気になっただけ…………ん……？」

　自分で言っておいて、なんだか違い和わ感かんがある。

　ソフィが見当たらないので特に何も考えず訊きいてみたのは確かだが、そもそもどうして気になったのか。問題はそこだ。

　試験期間中、学校は午前だけで終わっていたが、『家じゃ勉強する気にならん』とまるで自じ慢まんにならないことを豪ごう語ごした加か藤とうを含ふくむ数人の友人とファミレスや図書館に寄って勉強していた。帰りは遅おそくなったし、食事以外ではリビングに居い座すわらなかったので、自然と他の人と接する時間はあまりなくなっていたが……

　よくよく思い返してみるとこの数日間、以前は朝食を一いつ緒しよに取っていたソフィが姿を見せていない。夕食の時は同席していたものの、会話は全くなかった気がする。

　そして今、アインだけが外に出ていて、ソフィは籠こもっている……

「……なあ、ソフィは中で何をしているんだ？」

「よく分からないけど、ゲームだって」

「……ゲーム？」

　檸檬れもんに携けい帯たいゲーム機を借りたのか、それともスマホでやっているのか。前に増設空間まで電源コードとＬＡＮケーブルを延ばしてルーターを設置し、中でもネットが出来る環かん境きようは整えた。

　なので中でゲームをしていること自体は何もおかしくない、が……やっぱり気になる。

「アイン、ちょっと中に入ってもいいか？　ソフィに訊ききたいことがあって」

「いいよ。どうぞ、お好きに」

「……中に確かく認にんを取ってからじゃなくていいのか？」

「平気。というか、たぶん確かく認にん出で来きないから」

「…………は？」

　素っ気なく答えてくれるアインの言っている意味が、ちょっと俺には理解出来ない。まあでも、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだ。実際に見てみればいくらか疑問は解けるだろう。

「とりあえず、入ってみる。アインはどうする？」

「もう少し外にいる。お遣つかいを頼たのんだ平たいらもそろそろ戻もどるし」

　そういや平たいらさんの姿もなかったか。あの人は我が家に近付く善よからぬ人物の排はい除じよもしてくれているらしいから、たまに姿が見えなくなることもあるのでそこまで気にしてなかったけど。

　まあ、ともあれだ。姉から許可が下りたので、ちょっと入ってみよう。

　棚たなの前に移動した俺は、一応ロープを軽く振ふって中へ合図を送ってから、四よつん這ばいになり開いたままの戸と棚だなへと頭から入っていく。視界が闇やみに包まれていたのはほんの一いつ瞬しゆんで、すぐに光が溢あふれる白い空間に出た…………が……

「…………ええ……？」

　ルーターの設置をした時も入ったけど、あの時と全然違ちがう。

　俺が最後に入ったあの日、確かく認にん出で来きたのは双ふた子ごの荷物と運び入れた布ふ団とん、それに間接照明とルーター、古い扇せん風ぷう機きくらいだった。

　しかし今は、まず部屋の右みぎ端はしにテレビがある。その隣となりに据すえ置おき型がたの家庭用ゲーム機があり、テレビの前にはフラット型のゲーミングチェア。

　そこに座ったソフィはというと、大きなヘッドセットを装着し、コントローラーを握にぎり締しめていた。ゲーミングチェアの背もたれには寄りかからず、やや前ぜん傾けい姿し勢せい。長い髪かみはヘッドセットの邪じや魔まになるからか、ちょんまげみたいに天てつ辺ぺんで雑に縛しばって纏まとめている。

　この位置からだと横顔しか見えないが……可か憐れんというか、可か愛わいらしい印象の強かったソフィが、澱よどんだ目でゲームに集中する姿が、そこにあった。

「…………いつの間にやら、こんなことに……」

　ほんの数日、俺が試験勉強に集中していた間に、ソフィに何があったのか。そしてテレビといいあのイスといい、いつからここにあるんだろうか？

　俺が戸と惑まどい動けずにいると、入ってきたのに気付いていないらしいソフィは手元だけ忙いそがしく動かし、

「……北側の敵は排はい除じよしたです。進路クリア、このまま西側の敵を牽けん制せいするのでバックアップを……」

　ブツブツ言ってて怖こわいがあれはたぶん他のプレイヤーと通信しているんだろう。じゃなかったら流石さすがに引く。

　……と、不意にソフィが前のめりになり、

「ちょっ、東ルートは駄だ目めです！　そっちが空いているのは罠わなで、隘あい路ろに何か仕し掛かけられているか待まち伏ぶせっ……ああもう言うこと聞きやがれですよ！　せめて西側の突とつ入にゆうに合わせて…………ああああああっ!?　あー、ああ……」

　悲痛な叫さけび声ごえの後、天を仰あおいだソフィの口から漏もれたのは絶望のため息だ。

　すぐに目線はテレビ画面に戻もどすも、表情は虚うつろで覇は気きはゼロになっていた。

「……『罠わなだったわ』じゃねーですよ……忠告もしたのに、あんな見え見えなのに突っ込んでいきやがってです……東ルート侵しん入にゆう、陣じん地ち制せい圧あつで負けですね。お疲つかれ様さまでしたです」

　最後は丁てい寧ねいに締しめると、ソフィはヘッドセットを外して首に掛かけ、イスの背もたれに深々と身を預ける。
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　敗戦に口元を苦々しく歪ゆがめる彼女の姿に、正直このまま見て見ぬ振ふりをして戻もどりたい気持ちもあったが、こんなもの見せられてのんびり過ごせる程ほど俺のメンタルは強くない。

　唾つばを飲み込み、恐おそる恐おそる近付いていった俺は、ストローを刺さしたペットボトルからオレンジジュースらしきものを飲んでいるソフィに声を掛かけた。

「……よう。お邪じや魔ましてるぞ」

「ひぁあっ!?　ぁ、た、太た一いち様さまですか……いきなりでびっくりしたですよ……」

　あわや落としそうになったペットボトルを両手でしっかりと握にぎり、何度も瞬まばたきをしながらこっちを見るソフィは、随ずい分ぶんと姿は変わったが改めて接するとそこまでの違い和わ感かんはなかった。

　その事実に胸を撫なで下おろしつつ、俺はどこからどう訊きいていけばいいのか考えながら問いかける。

「悪い、合図を出しても反応ないから、勝手に入はいらせて貰もらった。取り込み中だったか？」

「ああ……いえいえ、問題ないです。わたしの方こそ対応出来ず申し訳ないですよ」

「ならいいんだが……いつの間にか、随ずい分ぶんと物が増えたな。どこで買ったんだ？」

「これらは平たいら様さまに相談をして、即そく配はい可か能のうなところからネットで購こう入にゆうしたですよ。本当はもうちょっと画面サイズを大きくしたかったですが、あの入り口からだとこれが限界だったです」

　……うちのリビングにあるテレビより一回り大きく見えるのだけれど。これで満足しないのか。

「出来ればオーディオセットも欲ほしかったですが、それまで置くとブレーカーが落ちかねないと平たいら様さまに助言を受けて、この形になったです」

「……なるほど。で、やっているのはゲームのネット対戦か？」

「はいですっ。今全世界で話題の、最大で48人参加が可能なＦＰＳですよ！　限られた選せん択たく肢しの中でどのミッションをこなして勝利するかが肝きもになる、シンプルながら奥おく深ぶかいゲームです……！」

　……どうしよう、ソフィが異世界の言葉を喋しやべってる。いや元々異世界の人ではあるけど、次元の違ちがう話をされるとは思わなかった。

　さっきまでの疲つかれて澱よどんだ雰ふん囲い気きとは一変して目をキラキラと輝かがやかせる様子を見れば、とても充じゆう実じつしているのは間ま違ちがいなさそうだが……

「随ずい分ぶんとハマってるみたいだけど、一日どれくらいやってるんだ？　さっきちらっと見た限り、他のプレイヤーと遜そん色しよくないどころかコーチングまでしていたが」

「大したことはないですよ。このゲームは二日前に始めて……まだ四十二時間しかやってないです」

　…………一日二十四時間、二日で四十八時間しかないのに、まだとは……

　ヤバい、思っていた以上にハマっている。しかもやっているのがＦＰＳって。本気でやるとかなり集中力を使うだろうに。

　俺が恐おそれ慄おののいていると、ソフィはテレビ画面に視線を戻もどし、

「あっ、さっき対戦したチームの人からメッセージが届いているです。ええと……『冷静かつ的確なプレイングでしたね。時間があればこれから同じチームでもう一ゲームしませんか？』、ですって。まだまだ初心者なのでお世辞なのは分かっているですけど、それでも嬉うれしいですねー」

　言葉通り頰ほおを緩ゆるめて微ほほ笑えむソフィだが、注目すべきはその可か愛わいらしさじゃなくて、

「……なぁ。今、普ふ通つうに日本語読んでなかったか？」

　魔ま法ほうの力で会話が出来るのは知っているが、文字にはその効果がないはずだ。なのに今、音声読み上げソフトで内容を確かく認にんした訳でもないのに、ちゃんと読めていた。

「あ、はいです。少しずつ覚えていたので、これくらいなら読めるですよ」

「…………いやこれくらいって……」

「難しい漢字や熟語はまだまだですし、英語は単語しか分からないです。もっと精しよう進じんしなければですよ」

「…………そ、そうか……偉えらいな……」

　若じやつ干かん……いやもうドン引きに近いけども、学習能力の高さが半はん端ぱない。それを全力でゲームに注いでいる。これを無む駄だと言ったら気を悪くする人もいるだろうけど、異世界から来て十日やそこらでその国の文字が読めるようになるだけの才能を使う先としては、やっぱ違ちがうだろ……！

　しかし疲つかれは見えるのに楽しそうな表情で返信メッセージを打ち込むソフィにそんなことを言えるはずもなく、やっとで俺が口にしたのは、

「……そ、そういや、最近は檸檬れもんと話してるのを見ないな？　説得するのは止やめたのか？」

　廃はいゲーマーへの道を歩み始めたソフィに本来の目的を思い出させて少しでも道を正せないものかと訊たずねてみる。

　こちらを振ふり向むいたソフィは、しばし俺の顔を見つめた後で、ふっと力を抜ぬくように笑った。

「……正直なところ、姫ひめ様さまを連れ帰るのは諦あきらめた方が良いいのではないかと思っているですよ」

「そ、そうなのか？」

「はいです。それは勿もち論ろん、姫ひめ様さまのご帰き還かんを待ちわびている人は多くいるですが、姫ひめ様さまの幸せを思うと無理にとは言えないですよ。こんなにも平和で豊かで楽しい物に溢あふれている世界を捨てて戻もどってきて欲ほしいだなんて、かなり分の悪い話ですから」

　なるほど、単にゲーム三ざん昧まいで失念していた訳じゃなくて、引け目を感じて積極的に動けなくなっていたのか。

　それなら納なつ得とくが……

「……それにわたしもこのままこちらの世界にいたいなー、と思ってしまっていてですね……異世界転移はもう数日もすれば可能なのですが、正直こちらの世界の充じゆう足そく感かんが凄すごすぎるですよ……送り出してくれた方のことを考えるといけないとは思うですが、姫ひめ様さまのお付きになって説得を続けるという名目で残るのはありですし……」

　……視線と、コントローラーを動かす手の動きが止まっていない辺り、ゲームの比重が多そうだ。真面目な人ほど一度ハマると深みに落ちるということか。

「ソフィの考えは分かったが、アインには言ったのか？」

「まだ相談していないです。姉さんのことだからわたしの意見を優先してくれそうなので言いい難にくいというですか……」

「ああ、分かる分かる。優やさしい人は、相談したつもりがこっちを信しん頼らいしてくれてのお任せになって、向こうの気持ちを推おし量はかれないままになることあるもんな」

　身近なところでいえば須す賀が沢さわがそうだ。あいつは優やさしいだけでなく四人兄弟の長女だからか世話焼きが染しみ着ついていて、苦を苦と思わず働いてしまうところがある。本人が気にしていなくても、放っておくとあれもこれも負担させてしまう羽目になりかねないから、迂う闊かつに頼たのみ事ごとが出来ない。

　俺の同意にソフィは嬉うれしそうに目を細めて微ほほ笑えみ、

「姉さんはとても優やさしいですよ。わたしが魔ま術じゆつ師しになると決めた時、姉さんは魔ま法ほうが不得手なので剣けんでわたしを守る為ために騎き士しを志して、錬れん封ぷう魔ま法ほうに適性があると分かった後も使い手が少なく重宝される錬れん封ぷう魔ま術じゆつ師しではなく騎き士しとの両立を目指して……どちらも適性はあっても才に恵めぐまれているとはいえなかったはずなのですが、並々ならぬ鍛たん錬れんの果てに若わか手て随ずい一いちと呼ばれる程ほどの力を身に付けたです」

「そうなのか……こっちに来てからは全然そんな感じを見せないのに、やっぱ凄すごいんだな」

「姉は恥はずかしがり屋やなのです。それに、元々ぼーっとしているというか、些さ細さいなことは気にしない大らかな性格ですので。ずぼらな面もあるですし」

「ああ、そっちは分かる気がする」

「ですから、わたしの意向を伝えるとそれに頷うなずく姿しか想像出来ないですよ……姉がどうしたいのか、まずそこを確かく認にん出で来きないと話せないです……」

「なるほどな。んで、どうしてさっさと確かく認にんしない？」

「…………ゲームが忙いそがしすぎるです……」

　最後の最後で駄だ目めな理由だった。

　まあ、話している感じだとその考えに至ったのはつい最近だろうから、切きっ掛かけがなかっただけとも言えるだろうが。

「それで、アインが使命優先かつ向こうに戻もどりたいって言ったらどうするんだ？」

「その時は勿もち論ろん、姉さんとの戦いになるです。勝者の意見が採用されるですよ……！」

「……そこは平和的に話し合いで解決じゃないのか？」

「話して譲ゆずり合あえる部分はそうするですが、姉さんとは大体がそうはならないのです。姉は優やさしくも頑がん固こなので、納なつ得とくのいく決着が必要になるのですよ」

「力ずくなら納なつ得とくするのか……？」

「どれだけ正しくとも負ければ従うか退くかの二つしか残されないですから」

　ハッキリと言い切る辺り、やはりソフィは俺達と異なる環かん境きようで育った人間だ。俺はどうしたって『正しい側が負けるのはおかしい。理り不ふ尽じんだ』と思ってしまうけど、ソフィは『正否は別として勝った方に相手を従わせる権利がある』と割り切れている。リアリスト、ってことなんだろうか？

　疲つかれが見えるのに爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせたソフィは、はにかむような笑えみで、

「だからわたし、ゲームがとても好きですよ。経過はともかく勝った方が強い。負けてもプレイングが良ければ誉ほめられる。それでいてとても刺し激げき的てきで、多くの人と繫つながれて、誰だれも損そこなうことなく終えられる。素す晴ばらしいと思うです！」

　……未いまだかつて、こんなにも真まっ直すぐなゲーム賛美は聞いたことがない。まあ大体聞いているのは檸檬れもんの『見て見てお兄ちゃん、敵が枯かれ葉はみたいに飛び散っていくよ！　あははははは！』みたいな感想だから、余計に眩まぶしく思えるのかもしれないけど。

「ゲームをする中で知り合いも増えているですし、この前東とう京きようで一いつ緒しよに遊んだ加か奈な様さまからもお薦すすめのゲームソフトを教えて頂いたので、次はそれをやってみるつもりなのですよ。とても面おも白しろいらしくてそれも期待しているですが、クリアしてからゲームの話をするのも楽しみなのです！」

　鴻こう巣のすさんともゲーム談義をしているのか。確かあの子は檸檬れもんと違ちがってアクション系はやらず、割とメジャーなストーリー重視のＲＰＧやシミュレーション系をやると聞いたことがある。識字力と読解力が試ためされそうだが、最近のゲームならセリフはボイス付きだろうし最低限の意図は酌くめるか。

　それにしても、ここまでどっぷりなのは……

「……ちなみにだが、もし俺が『ゲームは心身に良くないからもう止やめろ』って言ったら、どうする？」

「……………え」

　訊きいた瞬しゆん間かん、瞳ひとみの色がなくなった。鮮あざやかな碧あお色いろからハイライトが消えたとでもいうか。

「………………え。え？」

「……や、例えばだから、そんなこと言わないって。冗じよう談だんだ、冗じよう談だん」

「……あ、あはっ、なんだ冗じよう談だんですか！　もう、びっくりしたですよ。驚おどろかさないで欲ほしいです」

　驚おどろいたのはこっちの方だし、この反応は果たして冗じよう談だんで済ませていいものだろうか……？

　触ふれるのが怖こわくなった俺は「それじゃ、ぶっ続けでやるのは程ほど々ほどにしとけよ」と当あたり障さわりのない言葉を残し、プライベート異空間から逃にげるように這はい出でた。

「……ん、戻もどってきたよ」

「あっ、太た一いちさんお帰りなさい」

　闇やみ色いろの出入り口からリビングに戻もどると、アインだけでなく平たいらさんもいて出で迎むかえてくれた。二人の顔を見て、涙るい腺せんが緩ゆるみそうなくらいホッとする。

「ただいま……ってのも変だけど。平たいらさんこそ、お帰り」

「はい、ただいまです。クラスの方々と遊んで帰ると連れん絡らくがあったので、もっと遅おそくなると思っていました」

「ああ、俺はそんな付き合いのいい方じゃないから、早々に抜ぬけてきたんで」

　平たいらさんと話している間、アインからの視線を感じる。中でソフィとどんな会話をしたのか気になるんだろう。テーブルの上に買かってきて貰もらったらしきお菓か子しがあるのに封ふうを開けていない辺り、かなり本気で。

　とはいえ、だ。ソフィがあんな感じなのはアインも重々承知で、どちらかというとソフィが気にしていたアインの意向の方が重要に思える。あのゲーム中毒半歩手前な状態もかなり問題だが、元の世界に戻もどれば強制的に断たたれる訳だし。

　なのでアインが今後どうしたいか、まずはそこを訊きいておくべきか。

「……アイン、あと平たいらさんも。ちょっと付つき合あって貰もらいたいところがあるんだけど、これから行けるか？」

「……お出で掛かけ？」

「私もですか？　夕ご飯の支し度たくはほぼ終わってますから、出で掛かけるのは問題ないですけど……」

「ああ、あと出来ればある程度は空腹の方がいいな。行きたい店、期間限定のケーキバイキングやってるみたいだから」

　急な誘さそいなので戸と惑まどい気ぎ味みな二人に、俺は今日の打ち上げで話題になっていた店のことを告げる。

　すると平たいらさんが俄にわかに表情を明るくし、

「わあ、ケーキバイキングですか……いいですね、私、その手のお店には全然行ってなくて。一人だと行いき難にくいですし」

　そういや平たいらさん、元々は児じ童どう施し設せつ出身だっけか。一人暮らしで金銭的な自由が出来ても、ソロで乗り込むのはハードルが高いし。

　一方、アインはまだよく分かっていない顔をしていた。

「……何か、食べるの？　美お味いしいもの？」

　魔ま法ほうで意訳は出来たとしても、ケーキは名めい称しようだから通じないか。

　俺はあまり説明が得意な方じゃないが、これに関しては二言で済む。

「甘い菓か子し、食べ放題」

　そしてアインが目の色を変えるのにも、この二言で十分だった。




　俺のバイト先がある駅から徒歩三分程ほどの位置にあるケーキ屋は、元々テイクアウト専門だったらしいが、今年の春に店てん舗ぽを移転するにあたってイートイン出来る喫きつ茶さスペースを広く設けてリニューアルオープンしたのだとか。

　しかし思いの外イートインする客は多くなく、話題作りと店の味を知しって貰もらう為ために、期間限定でケーキバイキングをやってみることにしたらしい。俺のクラスメイトがオーナーの息むす子こで宣伝がてらそう話していた。

　値段は大人一人二千五百円で、三時間ケーキ類食べ放題で飲み物も最初に注文した物に限りお代わり自由。俺からすると高く感じるが、入る時にショーケースを見たらケーキ一つの単価が五百円超ごえのものも多く、飲み物の分も考こう慮りよすればケーキ四つでほぼ元が取れる計算だ。

　とはいえ、バイキング用に小さめにカットされたケーキやクッキー類は甘いものばかりで、箸はし休やすめ的てきに舌をリセット出来るのは飲み物くらい。俺はそこまで甘いもの大好きって訳じゃないから、二つ三つ食べれば満足してしまいそうだし、そういう客も少なからずいるだろう。

　……ただ、もしかするとお試ためしの期間が終わったら、この店は二度とケーキバイキングをやらないかもしれない。

　そう思わせるに値あたいする食べっぷりを、同じテーブルに着いたアインは見せていた。

「…………ん……、………………うん……」

　一つケーキを食たべる毎ごとに何やら満足げな声を漏もらしているが、アインのペースはまるで変わらないまま一時間が経過している。

　その間、食べたケーキの数は二十三個。一つのサイズはショーケースに並んでいたカットケーキの半分程度だが、普ふ通つうのケーキなら十個以上食べている時点で凄すさまじい。

　さらに言うなら、ここは一度に取ってくるケーキの数を三つまでに制限していて、アインはもう八往復している。そのロスがなければ、もう何個かスコアが増えているはずだ。

　……と、見ている間に二十四個目が口の中に消え、静かに咀そ嚼しやくされていく。そしてまた皿を持って立ち上がる。無限ループに突とつ入にゆうしてるんじゃと思わせる変わらなさだが、ちゃんと持ってくるケーキの種類や組み合わせは毎回違ちがっていた。

　見ているだけで腹が膨ふくれるとはこのことなのか、三個だけしか食べていないのに俺はもう満腹感が凄すごかった。

「気持ちのいい食べっぷりですね……私、もう満足かもしれません」

　そう言って平たいらさんはストレートの紅茶を飲む。ちなみに平たいらさんも既すでに十一個は食べていた。皿に残るチーズケーキが最後になるとして、俺の四倍食べている。まあ俺のギブが早すぎるんだけど。

　……にしても、アインのペースは変わらない。今戻もどってきたが、また皿の上には三個のケーキが載のっている。

　ある程度食べて落ち着いてから話そうかと思っていたけど、この調子だと制限時間まで食べ続ける可能性もある。店の在庫と財政が死にかねない。

　なので予よ定てい変へん更こう、もう話を切り出すことにしよう。

「アイン。食べながらでいいんだが、ちょっと話を聞きかせて貰もらっていいか？」

「………………ん……？」

　俺の言葉に素す直なおに従い食べる手は止めず、アインはもごもごと口を動かしながら『何？』と目で訴うつたえてくる。

「改めてこんなこと訊きくのも変だけど、こっちの世界にはもう慣れたか？　元の世界と比べて過すごし難にくいとか困っていることとかあれば、参考までに遠えん慮りよなく言って欲しいんだが」

「…………ん、特にないよ。食べ物は多くて美お味いしいし、敵もいないし。寝ね床どこも素す敵てき」

「食事がお口に合っていたのなら良かったです」

　こうしてたまに外で食べる以外はほぼ全て平たいらさんの手料理だから、高評価に喜んでいた。

　そんな平たいらさんを、アインはフォークを握にぎる手を止めてじっと見つめ、

「平たいらは本当に凄すごいね。姫ひめ様さまと一いつ緒しよに持ち帰りたい……」

「評価して頂けるのは嬉うれしいですが、私は太た一いちさんと檸檬れもんさんのお世話にやり甲が斐いを感じていますから。お気持ちだけ有あり難がたく頂ちよう戴だいします」

「……残念」

　アインの表情に変化は乏とぼしいが、心の底からそう思っていると分かる。この二週間足らずでそれくらいは判別出来るようになっていた。

　だからこそ、世間話の延長という素す直なおな気持ちがこぼれやすいこの状じよう況きようで、ストレートに訊きいてみる。

「アインがこっちに残る、ってのも有りなんじゃないか？　勿もち論ろん、一度は報告で戻もどる必要があるだろうけどな」

「…………こっちの世界に？」

「ああ。檸檬れもんは向こうに行くつもりがあんまりないし、それでも姫ひめ君ぎみ扱あつかいするんならお目付役というか連れん絡らく役やくを置いておくのもありだと思う。白しら木きのおっさん達にしても、異世界を行き来する人材は争そう奪だつ戦せん必至なくらい欲しいだろうから、衣食住には全く困らないぞ」

　衣食住の『食』を口にした瞬しゆん間かんだけアインの目が輝かがやいたものの、反応自体は殆ほとんどなかった。ただ、考えている素そ振ぶりはあって、ケーキを口に運んだまま動かなくなる。

　急せかすつもりもないしのんびり待つ気でいたが、結論が出るのにそう時間は掛かからなかった。

「……ソフィがそうしたいなら残る。違ちがうなら一いつ緒しよに帰るよ」

「それでいいんですか？　アインさん自身のお気持ちは？」

　特に打ち合わせした訳でもないのに、すかさず平たいらさんが切り込んでくれた。流石さすがは超ちよう有ゆう能のう家か政せい婦ふ兼けん現げん代だい忍にん者じやとしての英才教育を受けてきた人だ。こっちの意図を的確に酌くんでくれる。

　平たいらさんによるナイスアシストに、アインはもう最後の一つになったケーキにフォークを入れて、特に考える間も置かずに答えた。

「ソフィがそうしたいなら叶かなえてあげたい。悪いこと以外なら」

「それは……失礼ですが、ソフィさんに責任を負わせてしまうことになりませんか？　アインさんがご自身の意志で決めなければ、双そう方ほうの為ためにならないこともあると思いますが……」

　俺とそう歳としが離はなれていないのに大人な意見を述べる平たいらさんに、アインは特に大きな反応は示さなかった。

　揺ゆるがず真まっ直すぐに平たいらさんを見つめ返したアインは、フォークを握にぎる手をキュッと握にぎり締しめ、

「大だい丈じよう夫ぶ。僕がしたいのはソフィの助けになることで、ソフィが困ったり間ま違ちがったりした時に支えてあげることだから」

「……姉し妹まい仲なかが良いいのは素す晴ばらしいと思いますが、どうしてそこまで……？」

「……僕、ずっと落おち零こぼれだったけど、ソフィだけは側そばにいてくれたから。魔ま力りよくがあるのに魔ま法ほうは使えなくて、何をするのも人より遅おそい僕を、ずっと励はげましながら支えてくれたの」

　どこか誇ほこらしげに語られるソフィの姿は、容易に想像が出来た。アインに振ふり回まわされながらも愛情の深さを感じさせる言動や、俺や檸檬れもんに対してもずっと丁てい寧ねいな対応をし素す直なおに喜き怒ど哀あい楽らくを表していた、あの姿から簡単に結び付く。

　……まあ、今のゲームにハマって堕だ天てんしかけた様を思い返すと、何だか凄すさまじい落とし穴が待ち構えている気もしてしまうけど。

「ソフィは魔ま法ほうの才能が認められて大師ハバムの直じき弟で子しに誘さそわれたのに、僕と離はなれるのならと断ったんだ。あんなに大師に憧あこがれていたのに」

「……だからその恩に応えて、ですか？」

「それもあるけど、騎き士しだから。今の僕は国でも姫ひめ様さまでもなくて、ソフィを護まもる騎き士しだから」

　誇ほこるでも強調するでもなく、それが当然と言わんばかりの平へい坦たんな口調で語ると、アインは再びケーキを食べ始める。

　……ヤバい、不覚にも感動してしまった。じんと来て胸が熱くなっている。

　ソフィはアインが自分の気持ちを押おし殺ころしてしまうのではと心配していたが、この確固たる意志があるなら大だい丈じよう夫ぶだろう。盲もう目もく的てきに信じるのではなく、ちゃんと間ま違ちがっていたら正してあげる気持ちもあるみたいだし。

　……と、その時。テーブルの上に置いていたスマートフォンが震ふるえ、画面を見ると檸檬れもんからメッセージが届いたと表示されていた。

　何かと思ってアプリを開き内容を確かく認にんしてみると……

『お兄ちゃん！　ソフィが加か奈なちゃんお薦すすめのゲームやるんだって！　「わたしが世界を護まもるですよ！」って意い気き込ごんでる！　あたしもやりたいからお小こ遣づかいちょーだい！！！』

　……うちの妹らしい、やたらとエクスクラメーションマークの多いメッセージだった。

「……アイン。妹さん、世界を護まもるらしいぞ」

　今の話との温度差に脱だつ力りよくしながら口に出してみると、ケーキを飲み込んだアインは少しだけ不思議そうな顔をし、

「……僕の妹は壮そう大だいだな」

『何それ？』と切って捨てない度量の深さを見せて、アインはお代わりをしに席を立った。














五　結末はぶつかり合って決めるもの









　異世界から双ふた子ごがうちに来て、早いもので二週間が経たった。

　日に日に暑くなり夏休みが近付いている中、俺は一つ考えていることがあった。それは双ふた子ごに関することであり、俺の妹に関することでもある。

　つまり、あの二人と一いつ緒しよに檸檬れもんを向こうの世界に送ってみるのもありかもしれない、ということだ。

　俺にとっては完全ファンタジーな異世界だが、檸檬れもんにとっては生まれた世界になる。一度里帰りくらいはさせておくべきなんじゃないかと、そう思った訳だ。

　……ちなみに、昨夜テレビで怪け我がをした動物を保護して、すっかり怪け我がが治ったところで野生に帰そうというドキュメンタリー系の番組を見たのが切きっ掛かけだが、心の端はしに考えはあった。別れを惜おしむチンパンジーと敢あえて突つき放はなす飼育していたレンジャー、そしてわざわざ縄張りから迎むかえに出てきた家族と思おぼしきチンパンジー数すう匹ひき。ああいうシーンはやっぱり感動してしまう。仲間の元に走りながらも何度もレンジャーを振ふり返かえるチンパンジーの姿は、涙なみだを誘さそうには十分だった。

　……とまあ、そんな訳で、期末試験も終わったことだしちょっと真しん剣けんに妹の今後について考えてみた。

　実の両親の記き憶おくなんてあいつにはないが、向こうにしてみれば泣く泣く手元から放した大事な娘むすめだろうし、会いたいと思っているかもしれない。あのチンパンジーの家族みたいに。

　ソフィは魔ま力りよくの関係で帰れるのは少し先になると言っていたが、そろそろだろう。もう来週から俺も檸檬れもんも夏休みだし、田舎いなかに帰る前にそっちに行くのもありだ。

　……とまあ、そんなことを考えていたのだが。

「──ようやく帰ってきたね、お兄ちゃん」

　学校から帰宅してみると、何な故ぜか檸檬れもんが不ふ機き嫌げん丸出しの顔つきで玄げん関かんに仁に王おう立だちしていた。偉えらそうに腕うで組ぐみもして、『あたし怒おこってます』のアピールなのかツインテールがいつもより高く結ゆわれている。まあ全然威い圧あつ感かんはないけど。

　とりあえず訳が分からないので、俺は檸檬れもんを避さけて家に上がり、

「ただいま。わざわざ待まち伏ぶせとは穏おだやかじゃないな」

「そうしたくもなることがあったからだよ。お兄ちゃん、心当たりない？　胸に手を当てて考えてごらん？」

「ねぇよ。お前ならすぐにいくつか出てきそうだけどな」

「あっ、あたしはせーれんけっぱくだよ！　清く正しく実力行使がモットーだもん！」

　聞いていて全然清いイメージがないセリフだったが、こいつが迷めい言げんを吐はくのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。いちいち突っ込んでいたら疲つかれる。

　自分の部屋に行こうと階段を上っていくと、すぐ後ろをマークするように檸檬れもんが付いてきた。

「……んで、何だよ鬱うつ陶とうしい」

　部屋の中まで離はなれず追ってきた檸檬れもんは用件を言わないまま、恨うらめしげな目を向けてくる。ウザいので止やめて欲ほしい。

　机に鞄かばんを置いて着き替がえ始はじめると、わざわざ視界に回り込んできた檸檬れもんは、

「……お兄ちゃん、しらを切るつもり？　あたし、知ってるんだからね」

「何をだよ。わざわざお前に申し開きするようなことに覚えはないぞ」

「へぇぇ、そーなんだぁ。あー、あー、そっかそっか、そーいうこと言っちゃうんだぁ」

「……だから何なんだよ、それ？」

　部屋着に着き替がえ、脱ぬいだ制服をハンガーに掛かけて吊つるしながら言うと、檸檬れもんは攻こう撃げき的てきかつ獰どう猛もうな笑え顔がおになり、

「…………ケーキ。バイキング。ほら、もう分かった？」

　それは答えじゃないのか。マジでクイズセンスのない妹だ。

　まあでも、言いたいことは分かった。どっちかからこの間の話を聞いたのか。

「……で、それがどうしたんだ？」

「なぁっ!?　ど、どーしたじゃないでしょ!?　何な故ぜにあたしを誘さそわなかったの!?」

「お前がいない時に誘さそったからだろ。いたら流石さすがに声くらい掛かけるわ」

「いたら、じゃないの！　いなくても掛かけるの！　あたしも行きたかったのにぃ！」

　さっきまでわざとらしく押し込めていた感情を大だい爆ばく発はつさせて、檸檬れもんはバタバタと腕うでを動かし訴うつたえてくる。

　ここまで大おお袈げ裟さな反応をするとは思わなかったが、よくよく考えるとこんなに騒さわがれるのも理り不ふ尽じんだ。

「行きたいならまだ期間中だから、須す賀が沢さわか鴻こう巣のすさんでも誘さそって行ってこいよ。結構美う味まかったぞ」

「ホントっ!?　お兄ちゃんの奢おごりで!?」

「意味分からん。それこそマジで何でだよ？」

「あたしは！　ただ単にケーキが食べたいんじゃないの！　自分のお小こ遣づかいを使わずにたらふくケーキを食べたいの！」

　……堂々と酷ひどいセリフを吐はきやがる。これが俺の妹で、世界の情勢を左右する存在か。涙なみだが出そうだ。

　深々とため息を吐つく俺に、檸檬れもんは更さらに詰つめ寄よってきて、

「大体お兄ちゃん、最近あたしの扱あつかいが雑じゃない？　客人をもてなすのは分かるけど、だからといって可か愛わいい妹を蔑ないがしろにするのはどうかと思うなー」

「何だよ、構って欲しいってことか？」

「違ちがっ!?　ばっ、違ちがうよそーいうんじゃないよ、キモい勘かん違ちがいしないの！　あたしはただっ、他よ人そ様さまにばかり気を遣つかわないで、もっと身内を大事に扱あつかえって話を──」

「ああ、その件で俺からも話があったわ」

　興奮気味に顔を赤くして訴うつたえていた檸檬れもんを落ち着けと手で制し、

「たぶんそろそろ、あの双ふた子ごが転てん移い魔ま法ほうを使える頃ころ合あいだろ。お前さ、一いつ緒しよに行ってみたらどうだ？」

「…………な。な、なな、なぁぁぁぁぉぁあっ？」

　割と自然な提案をしたつもりだが、何な故ぜか檸檬れもんがバグった。荷物を上げ下げするみたいに忙せわしなく両手を動かし、目を白黒させている。

「えっ？　え、あれ、ええっ？　お、お兄ちゃん、それってどーいう……？」

「こんな機会じゃないと生まれた世界になんて行けないだろ？　父親は存命らしいし、お前を送り出して心配している人達もいるだろうしな」

　魔ま法ほうを使ったことで図はからずも無事の便りにはなったみたいだが、一度だけやってきた使つかい魔まとやらでは大した確かく認にんも出来ていないだろう。あれ、すぐに檸檬れもんが消しちゃったし。

　お家いえだか国だかの再興はともかく、元気な姿を見せて安あん心しんして貰もらうのは必要に思える。何せ十五年も所在不明だったんだから。

　……とまあ、至し極ごく全うかつ人として当然の提案をしてみた訳だが。

　どうしてうちの妹は飼い主に騙だまされて動物病院に連れてこられた犬みたいな顔をしてるんだろうか？

「…………へー。あー、そう、そーなんだ。なるほどなー、そーきますかぁ」

　フリーズしていたのも束つかの間ま、見る見るうちに冷さめきった表情になった檸檬れもんは一人で納なつ得とくするようにブツブツと呟つぶやく。

　明らかに様子がおかしいので、俺は困こん惑わくしながらも確かく認にんしておく。

「おい、檸檬れもん。俺の言っていること、分かったか？」

「えーえー、分かったよ分かりましたよ。お兄ちゃんがそー言うんなら、あたしの返事は決まってるよ」

「……何だよ？」

　どうしてこんなに刺とげ々とげしい態度なのか分からないまま問い返すと、くわっと大きく目を見開いた檸檬れもんは俺の机を力ちから一いつ杯ぱいぶっ叩たたき、

「──実家に帰らせていただきます！」

　何のドラマで覚えたのか分からないセリフを叫さけび、檸檬れもんは俺の部屋から猛もう然ぜんと飛び出していった。

「…………今の、使いどころ微び妙みように違ちがわないか？　しかもあんな怒おこって……」

　まさかそんなにケーキバイキングの一件で騒さわぎ立たてるとは。しかしここで折れて金をやると味を占しめそうだから、今度バイト帰りに適当な甘かん味みを土産みやげにしてやるか。

「……にしても、えらい勢いで降りてったな……？」

　自分の部屋に戻もどるのかと思ったら、階段を駆かけ降おりる足音が聞こえてきたので、リビングに行ったか外に出ようと玄げん関かんに向かったか。最近のあいつは魔ま法ほうで空間転移して外出することも多いから、可能性としてはリビングの方が高い。

　あの剣けん幕まくだったし、一応様子は見ておこうと、俺は部屋を出て階下のリビングへ向かうと……

「──だからほらっ、今すぐ向こうの世界に行くよ！　ソフィ、早く魔ま法ほうの準備っ！」

「は、ひ、ふぁいっ?!」

　テーブルに着いて麦茶を飲んでいたらしいソフィが、檸檬れもんの手で盛せい大だいに肩かたを揺ゆさぶられていた。頭がガックンガックン動いて大変なことになっている。田舎いなかの玄げん関かんに飾かざられている赤ベコみたいだ。

　同じテーブルにアイン、そしてキッチンに平たいらさんもいるが、誰だれも檸檬れもんの凶きよう行こうを止められないで呆あつ気けにとられていた。

　俺が帰宅した時に平たいらさんはここにいたものの、双ふた子ごの姿はなかったはず。つまり今さっき出てきて一休みした直後、この惨さん状じようになっているのか。

「おい、その辺にしとけ。ソフィの首がもげるぞ」

　誰だれも止められそうにないので俺が檸檬れもんの腕うでを摑つかんで止めさせると、ソフィはフラフラになりながらも背筋を伸のばし、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、です…………それより姫ひめ様さま、今の話は……？」

「聞いての通り、一いつ緒しよに戻もどるんだよ。だからほら、早く荷物を纏まとめて！　空間転移の準備して！」

「やややっ、姫ひめ様さまお待ち下さいですよっ!?　その気になって頂いたのは嬉うれしいですが、流石さすがに急すぎて……それに魔ま力りよくのコンディション的には明日の午後か明後日あさつての朝以降でないと……」

「じゃあ明日の午後、学校から帰ったらね！　ハイ決まりっ、それで決まり！」

　一方的に決めた檸檬れもんは俺の顔を一ひと睨にらみして、鼻息荒あらくリビングから立ち去った。我が妹ながらなんという態度の悪さ。ああいうところは田舎いなかの祖じ父いさんによく似ている。

「……ったく、仕方のない奴だな……」

「い、いきなりすぎてびっくりしたです……姫ひめ様さま、全然そんな素そ振ぶりはなかったですのに……」

「……意外」

　双ふた子ごが戸と惑まどうのも無理はない。俺も訳が分からないし。

　しかしこうなると、

「あいつはその気になったけど、二人はいいのか？　そうポンポン飛んでこれる訳じゃないみたいだから、向こうに戻もどったら次はいつ来れるか分からないだろ？」

　メインタスクは檸檬れもんを連れ帰ることだからいいとして、他にこの世界でやり残したことがあったとしたら、あと丸一日しか残ってない。

　そのことに気付いたようで双ふた子ご姉し妹まいは互たがいの顔を見合わせ、

「ど、どうしようです、折角キルレートにボーナス補正が掛かかるキャンペーン中だったですのに……それに加か奈な様さまお薦すすめのゲームもまだ中ちゆう盤ばんで……!?」

「…………もっと色々食べたかった……」

　うん、ジャンルは違ちがえど二人とも分わかり易やすい要望だった。ただ、それで人じん生せい終しゆう了りようみたいに青ざめられると少し対応に困る。

　突とつ然ぜんの出張期間終しゆう了りように泡あわを食っていた二人だが、先に立ち直ったのはソフィだった。

「……こうなったらあのゲームだけでもクリアしないとです……！　太た一いち様さまっ、申し訳ないですがわたしはこれにてですっ！」

「……おう。頑がん張ばれ」

　そうとしか言えない俺の見ている中、一気に麦茶を呷あおったソフィはすぐさま立ち上がり、それでもちゃんとコップをキッチンに持っていって平たいらさんに一言残してから、慌あわただしく棚たなの下の異空間へと入っていった。

　残されたアインもしばし自分のコップを見つめていたが、徐おもむろに立ち上がるとソフィの消えた異空間へと入っていったが、すぐにそこから出てきた。そしてキッチンにいる平たいらさんに、何やら差し出す。

「……お願い。これ全部で、美お味いしい物を」

　見れば持っているのは現地通貨を入れる為ために東とう京きようで買った財さい布ふだが、問題は差し出している札束だ。割と厚みがあるけど、たぶん一万円札だろ。今日明日で何を食えばそんなに必要になるんだ。

　出された平たいらさんも少し困った顔で、

「ええと……でしたら魔ま法ほうで東とう京きようまで行って、どこか有名なお店で晩ばん餐さんにしましょうか？」

「……出来たら、平たいらに作って欲しい。僕、平たいらの料理凄すごく好き」

　おお、これは殺し文句だ。口下手なアインだからこそ効果は凄すさまじい。

　この一いち撃げきには平たいらさんも口元を綻ほころばせ、「でしたら」と言ってアインの手元から札を二枚だけ抜ぬき取とって、

「ちょっといいお肉とお魚を買って、ご馳ち走そうを作りますね。向こうでは生魚を食べられないそうですし、お刺さし身みも用意しましょう」

「……楽しみ……！」

　表情の変化こそ乏とぼしいが、アインが心の底からそう思っているのは十分に伝わってくる。

　急に決まってしまったものの、こうなると俺からも何か用意した方が……と思った矢先、ポケットに入れていたスマホの呼び出し音が鳴った。取り出して見ればアプリ経由の通話着信で、珍めずらしいことに相手はバイト先の柏かしわ原ばらさんだ。

「何だろうな……もしもし？」

『あ、良かった繫つながった。今、大だい丈じよう夫ぶかな？』

「大だい丈じよう夫ぶです、家なんで」

『そ。もう学校は夏休みに入ってたっけ？』

「それは来週からですけど……何かあったんですか？」

　柏かしわ原ばらさんは女子大生なので、バイト先ではそれなりに話す間あいだ柄がらとはいえ私的に遊びに行く仲じゃない。そんな彼女がスケジュール確かく認にんしてくるとなると……

『それがね、こっちはもう夏休みに入ってたから、朝から海でサーフィンしてたの。結構いい感じに波に乗れて、調子にも乗っちゃってね。ちょっと無理したら波に揉もまれて、サーフボードが頭にゴツッと』

「うわっ……怪け我がは大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

『ま、血は出たけどそんなに大層なもんじゃなくて済んだよ。七針縫ぬっただけだし』

　それは大おお怪け我がっていうんじゃないんだろうか。絆ばん創そう膏こう貼はって終わりみたいに言ってるけど、縫ぬってる訳だし。

　聞いているだけで痛そうなのに、柏かしわ原ばらさんはあくまでも軽い口調で話を続ける。

『それでさ、本題ね。十七時からわたしの代わりにバイトのシフト入ってくれない？　本当はバイト行く気満々だったんだけど、医者が今日だけでも大人しくしとけって』

「そりゃそう言うでしょうよ……でも俺、まだ未成年なんで二十二時までしか無理ですよ？」

『平日だし、深夜帯は店長が死ぬ気で頑がん張ばるって。まあワンオペで大だい丈じよう夫ぶでしょ』

「じゃあ……」

　返事をしようとして、ちらりとアインを見る。

　今晩は二人と食べる最後の夕食になりそうだったが……仕方ないか。

『もしもし？　無理はしなくていいよ、明日も学校なんだし。ちょっと店長が死にかけるだけだろうしね』

「なら駄だ目めじゃないですか……分かりました、代わりに行きます。すみませんが、向こうには連れん絡らくしといて下さい」

『おっけ、それくらいお安いご用よ。悪いね、助かるよ。お礼に今度、秘蔵の街角美少女画像見せたげるね』

「なんすか、それ……法や条例に触ふれそうな響ひびきですけど……」

『ノープロノープロ。同性で着衣なら、ゼミの資料で使うって言えば割と撮とらせてくれるの。でも見せるだけね、データはあげないから』

「怖こわいから要いらないですよ。それじゃ、準備して行くんで。お大事に」

　通話を切ってスマホを仕し舞まい、俺は小さくため息を吐ついた。縫ほう合ごうが必要な怪け我がをしたっていうのに、元気すぎるのも問題だ。

　まあ、無事で何より、か。入院するような怪け我がじゃなくて良かった。むしろ店長が過労で倒たおれないかを心配する必要がある。

　そうならない為ためにも、俺が一ひと肌はだ脱ぬぐのは仕方ない。気持ちを切きり替かえよう。

「平たいらさん、俺はこの後急用が入ったんで、夕食は要いらないです」

「残念ですね……あの、太た一いちさんの分は残しておきましょうか？」

「気持ちは嬉うれしいですけど、よく食べるのが二人いるんで、そっちに腹はら一いつ杯ぱい食わせてやって下さい。特に檸檬れもんはあの感じだと、ムキになって俺の分を食くい尽つくそうとするはずなんで」

　こういう時だけ気力で限げん界かい突とつ破ぱしやがるから、残っているのを期待すると後で泣きを見る。最初からないと思った方が気分的に楽だ。

「アインも、すまないな。最後なのに同席出来なくて」

「ん……朝は？」

「朝はいつも通りだけど……むしろ朝飯はアインが起きてないだろ？」

　どうも朝は弱いらしく、朝にアインがちゃんと起きているのは二、三回しか見ていない。キチンとしているはずのソフィがゲームに嵌はまって全然規則正しくない生活になっているせいもあるかもだ。

　だから明日も寝ねている前提で考えていたが、アインはしっかりと俺の目を見て、

「起きるよ。だから、ご飯は一いつ緒しよに」

「……んじゃ、楽しみにしとくよ。何だったら明日の朝食は俺が──」

「それは駄だ目めです。食事の支し度たくは私の仕事ですから。ね？」

　心こころ尽づくしにと思ったが、プロ意識の高い平たいらさんの許可が出なかった。残念だが、既すでにうちの台所を支配しているのは彼女なので、従うしかない。

　苦く笑しようして両手を上げて降参すると、俺はバイト先のカラオケ屋に向かうべく準備を始めた。




　ちなみに。夜よる遅おそくに帰宅すると、やはりというかご馳ち走そうとやらは欠片かけらも残っておらず、たらふく食べたらしい檸檬れもんやアインは早々に寝ねてしまったようで、話をすることもなかった。

　──この段階で話が出来れば、翌日はもうちょっとマシな展開になっていたはずなのに、俺という男はつくづくタイミングが悪いみたいだ。




　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆




　一夜明け、アインとソフィが檸檬れもんを連れて異世界に戻もどる当日の早朝。

　生あい憎にくと深夜に降り始めた雨が窓を叩たたいていたので、日課のジョギングは中止。なら平たいらさんの手伝いでもしようかと思って部屋を出た俺は、意外な光景に足を止めた。

　檸檬れもんの部屋のドアが、開いている。それだけでなく、もう起きて何やらやっていた。

「どうしたよ、こんな早くに。ちゃんと寝ねたのか？」

　部屋には入らず廊ろう下かから中へと話しかけると、床ゆかに座り込んで手を動かしていた。

　寝ね間ま着きではなく既すでに部屋着になっていた檸檬れもんが振ふり向むき、昨日に引き続き不満たっぷりな顔を見せて、

「見ての通りだよ。お兄ちゃんはそんなことも分からないの？」

「見ての通りって……親おや父じのスーツケースまで引っ張り出して……」

　床ゆかに広げられているのは父親が使っていたというスーツケースだ。押おし入いれに仕し舞まっておいたのをわざわざ出してきて、荷造りか。

　俺はまだ少しぼんやりする頭を搔かいて、檸檬れもんに訊きいてみる。

「……それ、向こうに持っていくのか？」

「そうだよ。お泊とまりグッズに生活に必要な物に、これ一つじゃ全然足らないんだから」

「……いや多すぎるだろ。どこぞの芸能人か」

　日帰りするのかと思っていたから荷造りなんて考えてなかったが、こいつは向こうでファッションショーでもする気なのか。

　まあ、向こうにしてみれば十五年振ぶりのお姫ひめ様さまの帰き還かんだし、歓かん待たいされて泊とまるケースも想定していいだろう。だが、やっぱりこれは多すぎだ。

　俺は一度自室に戻もどってから檸檬れもんの部屋の中に入ると、既すでに八割方埋うまっているスーツケースの上に、持ってきたリュックサックを投げ置いた。

「わっ、何すんのお兄ちゃん!?」

「たかが一泊ぱくにそんな大荷物要いらないから、それに入るだけにしろ。ソフィ達の魔ま法ほうの負担になるかもしれないだろ？」

「…………う、ん？　ん……んん？　え、あれ…………今、なんか……？」

　怒いかり顔がおから一変、急に戸と惑まどい出だした妹に、俺は追加で注ちゆう意い事じ項こうを告げる。

「向こうでは礼れい儀ぎ正ただしくして、羽目を外すなよ。あと、泊とまるのはいいけど、朝には一度家に戻もどってから学校に行くように。俺は登校した後だろうけど、ちゃんと平たいらさんに確かく認にんお願いしておくからな？」

「…………う、うん、それはいいんだけど…………あれ？　あの、お兄ちゃん、もしかしてあたしがすぐ帰ってくると思って、る……？」

「あ？　当然だろ。もう来週には夏休みなんだし、連れん泊ぱくするのはそれからにしとけ。あと、昨日帰りに向こうに渡わたす手て土産みやげも買っておいたから、下のテーブルに置いてある紙かみ袋ぶくろを持っていくのも忘れるなよ？」

　本当ならそれなりに吟ぎん味みして選ぶべきなのに、昨日の今日だから安あんパイのクッキー詰つめ合あわせになってしまった。保護者として適切なのか疑われないか心配だ。

　……で、どうしてこの妹はさっきからフリーズしているのか。珍めずらしく早起きなんかしたから、まだ脳が正せい常じよう稼か働どうしていないのかもしれない。

　まあいいか、静かなうちに言うべきことを言っておこう。

「いいか、もしも向こうに着いた後でお前単独じゃこっちの世界に戻もどれないと分かったら、無理はするなよ。連れん絡らく手しゆ段だんが全ぜん滅めつだろうけど、ソフィ達は時間を空けたらまた魔ま法ほうが使えるんだから、それまで待て。使つかい魔まとかいうので連れん絡らく出で来きそうなら頼たのんで使つかって貰もらうように」

「……う、うん…………あの、すぐ帰ってきてもいいんだよね？」

「いいけど、食事の準備があるんだから夕食は向こうで食ってこいよ」

「…………お兄ちゃん、あたしがいなくて寂さびしくない？」

「アホか、月一くらいで友達の家に泊とまりに行くくせに何言ってんだ。一日顔を合わせない程度で寂さびしがるかよ」

　むしろうるさいのがいなくて羽を伸のばせるくらいだ。

　……まあ、そりゃあ何日もいないとなれば、あのうるささが恋こいしくなるのかもしれないが、前提が違ちがいすぎる。

　それと、どうしてこの妹はにまにまと笑いを堪こらえているような表情になっているのか。今の質問といい、実に不ふ審しんだ。

「とにかく、向こうで面めん倒どうなことは起こすなよ。あと、こっちに戻もどってくる時はちゃんと言ってから帰るように。書き置きしても向こうの人は読めないからな。ソフィはギリいけるかもしれないが」

「……それくらい分かってるよ！　もー、お兄ちゃんは心しん配ぱい性しようだなー、仕様がないなー、全く！」

「何だそのテンション……朝から元気すぎだろ、お前」

「いいの！　トーヘンボクのお兄ちゃんには分からなくて！」

　マジで意味が分からない。にまにまを通とおり越こしてもう完全に笑え顔がおだし。こいつの情じよう緒ちよはどうなってるんだか。

　俺が割とガチの心配をしていると、急に檸檬れもんは作業していたスーツケースを閉じて、

「……よしっ、やっぱ止やめた！　今回は向こうの世界に行くの、止やめときます！」

「あん？　どうした、いきなり」

「よくよく考えてみたら、確かにお兄ちゃんの言う通り夏休みになってからゆっくり行けばいいかな、って。だから二人と一いつ緒しよに行くけど、あたしはそのまま帰るよ。感動のご対面は改めてということで」

「……それでいいのか？」

「いーのいーの、今は向こうの世界がどこの辺にあるかそこまで分かってないけど、一度行ったら世界の場所はざっくり摑つかめるはずだから。そしたら次からはあたしの魔ま法ほうで行けるし、お兄ちゃんや加か奈なちゃん達も一いつ緒しよに連れていけるもん」

　なるほど、ソフィ達だと運べる人数に限界があるけど、檸檬れもんなら単体でもさらに多くの人を運べるか。どちらかというと、こいつの制せい御ぎよ力りよくに不安が残るが。

　晴はれ晴ばれとした表情で檸檬れもんは立ち上がり、

「ハイ決まりっ。やー、折角早起きしちゃったし、のんびり朝ご飯からの朝あさ風ぶ呂ろでもしちゃおっかなー。もしくはソフィと最後にゲームで遊ぶか」

「……遅ち刻こくせずに行くなら別にいいけどよ。たぶんもうお前じゃ勝ち目ないんじゃないか？」

「いーのいーの、お遊びなんだから。真しん剣けんに遊んで、お互たがいナイスファイトで終わればいーの！」

　そう言うと檸檬れもんは一足先に部屋を出て、階下へと降りていく。元より俺も下に行くつもりだったので付いていくと、リビングには平たいらさんだけでなく、既すでにアインとソフィの姿もあった。

「やあやあおはよー！　二人とも、バッチリ起きてるねー」

「あ……姫ひめ様さまおはようございますです……太た一いち様さまも、おはようです」

「…………姫ひめ様さま、太た一いち。おはよ……」

　元気な妹とは対照的に、異世界の姉し妹まいは今にも寝ねてしまいそうなコンディションでテーブルを囲っていた。アインは単純に眠ねむそうだが、ソフィは目が完全に充じゆう血けつしている。恐おそらく徹てつ夜やでゲームをしていたんだろう。

　しかしソフィの元気がなさそうかというと、そんな感じもしない。むしろ徹てつ夜やでハイになっているのか、疲つかれ顔がおなのに妙みような覇は気きが見受けられる。

　それに気付いていないのか、檸檬れもんはマイペースな笑え顔がおで自分の席に座り、二人に話しかける。

「二人とも眠ねむそうだねー。そんなで午後の魔ま法ほう、ヘーキなの？」

「……ソフィ任せだから……」

「仕方のない姉さんです。でもです、わたしは大だい丈じよう夫ぶですよ。朝あさ餉げの後で一休みしますから、その休養で姫ひめ様さまの懸け念ねんは払ふつ拭しよくしてみせるです！」

　……やっぱソフィのテンションもおかしい。徹てつ夜やでナチュラルハイになっているにしても、この異様なやる気は何なのか。

「……ソフィ、アルコールの入った菓か子しでも食べたのか？　いくら何でもテンションが変だぞ」

「これは心配をお掛かけしてすみませんです。しかしです、これはお酒や薬やく物ぶつ摂せつ取しゆが原因ではないので大だい丈じよう夫ぶなのですよ」

「んじゃ、何が原因だ？」

「加か奈な様さまからお薦すすめして頂いただいたゲームをクリアしたのです！　超ちよう面おも白しろかったのです！」

　ああ、なるほど。これはつまり、いい作品に巡めぐり合あった時のテンションなのか。

「面おも白しろかったのか、それは良かったな。帰る前に間に合ったことも含ふくめて」

「はいですっ。ストレスなく進められるメインストーリーに、やりこみ要素のあるキャラクター毎ごとのサブストーリー、クリアに必要はないのについやってしまうミッションとミニゲーム……どれも素す晴ばらしかったですよ！　本音を言えばもう一周やり直したいくらいです！」

「へー、やっぱ面おも白しろいんだー……ねぇねぇお兄ちゃん、あたしも……」

　うずうずした顔で檸檬れもんが俺の肘ひじを突つっついてくる。

　前に同じ用件で小こ遣づかいをせびられた時は断ったが、これだけ熱弁されると気持ちが再燃するのも仕方ないか。俺もちょっとやりたくなってるし。

　半額ずつ出し合う形なら良しとするかな……と俺が考えた矢先、ソフィがテーブルに身を乗り出してきた。

「姫ひめ様さまも是ぜ非ひやって欲しいです！　わたし、不覚にもあのゲームで大切なことを思い知らされたですよ……！」

「へ、へぇー？　そなの？」

「はいです。ただの冒ぼう険けん者しやだった主人公が偶ぐう然ぜん同じ宿に泊とまっていた相棒となる王子と行動を共にするに従い、やがて魔ま王おうを倒たおすことや国の役割について考えるようになり、ついには重大な役目となる魔ま王おう討とう伐ばつ隊たいの副長として戦いに挑いどみ……そして勝利し、世界に平和が訪おとずれたです……！」

「…………ん？　え、あれっ？　なんかこれ、すっごいネタバレされてない……？　あの、ソフィ……？」

「ところがっ、それはあくまでも一つの区切りでしかなかったですよ！」

　……どうしよう、檸檬れもんの声でもソフィが止まらない。ゲームをやるなら耳を塞ふさいだ方が良さそうだが、それすら許さない雰ふん囲い気きがある。

「主人公がたった一年の旅路を終えて国に戻もどると、そこは繁はん栄えいどころかかつてより逼ひつ迫ぱくした街の様子……戦争の準備、戦火に住む場所を追われた人々、かつて共に魔ま王おう討とう伐ばつを志した隣りん国ごくの英えい雄ゆう達たちとの決別……主人公は王子に理由を訊たずねようとするも身に覚えのない罪を被かぶせられ投とう獄ごくの憂うき目めにあい、脱だつ出しゆつの後にかつての相棒との決戦を余よ儀ぎなくされ、その直前に衝しよう撃げきの事実を知って自分がどうすべきか大いに悩なやみ……！」

「い、言わないで！　すんごい気になるけどっ、気になるからこそもう止やめて！　続きはあたしがクリアした後で……！」

「……最後までやって、わたしは自然と涙なみだを零こぼしていたです……正義だけでは人は動かず、信念だけでは戦いに勝てず、勝利を得る代だい償しように半身を失っては喜びもなく……あのゲームの主人公は、正しさなど意味のない決戦を前に最後の最後まで悩なやんで、そして選んだのは使命でも大義でもなく、約束だったです……それがわたしには尊すぎて、心を打たれたですよ……！」

　話しながらその目には涙なみだが滲にじんでいた。本当に感動したんだろう。そしてそんな名作を超ちようネタバレされた檸檬れもんは悶もん絶ぜつして動けなくなっている。

　まあ、ゲームの話は終わったみたいなので、そろそろ皆みなで朝食でも──

「わたし、最後にあのゲームをやれて良かったです！　正直、こちらの世界で姫ひめ様さまと一いつ緒しよに過ごすのも悪くないなと思っていたですが、わたしが魔ま術じゆつ師しを志した切きっ掛かけは魔ま法ほうの力で周囲の人達の手助けをしたい、安心して暮らせる世界にしたいと強く願ったからです……その初しよ心しんを思い出せたですよ……！」

「そ、そうか。それは良かった、な？」

「はいですっ！　しかも姫ひめ様さまをお連れして戻もどるのですから、これ以上の喜びはないですよ！　名残なごり惜おしくはあるですが、一番大事なものを取とり戻もどせて本当に良かったです……」

　最後はしっとりとした微ほほ笑えみで、ソフィは何もかもが浄じよう化かされたような清らかさを纏まとっていた。

　一方、盛せい大だいにネタバレを食らって死んでいた檸檬れもんはというと、リビングに入ってきた時とはまるで違ちがう気まずげな表情になっていた。そりゃそうだ、今のソフィの言葉を聞けばそうもなる。

　チラッ、と俺にアイコンタクトを取ってきた檸檬れもんに対し、俺は小さく首を横に振ふって拒きよ絶ぜつする。互たがいの意図はそれで伝わり、檸檬れもんは渋しぶ々しぶといった様子で口を開き、

「……あのー、ソフィさんに一つ、伝えなければならないことがあるんですよ。すっごく言いづらいことなんだけど、いい？」

「何ですか、姫ひめ様さま？　帰る時間のことです？」

「や、そのことなんだけどさー……あたしね、一いつ緒しよに向こうの世界に行ったら、すぐにこっちに戻もどろうかと思って。とんぼ返り、ってヤツ？」

「……………………はい、です？」

　ぎこちない笑えみを浮うかべての檸檬れもんの言葉に、ソフィは柔やわらかく微ほほ笑えんだままで固まった。眠ねむたげな様子だったアインも、ピクンと眉まゆを跳はね上あげて妹の顔を注視する。

　何秒かの沈ちん黙もくがリビングに流れた後、無理に明るい笑え顔がおを浮うかべた檸檬れもんが身を乗り出してソフィの手を握にぎり締しめ、

「だからねっ、いつでも行けるよーに同行して場所だけ覚えたら今日のところは帰ろうかなって！　一晩考えてみたら、やっぱいきなり知らない親に会うのも気まずいし！　もっと心の準備をしたいなー、なんて……ねっ？」

「…………いやいやいやいや、何を仰おつしやっているですか!?　姫ひめ様さま、昨夜のご飯の時には『いっそ二世界制服するのもいいかなー』とこっちを引かせるくらいに前向きだったじゃないですかっ!?」

　泡あわを食って猛もう抗こう議ぎするソフィに、檸檬れもんは笑え顔がおを強こわばらせつつ、

「あはは……やっぱダメ？」

「駄だ目め駄だ目めですよっ！　姫ひめ様さまのご帰き還かんでいくつかの問題が解消するだけでなく、これから生まれるだろう諍いさかいも未然に防ぐことが出来るですっ。それが姿だけ現してまた帰られてしまったら、逆にいくつも問題提起されて王権派も融ゆう合ごう派はもしっちゃかめっちゃかになってしまうです！」

「あー、そーいう政治的な話にはそもそも興味ないんだけどなー……じゃあ、ソフィは反対なの？」

「当然ですっ！」

「あたしに付いて、こっちの世界に居られるのに？　まだまだ面おも白しろいゲームはたくさんあるよ？　ネトゲも始めたばっかりで面おも白しろさが分かり出した頃ころ合あいだったんじゃない？」

「むぐっ…………うぁぁぁぁ……！」

「向こうの世界に知り合いはたくさんいるだろうけど、こっちの世界にもソフィの知り合い……ううん、仲間はたくさんいるんじゃない？　皆みな、ソフィがいなくなると寂さびしがるよ？」

　言こと葉ば巧たくみな檸檬れもんの囁ささやきに、ソフィは目に見えてうろたえ、苦く悶もんする。

　我が妹ながら人の欲望を煽あおるのが上手すぎる。自分が誘ゆう惑わくに弱いからこそあんなにも的確に弱点を突つけるのかもだ。

　傍はた目めから見ると最低の光景だが、優位に立った檸檬れもんは優やさしげにソフィの肩かたに手をやって、

「それにほら、アインだってこっちの世界がいいんじゃない？　美お味いしい物ものはいくらでもあるし、それこそ世界中に未知の味が存在しているんだよ？」

　……アインが全く表情を変えないまま涎よだれを垂らした。見ていられないのでティッシュを数枚取って渡わたしておく。

「あと、二人とも美人だから男だって入れ食い状態だよ！　可か愛わいい後こう輩はい系けいやワイルドなのに優やさしい一面のあるバンドマン系や一いち流りゆう企き業ぎようのサラリーマンで欠点もないのに自分にだけは飾かざらない一面を見せてくれる理系男子や、どれでも選より取どり見み取どりだよっ」

　それは何かの漫まん画がかゲームの話じゃなかろうか。少なくともこいつにはそんな人脈ないし。彼氏の一人も出来た例ためしもないし。……まあそこは俺も人のことを言えないから黙だまるけども。

　既すでに勝利を確信した笑えみの檸檬れもんとハラハラ顔のソフィが見つめる中、俺が渡わたしたティッシュで口元を拭ぬぐったアインは、

「……美お味いしいもの、好き。ずっと、たくさん食べていたい」

「おおっ、だったら、」

「──でも、一番美お味いしいのはソフィと一いつ緒しよに食べるご飯だから。僕はソフィのしたいことを応おう援えんするよ」

　どこまでも真まっ直すぐに、妹の支持を表明した。凜りんとした佇たたずまいもだけど、本当に格好良い。これでまた涎よだれが出ていなければ惚ほれていたかもしれない。

　俺の心を大きく揺ゆさぶったアインの言葉は、当然向けられた相手の方がより感動したらしく、ソフィは目め一いつ杯ぱいに涙なみだを溜ためていた。

「ううっ、姉さんが……いつもわたしの分まで食べようとする姉さんが……！」

「……チッ、アインは堕おちると思ったのに……」

　悪役全開の舌打ちまでする檸檬れもんに、涙なみだを拭ぬぐったソフィが揺ゆるぎない瞳ひとみを向け、

「姫ひめ様さま、姉はこの通りです。わたしは出来る限り姫ひめ様さまの意志を尊重するつもりですが、一度わたし達と国に戻もどると仰おつしやった以上は最低でも王様や大師と会って頂くですよっ」

「それ絶対すぐに帰れなくなるヤツじゃん！　あたし今夜の『爆ばく走そう！　爆ばく上あげ！　限界パーク！』までに帰りたいのに！」

「そもそも帰る前提がおかしいのですっ！　姫ひめ様さまは向こうの世界を自由気ままに牛ぎゆう耳じると宣言したじゃないですかっ?!」

「…………お前、そんなこと言ったのか？」

　頭の悪すぎる内容に一応確かく認にんを入れてみると、檸檬れもんはさっと顔を逸そらした。うん、これは間ま違ちがいなく言ったな。しかもノリだけで。

「でもでもっ、今のあたしはそんなつもり全然ないからっ。行って帰るのがダメなら、最初から行かないからねっ!?」

「なぁっ?!　いくら姫ひめ様さまでもそんな簡単に約束を反ほ故ごにするだなんて許せないです……アスベルトやクェルがどれだけの想おもいで約束を果たしたと思っているですかっ!?」

「誰だれそれ知らない！　急にそんなよく分かんない名前出されても困るし！」

「さっきクリアしたゲームのキャラですっ！　とてもとても格好いいですよ!?」

「ファンタジー世界の人間が二次元キャラにマジになるってどうなのさ?!」

　その突っ込みは正しいが、お前が言うなとも思う。漫まん画がやゲームのキャラにファンレターを書いた経験ありのくせに。しかも今年もやってたし。

　とはいえ、顔を出す以上の帰き還かんをする気がない檸檬れもんと、がっつり生せい活かつ基き盤ばんを置かせたいソフィの間では溝みぞが深すぎる。無責任発言をした檸檬れもんが八割方悪いから、俺も助け船は出しづらいものがある。

　どうしたもんか迷いどころだが、とりあえずは、

「二人とも落ち着け、言い争いはそこまでだ。俺も檸檬れもんもこれから学校なんだし、続きは帰ってきてからでいいだろ？」

「ですが太た一いち様さまっ、わたし達の魔ま法ほうは今日の午後から明日の昼までに行わなければ万ばん全ぜんとはいかないのですっ。明日の夜には魔ま力りよくが満ちて最高潮の状態から抜ぬけてしまうですよ！」

「つっても、昨日までのんびりしてたのはソフィだろ？　そういう意味では時間がないって急に言われても困るぞ」

「うくっ…………その通りすぎて言葉もないのです……！」

　己おのれの非を認めてソフィは臍ほぞを嚙かむ。良かった、ここで逆ギレしないだけの理性は持ち合わせてくれていた。

「なら、この続きは帰ってきてからだ。檸檬れもんもそれでいいな？」

「……いーけど、これって平行線じゃん？　話し合いで解決するとはあんまし思えないよ」

　投げやり気味に言うが、それも間ま違ちがってはいない。約束を反ほ故ごにしたのは檸檬れもんだが、恐おそらく昨夜の段階ではソフィもそこまで真に受けてなかっただろう。ゲームで火が入ってこうなったんだから。

　となると、フェアな解決策は……

「──でしたら、姫ひめ様さま。恐おそれ多おおくはありますが、勝負するです」

　提案をしてきたのはソフィだ。それも覚かく悟ごを決めた目をしている。

「勝負？　いいけど、何で勝負するの？　げ、ゲームとテストは遠えん慮りよしとくよっ？」

「姫ひめ様さまにとってもわたし達にとっても重要な勝負になるです。となれば、もっとシンプルかつ総力を注げる内容がいいですよ」

「……というと？」

　合いの手を入れた俺をソフィは力強い目で真まっ直すぐに見て、ハッキリと言い放った。

「──決けつ闘とうです！」
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　時刻は午後の四時半過ぎ。もう夏と言っても全然過言じゃない時期なので日が高いのはおかしくないが、このカラッとした青空とごつい岩山の背景はどう考えても違い和わ感かんがあった。

　話によると、ここはミネソタ州らしい。アメリカの広大さは遠近感がおかしくなる。

　どうして俺がこんな場所にいるのかは、今朝のやり取りが原因だった。

「ホントにいいんだね？　あたし、ソフィもアインも好きだけど手加減しないよ？」

「望むところですよ。姫ひめ様さまこそ、手心を加えて負けたとは仰おつしやらないで下くださいです」

「……フフン、ありきたりだけど良いい啖たん呵かだね。いいでしょう、あたしの全力で叩たたき潰つぶしてあげるからっ！」

「…………お手て柔やわらかに、ね」

　バチバチな二人と違ちがって平温なアインだが、止めるつもりはまるでなさそうだった。まあそうか、その気ならここに来るまでに説得の一つや二つしてるか。

　それに、ここまで人を巻き込んでやる気なしってのもあり得ない。俺はもう諦あきらめがついているが、向こうに何も分かっていない表情の人物が一人、事情は分かっていそうなのが二人いる。

　おろおろしているのは俺の幼おさな馴な染じみでもある須す賀が沢さわで、状じよう況きようを理解した上で楽しそうにしているのが鴻こう巣のすさん。そして高性能カメラのチェックをしているのが平たいらさんだ。

　檸檬れもんと違ちがって皆みなそう暇ひまじゃないし、こうなったらとっとと始めよう。

「……それじゃ、確かく認にんするぞ。檸檬れもん対ソフィ＆アインの対決で、それぞれ見届け人兼けん応おう援えんが須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさん。審しん判ぱん役やくは俺。平たいらさんは撮さつ影えい係がかりな」

「……まさか加か奈なちゃんが敵側に回るなんて！　今日も一いつ緒しよにお昼食べた仲なのに！」

　悔くやしそうに非難の声を上げる檸檬れもんだが、鴻こう巣のすさんの笑え顔がおは全く崩くずせない。

「だって異世界の方で他に妥だ当とうな知り合いがいないのだもの。それに同じゲームを愛する同志の頼たのみだったから」

「加か奈な様さま、ありがとうですよっ！　百万の味方を得た気分です！」

「くっ……こっちだってとっても頼たよりになる応おう援えんがついてるんだから負けてないよ！　のりちゃんがいれば掃そう除じ洗せん濯たく料理に裁さい縫ほうと何でもやってくれるんだからっ」

「え、ええと、お裁さい縫ほうはあんまり得意じゃ……それにわたし、応おう援えんって何をすれば……？」

「安全なところで見ているだけでいいよ。悪いな須す賀が沢さわ、こんなのに付き合わせて」

　ぶっちゃけ、来てくれただけで十分お釣つりが来る。こんな意味不明な催もよおしに付き合ってくれるお人ひと好よしはそうそういないし。

　多た忙ぼうなはずの須す賀が沢さわの為ためにもキリキリ行こうと、俺は審しん判ぱん役やくらしくこれから対決する三人の顔を見回して、

「よし、ルールと勝敗についての確かく認にんをするぞ？　来る前にも言ったが、攻こう撃げき方ほう法ほうは何でもあり。ただし命に関わる大おお怪け我がを負わせたらその攻こう撃げきをした方が負け。死なせるなんて問題外だからな」

「ハイハーイ、分かってるって」

「ん。了りよう解かい」

「把は握あくしているですよ」

　この返事の良さ、逆に不安になる。しかも檸檬れもんとソフィはこっちを見ないでバッチバチに視線を絡からませてるし。

　怪け我がなく終わってくれるのかが怖こわいが、決けつ闘とうと決まってしまってから俺なりに考えて、準備はした。

　それがこの鉢はち巻まきだ。長い帯おび紐ひもを二色に色分けして、真ん中だけ赤で多めにとってあり、両サイドは白になっている。

「ほら、これを頭に巻いてくれ。この鉢はち巻まきを取られるか外れるかしたら負け、攻こう撃げきされて赤い部分が削けずられても負け。あと、気絶したり俺がこれ以上は危険で続行不可能と判断しても負けにするぞ。ソフィはアインと二人だから、どちらか片方でも敗北条件を満たしたら負けな」

「理解しているです。……ほら姉さん、巻けたですよ」

「ん。……似合う？」

「勿もち論ろんです。姉さんは何でも似合うですよ」

　姉し妹まいで微ほほ笑えましい光景だが、片方はローブっぽい外がい套とうを纏まとって、もう片方はプレートメイルを着き込こんでいるから、正直鉢はち巻まきは微び妙みようだ。

　そしてこっちの妹はというと、

「むぐっ……お兄ちゃん、上う手まく出来ないよ。パイナップルになっちゃう」

　不器用なところもあるからそうなるかもとは思ったが、大だい胆たんなちょんまげみたいになっていた。そもそもツインテールにしているから、こうなると観葉植物っぽくもある。パイナップルとはよく言ったもんだ。

　仕方ないので檸檬れもんの頭から鉢はち巻まきを取り、手早く額に巻いてやる。

「ほら、出来たぞ」

「ちょっと締しめ付つけキツくない？　大事な妹をもう少しデリケートに扱あつかっても損はないよ？」

「緩ゆるくしてもいいけど、取れたら負けだぞ？」

「うっ……なら仕方ないかー。ちょっとくらい我が慢まんしましょう」

　やって貰もらっておいて偉えらそうな檸檬れもんだが、今いま更さらなので別に腹は立たない。ただ、ちゃんと釘くぎは刺しておかないと。
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「それから、お前には別個で一つ守まもって貰もらうことがある」

「え、なになに？　可か愛わいい顔に傷を付けるなってこと？」

「それはもう手て遅おくれだからどうでもいい。そうじゃなくて、竜りゆうや他の生き物を召しよう喚かんするのは禁止な」

「んなっ!?　ど、どーいうこと!?　向こうは二人なのに、何なに故ゆえにドラゴンはダメなの!?　あと手て遅おくれって何それ!?」

　血相を変えて俺の肩かたを揺ゆさぶってくる檸檬れもんだが、こっちだってちゃんと言い分がある。

「小さい頃ころからあちこち構わず傷だらけだったんだ、今いま更さら傷の一つや二つは諦あきらめてる。召しよう喚かん魔ま法ほうについては、別に嫌いやがらせでも前の約束があるからでもないぞ。お前、ドラゴンに言うことを聞かせられるっていっても、細かい制せい御ぎよは無理だろ？」

「むぐっ……それは、その……」

　急に言葉に詰つまり肩かたを摑つかむ手の力が弱くなった辺り、こいつも自覚はあるらしい。

　想像力と独創性には優すぐれた奴だが、足りないのは万が一に対する備えと慎しん重ちようさだ。

「大おお怪け我がさせないよう手加減するって、でかい図ずう体たいで攻こう撃げきされたらそれだけで脅きよう威いだし、炎ほのおを加減するってのも無理な注文だ。それに、ドラゴンだって攻こう撃げきされたら反はん撃げきするんじゃないのか？」

「…………それは、まあ……するかなー……」

　シンガポールで召しよう喚かんしたドラゴンは長時間誰だれにも危害を加えずにいたが、あれは皆みなが見守る選せん択たくをしたからだ。もし攻こう撃げきしていたら、怒おこりはしなくても驚おどろいて炎ほのおを吐はいて、大だい惨さん事じになっていたかもしれない。

　この前、中学校で校庭の木を誤って燃やしたように、制せい御ぎよは完全じゃないし、一方的にやられるのはドラゴン側としても癪しやくだろう。

「大おお怪け我がをさせたらお前の負けになるんだし、大人しく従っておけ。他に安全かつ制せい御ぎよ可か能のうなものなら召しよう喚かんしてもいいけど、あるか？」

「うー……ワンちゃんも鳥も厳しいなー……いいよいいよ分かったよ、召しよう喚かん魔ま法ほうなんて使わなくてもあたし勝てるし！」

「……くれぐれも怪け我がには気をつけろよ。相手にもだけど、お前もな」

　最後にそれだけ言って、俺は檸檬れもんから少し距きよ離りを取ってソフィ達との間に入る。

「明日に先延ばしにした異世界への帰き還かんに関して、負けた側は勝った側の希望に従うこと。それでいいな？」

「おっけーだよ。あたしが勝つしね！」

「わたしもそれで大だい丈じよう夫ぶです。約束はちゃんと守るですよ」

　さらりと言ったが、檸檬れもんへの当て付けだろう。それをちゃんと理解したようで、うちの妹は今にも嚙かみつきそうな表情でうなり声を上げていた。みっともないから止やめて欲ほしい。

「……くれぐれも怪け我がには気をつけるように。自分達もだけど、見ている俺達に被ひ害がいがいかないよう注意してくれよ？」

　三人が視線をこっちに向けないまま同意を示したので、俺はため息を押おし殺ころして告げる。

「それじゃ、距きよ離りを取って向かい合いな。俺が合図を出したら開始だ」

　俺の言葉に一人と二人はしばし見合ってから、

「夕方のアニメに間に合うよう、チャチャッと片付けてあげるわ。二人が来てから下がりっぱなしのあたしの株をＶ字回復させる絶好の機会だしね」

「身分の違ちがいも主従の格も、今ばかりは忘れるです。国の為ためにもわたし達自じ身しんの為ためにも、正々堂々姫ひめ様さまに打ち勝ってみせるですよ……！」

　マイクパフォーマンスみたいに言い合ってから、それぞれに背を向けて歩き出す。後はもうやるしかない。

　俺も少し下がってカメラを構えている平たいらさんの側そばに行くと、こっちが言う前に有能家政婦さんは持っていた小さな銃じゆうを渡わたしてくれた。

「どうぞ。ご要望通りスターターピストル同様の音と、色付きの煙けむりが出るようになっています。トリガーを引くだけで大だい丈じよう夫ぶですよ」

「助かります。それにしても、時間もないのによく手に入りましたね」

「これは私物ですから。すみませんが、後で返して下さいね」

「…………はい」

　日常生活に全く必要な場面のないこれが私物ってどういうことなのか気にはなったが、質問は吞のみ込こんだ。現げん代だい忍にん者じやの教育を受けた経歴の持ち主だし、普ふ通つうならあり得ない引き出しの十や二十はあるんだろう。たぶん。

　余計なことを訊きく代かわりじゃないが、俺は巻き込まれてしまった須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさんをちらりと見て、

「それじゃ、万が一の時はあの二人のこと、よろしくお願いします」

「ええ、お任せを。ですが太た一いちさんはいいんですか？」

「『男なら自分のことは自分でやれ』って祖じ父いさんに教えられたんで。まあ、死なない程度にどうにかします」

　軽口を叩たたくが、そんな心配は無用だと確信に近いものがある。檸檬れもんにしろソフィにしろ、こうと決めたら一直線のタイプだが、見境なしじゃない。……まあ、檸檬れもんはたまに浅はかなうっかりをやらかすけど。山で遭そう遇ぐうした熊にテンパって熊くま除よけの鈴すずを投げつけた時は、マジで死ぬかと思った。熊の方が逃にげてくれたから助かったけど。

　この段階では威い圧あつ感かんこそないが、脅きよう威いでいえばあの双ふた子ごは熊より上だ。それを相手取って、やらかさなければいいんだが。

　心配ではあるけれど、白黒つけなきゃ収まらないこともある。際きわどい場面になる前に止められる立場にはなったし、始めるか。

「平たいらさん、二人と一いつ緒しよにもう少し離はなれて下ください。もうやっちゃいますから」

「分かりました。太た一いちさんも気を付けて下さいね」

　有あり難がたいお言葉に軽く頭を下げると、平たいらさんは須す賀が沢さわ達たちのいる所まで歩いていった。

　そして何か話すと、鴻こう巣のすさんが口元に両手を当てて、

「ソフィーリヤさん、アインルッテさん、頑がん張ばって下くださいねー！　檸檬れもんちゃんに痛い目見せてやって下さいなー！」

「なっ?!　か、加か奈なちゃん!?　あたし達の友情はどこに行ったの!?」

「檸檬れもんちゃん、立場が人を変えるのよー！　今日の私は敵なので！」

「古い友ゆう誼ぎより現状を重んじてくれる……流石さすがは加か奈な様さまです！　同じゲームを愛する者としてだけでなく、頼たのもしいですよ！」

　応おう援えん役やくらしく盛り上げる鴻こう巣のすさんに、隣となりにいた須す賀が沢さわも少し戸と惑まどいの表情ながら手をメガホン代わりにし、

「あ、あのっ、檸檬れもんちゃん！　勝ったら一いつ緒しよにご褒ほう美びケーキ食べに行こう！」

「くううっ、のりちゃん素す敵てき！　すっごくアガる！　あたしを除のけ者ものにして他の女の子とケーキ食べに行ったお兄ちゃんとは大おお違ちがいだよ！」

「…………そ、そうなんだ。そっかぁ、桜さくら咲ざきくんが……」

　余計なことを言うもんだから須す賀が沢さわが疑ぎ惑わくの視線を送ってきやがる。何一つ疚やましいところはないってのに。

「ほら、そろそろ始めるぞ！　応おう援えん組ぐみはもっと離はなれて、一ヶ所に纏まとまっておいてくれ！」

　悪くなりそうだった空気を吹ふき飛とばすように声を張り上げてから、俺は平たいらさんから受け取った銃じゆうを空へと向けて構える。

　檸檬れもんは無む駄だにファイティングポーズを取っていて、ソフィはそのままだがアインはいつの間にか剣けんを手にしていた。前に見もせて貰もらったものだとすると、縮小化の魔ま法ほうを解いたんだろう。

　どちらも準じゆん備び万ばん端たん、須す賀が沢さわ達たちもかなり離はなれた位置で見守っている。もう頃ころ合あいだ。

「それじゃ、どっちも怪け我がには気を付けろよ！　３、２、１──」

　カウントダウンの０に合わせ、俺はトリガーを引ひき絞しぼった。

　パァン、と思っていたよりずっと大きな音と共に、銃じゆう口こうからピンク色の煙けむりが噴ふき出だす。

　だが、俺の注目は音でも煙けむりでもなく、

「よぉーし、あたしの華か麗れいな魔ま法ほうで…………ぇ？」

　何か派手な魔ま法ほうをぶっ放すつもりだったらしい檸檬れもんは、右手を前へと伸のばした体勢になっていた──が、そのすぐ前に。具体的には、もう一歩踏ふみ込こめば触ふれる距きよ離りに、既すでにアインが走り込んでいた。

　瞬しゆん間かん移い動どうではない証しよう拠こに微かすかな砂すな埃ぼこりを背後に巻き上げながら、アインは何の躊躇ためらいもなく伸のびかけた檸檬れもんの腕うで目め掛がけて剣けんを振ふるって──

「ひゃっ……怖こわあっ!?」

「…………」

　驚おどろいて声を上げた檸檬れもんと、無言で結果を見つめるアイン。

　妹の二にの腕うで辺りを切り落としそうな一いち撃げきは、少し離はなれた俺の位置からだとほんの僅わずかに届いていないように見えた。それは寸止めしたから……じゃないな、たぶん。

　俺の想像が正しかったのは、聞こえてきたアインの言葉で分かった。

「……浅く撫なでるつもりだったけど。届かない、ね」

「はっ……フフン、凄すごいでしょ!?　あたしの『聖なる揺ゆり籠かご』はそう簡単には貫つらぬけないよっ！」

　簡単でなくても貫つらぬかれたら大だい惨さん事じなんだから、そういう煽あおるセリフは止やめてくれないもんか。

　ただ、あっさりと一いち撃げきを防がれたアインも、それを見ていたソフィも、動どう揺ようはないみたいだった。

「……姫ひめ様さま、確かく認にんね。その防ぼう護ご魔ま法ほう、魔ま力りよく切ぎれでいきなり消えることはない？」

「へっ？　あ、や、ないない、魔ま力りよくが尽つきても何時間か保つよ。その間に魔ま力りよくも回復するし」

　戦いは始まっているのに、普ふ通つうに質問して、普ふ通つうに答えている。駆かけ引ひきなら大したもんだが、少なくとも檸檬れもんは何も考えず返しただけだ。

　そして絶望的な返答を受けたはずのアインは特に表情も変えず、

「……それなら良かった」

「ほ？　えっ、意味分かんない何で？　ここはガッカリする場面じゃないの？」

「うっかり姫ひめ様さまを死なせることはなさそう。だから、安心して──」

「姉さん、大だい丈じよう夫ぶそうならプラン通りです！　いくですよっ」

　アインが最後まで言う前に、ソフィが動く。両手を前へと突つき出だし狙ねらいを檸檬れもんに定め、

「［閉ざされし凍とう土どの主よ、嵐あらしとなりてその威いを示せ──『氷雪嵐舞エインブレース』］！」

　呪じゆ文もんを唱え現れたのは、大おお粒つぶの雹ひようだ。ぱっと見で百近くはありそうな雹ひようが、勢い良く檸檬れもんに放たれる。

　攻こう撃げき範はん囲いからさっと飛とび退のいたアインと違ちがって檸檬れもんは余よ裕ゆうで腕うで組ぐみをし、

「おおっと、なかなかの魔ま法ほうだね。でもあたしのバリアを破るには全然足らないよ！」

　避よけることすらせず雹ひようによる攻こう撃げきを浴びるも、本人の言うように氷の粒つぶは当たる直前で見えない壁かべに阻はばまれて弾はじかれる。数十と当たっても関係なしだ。

「さってと、今度こそあたしの番だね！　そっちが氷ならこっちは……」

　攻こう撃げきされながらも笑えみを浮うかべた檸檬れもんは、まだ気付いていないらしい。飛礫つぶてと化した雹ひようが姿を隠かくす形になって、アインが回り込んでいることに。

　ソフィの魔ま法ほうによる攻こう撃げきが終わった瞬しゆん間かん、ジャストのタイミングでアインが檸檬れもんの右後方から飛びかかる。

「っし、格の違ちがいを──ひぁっ!?」

　死角から鉢はち巻まきを狙ねらって伸のびてきたアインの手を、檸檬れもんはしゃがみ込んでかわした。あれを避よけるとはなかなかやる。動物的直感でも働いたか。

「……惜おしい」

「っぶなー……！　でもっ、唯ゆい一いつのチャンスは終わりだよ！」

　あくまでも強気に言いきって、檸檬れもんは右手をアインへと突つき出だす。

「ドカンと吹ふっ飛とんじゃえ！　『破ブラ暴スト砲ーヴ』！」

　叫さけぶのと同時に、言葉通りアインの体が豪ごう快かいに宙へと弾はじき飛とばされた。初めて見る魔ま法ほうだが、あの感じだと空くう気き砲ほうの凄すごいバージョンなのかもしれない。

　ソフィと違ちがい呪じゆ文もん名めいだけで魔ま法ほうを発動させたので回かい避ひ不ふ能のうだったアインは、軽く数十メートルは吹ふき飛とぶ……が、アインは慌あわてず騒さわがず鎧よろいの腰こし部ぶ分ぶんに吊つり下さげた金具を握にぎり、

「──『解放トルア』」

　微かすかに聞こえてきたその一言で、地面に叩たたきつけられそうだった体が空中で止まる。それだけでなく、くるりと体を一回転させながら宙を滑すべり、ソフィの隣となりに降り立った。

「むむっ……錬れん封ぷう魔ま法ほうで飛んだのかぁ。やるじゃん」

　ノーダメージで切きり抜ぬけられたのは檸檬れもんとしては予想外だったみたいだが、対する双ふた子ごに動どう揺ようの色はない。

「姉さん」

「…………」

　妹の呼よび掛かけにアインは無言で左手を差し出す。ソフィはその手を握にぎると、集中した表情で何やらブツブツと唱え始めた。

「おおっと、何する気か分かんないけどみすみすやらせはしないよっ。『轟フレ華アカ──は危険すぎるから、『土ドロ連ンス槍ピア』！」

　檸檬れもんが呪じゆ文もんを唱えながら右手で何かを振ふりかぶって投げる仕草をすると、後ろの地面から土が手元に集まる。それは太くて長い槍やりと化して、かなりの速度でアインとソフィ目め掛がけて一直線に飛んでいく。

　あれが当たれば大おお怪け我がしてしまいそうだが、幸いにも少し距きよ離りはあるから逃にげられる。恐おそらくは檸檬れもんも相手の行動を邪じや魔ましつつ、次の手に繫つなげるつもりで放ったんだろう。

　だが、ソフィ達はその場から動かない。アインが右手一本で剣けんを後ろへ引いて構え、迎げい撃げきする姿勢を見せるだけだ。

「えっ？　いや無茶でしょ!?」

　予想外の展開に対戦相手の檸檬れもんも突っ込みを入れるが、アインは全く怯ひるむ様子なく、

「──『月氷牙グレイアス』！」

　ソフィが呪じゆ文もんを唱え終えるのとアインが剣けんを振ふるうのは殆ほとんど同時だった。

　そしてアインの剣けんは長大な土の槍やりとぶつかり合い……驚おどろくことに、魔ま法ほうの槍やりはあっさりと破は壊かいされ粉々に砕くだけた。

「ぅええっ?!　なっ、何それ!?」

　檸檬れもんが叫さけぶのも無理はないと思う。あれは全く想像していなかった。

　アインの手には剣けんが握にぎられている……が、その刃はは氷の塊かたまりに覆おおわれていた。火山でも似たような光景は見たが、あれを武器として振ふり回まわすなんて普ふ通つう思いつかないし、出来っこない。

　だがアインはそれを易やす々やすとやってみせた。氷の剣けんはぱっと見で長さ二メートル以上、幅はばもかなり広がっていて、俺には持ち上げることも出来なそうだ。

　思おもい浮うかぶのは、スカイツリーで小さくした剣けんを披ひ露ろうしてくれた時のこと。サイズは変わっても重さは変わらないそれを、アインは複数持ち歩いて平然としていた。その力はこっちの世界の常識とはかけ離はなれているのかもしれない。

「……ふ、フンだ！　ちょっと凄すごかったけど、それだけだよ！　これから始まる怒ど濤とうの魔ま法ほう攻こう撃げきをそれで防ぎきれるでしょーか!?」

　おお、負け確の敵キャラみたいなセリフだ。俺の妹はなんでああも小者っぽいんだか。

　ただまあ、流石さすがのアインもあれを持ってはろくに動けないだろうから、檸檬れもんの有利は……

「なら、させない」

「フフフ、口先だけでは何とでも……って、えええぇぇっ!?」

　……走るどころか、アインはそのまま空中を飛んでいった。そうか、さっきの魔ま法ほうがまだ続行中だったのか。

　飛んでいるなら剣けんの重さも関係ないようで、アインは低空を滑すべるようにして檸檬れもんへと迫せまる。

　あっと言う間に距きよ離りを詰つめる相手に、それでも檸檬れもんは強気に笑い、

「お、驚おどろきはしたけどそれだけだよ！　いくら『月氷牙グレイアス』で強化したところで、あたし自じ慢まんのバリアーは破れないんだから！」

　ロケットランチャーの一いち撃げきや大だい爆ばく発はつにも無傷で済ませた防護に絶対の自信を滲にじませる檸檬れもんに、アインはお構いなしに体ごと横回転させて、氷の大たい剣けんを横よこ薙なぎに振ふり回まわした。

　それは見事に檸檬れもんの脇わき腹ばらへと入っ……たように見えたが、直ちよく撃げきするのよりも先に檸檬れもんの体が吹ふっ飛とばされる。

「わわっ、檸檬れもんちゃん……!?」

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思います、けど……」

　後ろで見ている須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさんが心配そうな声を上げるのも分かる。猛もうスピードの大型バイクに跳はねられたみたいに思いっきり吹ふっ飛とんだから。距きよ離りにして優に五メートル以上、地面に落ちてからも派手にバウンドして転がった。

　流石さすがに見ていて不安になるワンシーンだったが、俺が状態を確かく認にんしに行くまでもなく、檸檬れもんはガバッと体を起こして立ち上がる。

「ほ、ほらっ、大だい丈じよう夫ぶでしょ!?　全っ然効かないんだから──ってぇえぇ!?」

　ノーダメージアピールを最後までやり切る前に、止まることなく移動していたアインが、今度は反対側から横よこ薙なぎに剣けんを一いつ閃せんさせた。檸檬れもんは鏡映しのリプレイ映像みたいにまたも吹ふっ飛とんでは転がり、そして勢い良く跳はね起おきる。

「だ、だから効かないって！　何回やってもこのバリアーは壊こわれ……またぁっ!?」

　悲痛な声が示す通り、アインは再び追つい撃げきし、またしても檸檬れもんの体は宙を舞まう。なんかＢ級のアクション映画みたいな光景だ。

　ポンポンと三往復跳はね飛とばされたところで、ようやくアインが地面に降り立つ。様子見か魔ま法ほうの効果が切れたのかは分からないが、数メートルの距きよ離りを挟はさんで檸檬れもんをじっと見つめている。

　というか、あれだけ重そうな剣けんを振ふり回まわしていたのに息一つ乱れていない。凄すさまじい身体能力だ……が、不意に「くしゅっ」とくしゃみをした。

「…………寒い……」

　やっぱりあのどでかい氷が間近にある影えい響きようは出るらしい。ちょっと安心した。

　一方、のろのろと立ち上がった檸檬れもんは随ずい分ぶんと服が汚よごれて、顔からも笑えみが消えてげんなりしていた。

「だ、だから、効かないって言ってるのに…………」

「いいえ、姫ひめ様さま。ちゃんと効いているですよ」

「はぇ？　あたし別にブラフなんてしてないよ？　あと百回同じことやられても、あたしの『聖なる揺ゆり籠かご』は突とつ破ぱ出で来きないんだから」

　抗こう議ぎの声を上げる檸檬れもんは、自覚がないんだろう。俺の目にはソフィの言葉が正しいと映っている。

「確かにその防ぼう護ご魔ま法ほうは素す晴ばらしいです。しかし姉さんの攻こう撃げきで吹ふき飛とばされる度たびに、ちゃんと姫ひめ様さまにはダメージが蓄ちく積せきされているですよ！」

「な、あ？　え、噓うそ、そんなはず…………あれ、なんかフラフラする……!?」

　我が身みの異常にようやく気付き、檸檬れもんは驚おどろきの声を上げた。

　つまり双ふた子ごの狙ねらいは最初から間接的にダメージを与えることだったんだろう。卵を硬かたい金庫に入れて護まもっていても、その金庫ごと振ふり回まわせば中の卵は衝しよう撃げきで割れる。

　思えば火山で大だい爆ばく発はつを起こした時、空中にいたとはいえ檸檬れもんは見事に吹ふっ飛とんでいた。あれをヒントに、強固な鎧よろいは無視して中身を攻こう撃げきしている訳だ。

　前にテレビで透とう明めいな特大ボールの中に人が入って遊ぶのを見たことがあるけど、今の檸檬れもんは正にそんな感じでダメージを受けているのだろう。直接的な衝しよう撃げきはなくても間接的な衝しよう撃げきはある。

　特に三半規管をやられているようで足にきている檸檬れもんは、自分の状態と相手の狙ねらいをようやく理解して歯を剝むいて悔くやしがる。

「こっ、これくらい全然だし！　ちょっとフラついてるだけだもん、ノーダメも同然だよ！」

「そうですか。ですがもう一つ、姫ひめ様さまには致ち命めい的てきな弱点があるですよ」

「なっ!?　ま、まさか……大量トウガラシ爆ばく弾だんを用意して……?!」

「違ちがうですっ。姫ひめ様さまは強力な魔ま法ほうを使えるですが、細かい調整や小こ技わざは苦手とみましたです。故ゆえに、わたし達に大おお怪け我がさせないように魔ま法ほうを行使するのは難しいはずです……！」

「……ぬぐぐっ……」

　分わかり易やすく歯は嚙がみをして図星と教える檸檬れもんに対し、よく見ればアインがじりじりと円を描えがくようにして距きよ離りを詰つめていた。会話が続くと檸檬れもんが回復してしまうが、それは向こうも一いつ緒しよか。そして畳たたみ掛かけるタイミングを図はかっている、と。

「このルールでなら姫ひめ様さまにだって負けないです──姉さんっ」

「……ん」

　短い上に気合いの入ってない返事だったが、アインはさっきとは違ちがう腰こしの金具に手を当てて、

「『解放トルア』──いくよ」

　宣言と共に軽かろやかに宙を舞まい、弧こを描えがくようにして檸檬れもんに迫せまる。

　同時に、ソフィがまたブツブツと呟つぶやき始はじめた。勝敗に繫つながる魔ま法ほうを放とうとしているんだろう。

　檸檬れもんにとっては不利すぎる状じよう況きようで、ここから巻き返すのは難しい……が、あいつは良くも悪くも予想を覆くつがえすタイプだ。しかも往おう生じよう際ぎわが悪い。

　ここはひとつ、兄として、審しん判ぱん役やくから逸いつ脱だつしない範はん囲いで一声掛かけてやろう。

「おーい、檸檬れもん。ギブアップするかー？」

「っっっない！　あたしは勝つよっ！」

　威い勢せい良よく俺からの提案を拒きよ絶ぜつした檸檬れもんに、背後からアインの氷の大たい剣けんが迫せまり、

「ええいっ、緊きん急きゆう回かい避ひっ！」

　破れかぶれで叫さけんだようにも見えたが、その言葉に反応して白い光が檸檬れもんの体を包み込み、パッと姿が消えてアインの攻こう撃げきが空から振ぶった。

　いつもの空間転移よりずっと始動が早かったが、移動先はすぐに判明する。さっきまでいた場所の十数メートル上空に、光と共に現れた。

　逃にげたはいいが、アインも飛べる。どうするつもりなのかと見ていると、檸檬れもんはそのまま自由落下しつつ、両手を地面へと向けた。

「──清せい浄じようなる青よ、我が前に立たち塞ふさがる全てを吞のみ下くだせ──『轟ナザ竜バロ水ーム』！」

　落ちながらも魔ま法ほうが発動し、檸檬れもんの両手の先から大量の水が溢あふれ出でる。あれは火山を爆ばく発はつさせた水の魔ま法ほうか。

　凄すさまじい量の水は蛇へびのようにうねりながら、真下にいるアイン目め掛がけて迸ほとばしる。……が、素す早ばやく飛んで逃のがれたアインに追い付けず、地面に大量の水が叩たたきつけられた。

「だよね、避よけるよね！　だと思ってました！」

　攻こう撃げきが失敗に終わったはずの檸檬れもんは、まだ水を噴ふき出ださせながらも何な故ぜか嬉うれしそうに笑い、

「じゃあじゃあ、これならどーかなっ!?」

　そう言いながら魚を釣つるみたいに両手をぐんと上にやると、降り注いでいた大量の水も跳はねるように舞まい上あがる。

　そして空中にいるアインに──ではなく、離はなれていたソフィへと方向を変えた。

「ふわっ!?　こっちですかっ?!」

「…………っ」

　この戦いに入って初めて双ふた子ごの表情に予想外のものが浮うかぶ。特にソフィは魔ま法ほうを放つ準備が終わっていそうだったのに、慌あわてふためいて襲おそいかかる水の大だい蛇じやを見上げていた。使う予定だった魔ま法ほうでは対処出来ないんだろう。

　二対一を逆手にとって後衛を攻せめた檸檬れもんの作戦勝ちか──と思ったが、

「……させない……！」

　静かな気合いの籠こもった声と共にアインが持っていた氷の大たい剣けんを投げつけ、ソフィの前に突つき刺ささる。するとソフィを吞のみ込こむかに見えた水が、盾たてとなった氷に触ふれた端はしから凍こおりついていく。

　それでも大量の水をせき止めるには不十分に見えたが、アインはどこからともなく取り出した小さな革かわ袋ぶくろから茶色い宝石を二つ手にして、

「『解放トルア』──！」

　唱えるのと同時に両手に持った宝石を投げる。

　左右の手を交差させて投げた宝石は、それぞれソフィと檸檬れもんのいる方へと飛んでいき、眩まばゆく光り出した──と思った瞬しゆん間かん、いきなり爆ばく発はつした。

　物置くらいなら吹ふっ飛とびそうな爆ばく発はつに、檸檬れもんの魔ま法ほうは間近でもろに影えい響きようを受け、そのまま四散する。

「うっわ、何それ?!　そんなやり方で破っちゃうの!?　あははっ、凄すごい凄すごい！」

　乾けん坤こん一いつ擲てきの攻こう撃げきが地面を濡ぬらしただけで終わったのに、檸檬れもんはむしろテンションを上げていた。難敵に喜ぶとか、どこのバトル漫まん画がなんだ。

　一方、窮きゆう地ちを脱だつしたソフィの後ろにアインが降り立ち、妹の背中に問いかけていた。

「ソフィ、いける？」

「……まだいけるです！　ですが長引けば不利なのはこっちの方ですよ」

「そう、だね。次で決めよ」

「同意見です。出だし惜おしみなしでいくですよっ！」

　気合い十分で差し出したソフィの手をアインが握にぎり、ソフィは目を閉じて詠えい唱しようを始める。

　また大おお技わざを繰くり出だすつもりだろうが、先さき程ほどと同じく隙すきが出来る。一度失敗している檸檬れもんが易やす々やすと見み逃のがしはしない……と思ったが、双ふた子ごとは離はなれた場所に降り立った檸檬れもんはその場にしゃがみ込んだ。

「……勇ゆう猛もうたる…………息い吹ぶきを……………………成せ……」

　途と切ぎれ途と切ぎれに聞こえてくるのは何かの呪じゆ文もんだろうが、いつもの使い慣れた魔ま法ほうと違ちがってしっかり唱えている。

　果たして何を放つつもりなのか気になるが、先に完成したのはソフィの魔ま法ほうだった。

「──［凍とう土どの王者たる証あかしをここに示せ！　『氷原の双蛇フエンヴエーレ』］！」

　唱え終わった瞬しゆん間かん、ペキバキベキメキと何かがひび割れるような大きな音が聞こえてきた。

　その発生源はソフィの突つき出だされた両手の先から蒼あお白じろい光と共に現れた氷の塊かたまりだ。ペキバキと生えてさらに大きくなる様子は、生き物のようにも見える。

「さあ姫ひめ様さま、勝負ですっ！」

　数秒で軽く三メートルは超こえるサイズに育った氷の塊かたまりは、ソフィの声に反応して上下二つに分かれ蛇へびのような姿で檸檬れもんへと襲おそいかかった。

　と同時に、アインも動く。右手にはいつの間にか剣けんを握にぎり、左手には何らかの宝石を持って、檸檬れもん目め掛がけて駆かけていく。

　この同どう時じ攻こう撃げきを前にして、檸檬れもんは──全く反応しない。ブツブツと呪じゆ文もんを唱えるのに集中していた。

　外界を寄せ付けない超ちよう集しゆう中ちゆうは贔ひい屓き目めに見ても凄すごいが、攻こう撃げきを食らって吹ふき飛とばされたらそれもリセットされかねない。

　氷の魔ま法ほうとアインの剣けんという二つの脅きよう威いが迫せまる中、くわっと目を見開いた檸檬れもんはその場にしゃがんで両手を地面に当て、

「［我が呼び声に応え、生まれ出よ土つち塊くれの勇者──『泥デイ岩マペ兵ツト』］──たくさん！」

　呪じゆ文もんの完成で、檸檬れもんを中心に半径数メートルの地面から無色の光が溢あふれ出でた。色がないのに見えるのも変だが、呼応するように地じ震しんも起こりただごとじゃない雰ふん囲い気きになる。

　しかしアインは怯ひるまず、氷の魔ま法ほうも止まらない。檸檬れもんの魔ま法ほうが効果を発揮する前に仕留めるべく、鋭えい利りな氷の顎あぎととアインの剣けんがほぼ同時に檸檬れもんの体へと叩たたき込こまれ……る、その寸前に。

　地面が勢い良く盛り上がり、土の巨きよ人じんが攻こう撃げきを阻はばんだ。

「……む……！」

「あれは、『石グ人レ形ム』の亜あ種しゆです!?　し、しかも……!?」

　ソフィの声が驚きよう愕がくで高くなっていたのは、たぶん土の巨きよ人じんが原因だ。軽く二メートル以上あるし、短い足と長い腕うで、ずんぐりとした厚みのある胴どう体たいで、頭は四角い箱の正面に丸が描えがかれただけというシンプル仕様だが……何体いるんだ、あれ。

　軽く数えただけで十体以上。そんなものが檸檬れもんを囲むようにして出てきたら、そりゃあ驚おどろきもする。

　氷の魔ま法ほうは土つち巨きよ人じんに阻はばまれて逸それていき、アインの剣けんは別の土つち巨きよ人じんの腹に埋うまっていた。引ひき抜ぬこうとしているみたいだが、土が硬こう化かしているのか上う手まくいかない様子だ。

「ふ、普ふ通つうの魔ま術じゆつ師しなら一体でも魔ま力りよく切ぎれを起こしかねないのに、こんなにも……しかも同時にですか……！」

「へっへーん、ビックリしたでしょ？　あとお兄ちゃん、これは創そう造ぞう魔ま法ほうで召しよう喚かん魔ま法ほうじゃないから！　反則負けはなしだよ!?」

「……グレーゾーンっぽいが、許可する。危険な真ま似ねしたらアウトだけどな」

「分かってるって。さあドロドロドローン達っ、二人の動きを封ふうじて！」

　酷ひどいネーミングをされた土つち巨きよ人じん達たちは、どこかに耳でもあるのか檸檬れもんの言葉に従い、四体ずつソフィとアインに向かう。残り四体は檸檬れもんの側そばから離はなれない。ガーディアン役なんだろう。

　見た目通り緩かん慢まんな動きの土つち巨きよ人じんだが、流石さすがのアインもその巨きよ体たい相手に無理は出来ないのか、剣けんを手放して飛とび退のく。

　しかしただでは逃にげず、「……『解放トルア』」と唱えて対ついの手に持っていた宝石を土つち巨きよ人じんへと投げつけた。すると赤く光った宝石が爆ばく発はつし、まともに食らった土つち巨きよ人じんは後ろに倒たおれる……が、直ちよく撃げきした肩かた口ぐちは腕うでごとごっそり欠けているもののまだ動けるようで、立ち上がろうとゆっくりもがいていた。

　一方、ソフィの元へ向かっている土つち巨きよ人じん達たちは横に開いて移動し圧を掛かけていたが、大人の歩く速度と大差ない。あれなら余よ裕ゆうで逃にげきれる……と思ったら、ソフィは魔ま法ほうを放った構えのまま動かずにいた。

「まだですっ！　先に姫ひめ様さまを気絶させるか鉢はち巻まきを取ればこちらの勝利ですからっ──姉さん！」

「ん……っ！」

　以心伝心、呼よび掛かけ一つでアインが動く。

　まず革かわ袋ぶくろから何かを……あれは、ナットか？　螺ね子じを留める時に使うあの小さな工具を手にしたアインは、

「……『解放トルア』っ」

　錬れん封ぷう魔ま法ほうのキーワードを唱えるのと同時に、檸檬れもんを護まもる土つち巨きよ人じんの足あし下もとへと投げつけた。するとナットは地面に当たるか当たらないかくらいで青い光を放ち、次の瞬しゆん間かんには無数の氷柱が針の筵むしろのように生まれ、土つち巨きよ人じんの足を串くし刺ざしにして縫ぬい留とめる。

　そうしながらアインは自分に向かってくる土つち巨きよ人じんの間を素す早ばやくかいくぐり、檸檬れもんの背後へと回り込む。走りながら腰こしに手をやったと思えば、瞬まばたきをする間に剣けんが握にぎられていて、まるで手品みたいだ。いや魔ま法ほうなんだけども。

　氷で動きを封ふうじられた土つち巨きよ人じんが阻はばむことの出来ない手て薄うすな背面から迫せまる敵に、檸檬れもんは振ふり向むき様ざまに待ってましたと言わんばかりの笑え顔がおをした。うっわ、超ちよう嫌いやな予感がする……！

「アインっ、避よけろ！」

「っ……!?」

　審しん判ぱんの立場を忘れて思わず声を上げた俺に、アインは剣けんを振ふりかぶった状態から無理に体を捩よじって回かい避ひ行こう動どうに移る。

「残念っ、遅おそい！　ドロドロ二号──自じ爆ばくだよ！」

　アインに一番近かった土つち巨きよ人じんが『え、マジ？』と言わんばかりに振ふり返かえった直後、その胴どう体たい部分が膨ふくれ上あがった瞬しゆん間かん、爆ばく発はつした。

　火こそ出ないが巨きよ体たいがバラバラになる盛せい大だいな自じ爆ばくに、剣けんと腕うででガードを固めたアインも吹ふき飛とばされる。

　つーか、自じ爆ばくって。正義の味方を自じ称しようしておいてそんなの使わせるか。あいつ悪の秘密結社の方がお似合いだろ。

　無情にも地面に転がっていくアインの姿に、俺は勝敗は決したんじゃないかと予感したが、

「……姉さんの犠ぎ牲せいは無む駄だにしないです！」

　決意に満ちた声と共に、土つち巨きよ人じんが一体減ったところから氷の蛇へびが螺ら旋せんを描えがきながら突っ込んでいった。

　最初からアインは陽動、あわよくば一いち撃げきを加える役目で、本命はこっちか。土つち巨きよ人じんは足止めされているし、檸檬れもんの防ぼう護ご魔ま法ほうなら攻こう撃げきは防げるだろうが、それをソフィが考こう慮りよしていないはずがない。きっと必勝の手順を用意している。

　姉の犠ぎ牲せいを経て必殺のタイミングで迫せまる氷の蛇へびに、うちの妹は避よけようともせず右手を前へと突つき出だした。

「ならっ──『轟華炎フレアカメリア』ぁっ！」

　一呼吸で放った魔ま法ほうは、超ちよう高こう温おんの火球だった。

　火の玉と氷の双そう蛇じやは即そく座ざにぶつかり、爆ばく風ふうと共に大量の水蒸気が生まれて濃のう霧む状じよう態たいになる。

「うく……最高位の攻こう撃げき魔ま法ほうを詠えい唱しようなしで、ですか……！」

　攻こう撃げきが相そう殺さいされたソフィは感かん嘆たんの声を上げるが、その間も土つち巨きよ人じんは迫せまっている。なのに逃にげるどころか、膝ひざから崩くずれ落おちてへたり込んでしまった。

　まだ表情には戦意が見受けられるので、あれは疲ひ労ろうなんだろう。あんなに大おお技わざを出しまくって元気な檸檬れもんが規格外なだけか。

　動けないソフィの元に四体の土つち巨きよ人じんと、アインを追っていた残りの土つち巨きよ人じんも迫せまる。あの巨きよ体たいに捕つかまれば、攻こう撃げきなんかされなくても押さえ込まれた時点でゲームオーバーだ。

「くっ…………まだ、です……！」

　立ち上がる力も残ってないのか這はいつくばって逃にげるソフィだが、流石さすがにそれよりは土つち巨きよ人じんの方が速い。

　行く手を阻はばむように分かれ、一番近かった土つち巨きよ人じんがゆっくりとその長い腕うでをソフィへと伸のばし──

　触ふれる直前、赤い剣けん閃せんがその腕うでを斬きり飛とばした。

「っ、姉さん！」

「……ごめん、待たせたね」

　言いながらアインが剣けんを振ふるうと、さっきは斬きれなかった土つち巨きよ人じんの胴どう体たいも真っ二つに斬きって捨すてた。秘密はたぶん、あの剣けんに纏まとった炎ほのおだ。ああいうのゲームでよく見るから、実際に見るとテンション上がる。

　ただ、自じ爆ばくに巻き込まれたダメージはあるようで、壊こわれたのか自分で外したのか、プレートアーマーを脱ぬぎ捨すて薄うす手での肌はだ着ぎだけになっていた。それも所々が破けてエロい……じゃなくて痛々しい姿で、あちこち擦すり傷きずもあるみたいだ。

　だがアインはダメージなど少しも感じさせない動きで迫せまる土つち巨きよ人じんの腕うでや足を薙なぎ払はらい、

「次、どうする？　ソフィに任せるよ」

「……もう殆ほとんど手立ては残ってないですが……それでもやるですか？」

「ん。ソフィが諦あきらめてないのなら」

　簡潔で、これ以上はないくらいの信しん頼らいの込こめられた返事だった。

　姉の言葉に、ソフィはキュッと唇くちびるを嚙かみ締しめてから、

「……ならやるです！　姫ひめ様さまだってそろそろ限界のはず、次の一手で逆転ですよ！」

「ん、了りよう解かい。でも、とりあえずはここを乗り切るね」

　向かってくる土つち巨きよ人じんは残り七体。いつの間にか檸檬れもんを護まもっていた土つち巨きよ人じんも足あし下もとの氷から逃のがれて囲んでいる。

　巨きよ体たいと数で圧あつ倒とうしてくる敵に対し、アインは鋭するどい剣けん捌さばきと俊しゆん敏びんな動きで妹を庇かばいながら奮戦する。土つち巨きよ人じんの攻こう撃げきは全て避よけ、見る見るうちに残存する土つち巨きよ人じんの数は三体まで減った。

　どちらが優位なのか、立場が逆転しそうになる中で、一体の土つち巨きよ人じんが両りよう腕うでを広げてアインに襲おそいかかる。その腕うでを難なくかわしたアインは、すり抜ぬけ様ざまに土つち巨きよ人じんの胴どう体たいを燃える剣けんで薙なぎ払はらう──と、さっきまでバターみたいにスパッと斬きれていた土つち巨きよ人じんの胴どうで、剣けんが止まる。

「くっ……!?」

「姉さんっ?!」

　これは二人にも予想外だったらしく慌あわてた声を上げるが、土つち巨きよ人じんは腹に剣けんを止めたままアインに向かって倒たおれ込こんだ。流石さすがのアインも避よけきれず、飛とび退のこうとしたところの足にタックルを食くらうような形になる。

　それでもアインはバランスを崩くずしながらも腕うでに摑つかまれるのはどうにか避さけ、

『──ここっ、勝機！』

　どこからともなくくぐもった声がし──その直後、土つち巨きよ人じんの背中が割れて、中から檸檬れもんが飛び出してきた。

「ふなっ?!」

「ぇ……!?」

　このサプライズイリュージョンに双ふた子ごは驚きよう愕がくするが、あんなもん驚おどろくなって方が無理だ。

　土つち巨きよ人じんの中から泥どろだらけで出てきた檸檬れもんは、驚おどろきに目を丸くしたアインへと素す早ばやく手を伸のばし──額に巻かれた鉢はち巻まきを、倒たおれ込こみながらもぎ取った。

　そしてそのまま地面に落ちて「へぶっ!?」と変な声を漏もらし、すぐ様ガバッと顔と鉢はち巻まきを持つ右手を上げて、

「どーだぁっ！　取ったった、あたしの勝ちぃっ！」

「──よし、そこまで！　勝負ありだ！」

　俺が終しゆう了りようの声を上げると、檸檬れもんは再び突つっ伏ぷして、アインとソフィは肩かたの力を抜ぬく。

「……まさかあの中に潜ひそんで奇き襲しゆうを仕し掛かけてくるだなんて……全く想像していなかったです……」

「……ね。びっくり」

　鞘さやがないからか剣けんを地面に突つき立たてて、アインはまだ立てずにいたソフィに手を差さし伸のべる。姉の手を借りて立ち上がったソフィは、握にぎったままの手を自分の額に当てて、

「……残念、負けちゃいましたですね」

「ごめんね。僕が──」

「いいえです。姉さんは敵にわたしを一度も触ふれさせなかったです。いつも通り、とても頼たよりになる自じ慢まんの騎き士しだったですよ」

「……ん。なら、次はもっと頑がん張ばる」

　心温まる双ふた子ごのやり取りをほっこりした気分で見ていると、「よいせっ」という声と共に檸檬れもんが立ち上がった。

　そして俺や双ふた子ごに向けてＶサインをし、泥どろだらけの顔でにんまり笑う。

「いえすっ、見事な勝利でした！　さっすが檸檬れもんちゃんだね！」

「自分で言うな。まあ、色々と際きわどかったが、お前の勝ちだ」

「もー、お兄ちゃんはもっと素す直なおに褒ほめ称たたえてくれていーのに。あとっ、途と中ちゆうでアインにアドバイスしてたじゃん！　ずっこい！」

「アホか、あれでもしアインが大おお怪け我がしてたらお前の負けだぞ。審しん判ぱんとして適切な判断だ」

　……と、言い訳しておこう。咄とつ嗟さだったからそんなの考えている暇ひまなんてなかったけど。

　俺の言葉に檸檬れもんは「あ、そっか」と納なつ得とくし睨にらむのを止やめたところで、アインと腕うで組ぐみをして支ささえて貰もらいながらソフィが側そばに来た。

「姫ひめ様さま、わたし達の完敗です。二対一ながら姫ひめ様さまの牙が城じようを崩くずせず、戦術でも敵かなわなかったのですから。お見事です、姫ひめ様さま」

「やーやー、それほどでもあるかなー。ソフィ達も強かったけど、ちょっぴりあたしの方が上だったね！」

　分わかり易やすく調子に乗る檸檬れもんだが、まあ仕方ないか。アインとソフィは俺でも分かるくらい強かった。それを上回ったんだから、気も大きくなるし自信にもなる。

　ただまあ、顔も服も泥どろだらけなので締しまらないが、檸檬れもんらしいっちゃらしい。

　腰こしに手を当て無い胸を張る檸檬れもんを、ソフィは眩まぶしげに見つめ、

「……それだけに、やはり惜おしいです。姫ひめ様さまが居おられれば、国は安あん泰たいで皆みなも活気付くですから」

「まー、あたしのスター性からすれば求められちゃうのも無理はないんだけど、ごめんね。あたしがいたいの、この世界だから」

「……はいです。負けた身ですから、これ以上の説得は諦あきらめるです。ただ、姫ひめ様さまがその気になった際にはいつでもお戻もどり下くださいですよ」

「……食べ物、持ってきてくれたら嬉うれしいな」

「もうっ、姉さんは……！　わたしだってゲームを我が慢まんするんです、姉さんも……」

　姉し妹まいで仲良く話し出したところで、俺は檸檬れもんに近付き頭から鉢はち巻まきを取る。

「あっ、ありがとお兄ちゃ……わぶっ!?」

　徐おもむろにハンカチで泥どろ塗まみれの顔を拭ふいてやると、手をバタつかせて抵てい抗こうするが、無視して目鼻口の周辺だけ綺き麗れいにする。濡ぬらした訳じゃないので全然汚よごれてはいるが、とりあえず見える顔にはなった。

「それじゃ、勝負の結果だ。檸檬れもんが向こうの世界に行って蜻蛉とんぼ返がえりすることをソフィ達は認めるように」

「……はいです。姫ひめ様さまの意のままに」

「ま、夏休みになったら一度見回ってみればいいだろ。向こうに行ってみて思うところがあるかもしれないしな」

「むっ。お兄ちゃん、まるであたしに路ろ線せん変へん更こうさせようとしているみたい」

「俺は元より中立だ。何にせよ高校卒業まで独立させる気はないから、ソフィもしばらくは諦あきらめてくれ。ちょっとした協力くらいならさせるから」

　檸檬れもんの意見は聞かず勝手に決めるが、これくらいは保護者権限でいいだろう。檸檬れもんも膨ふくれっ面つらはしているけど文句は言わない辺り、納なつ得とくしているし。

　さて、これで一件落着だ。須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさんにも手間を取らせたし、平たいらさんも夕飯の支し度たくがあるから、そろそろ戻もどろう。

「三人共まずは風ふ呂ろだな。檸檬れもん、帰るからいつもの転てん移い魔ま法ほうを頼たのむ」

　俺の至し極ごく当とう然ぜんの要よう請せいに、何な故ぜか檸檬れもんはパチパチと大きく瞬まばたきをしてから、にへらっと笑った。

「えっ？　無理だけど？」

　…………全然笑えないことを言いやがった。

「………………は？　無理って、お前……はぁ!?」

「いや余力は残しておいたんだよ？　でもほら、咄とつ嗟さに『轟華炎フレアカメリア』使っちゃったじゃん？　あれですっからかんになっちった」

「なっちった、じゃねぇよ！　使えるようになるまでどれくらいかかるんだ!?」

「た、たぶん二時間……三時間くらい？　あははー……はは……」

　誤ご魔ま化かし笑わらいが乾かわいて消えたのは、俺だけでなくこの勝負に巻き込まれた普ふ段だん怒おこらない三人が血相を変えたのを見たからだろう。

「え、えっ!?　三時間って……夕方のタイムセールに間に合わ……?!」

「……檸檬れもんちゃん？　私、言いましたよね？　『今日は十七時からピアノのお稽けい古こがあるから、それまでに帰れるのなら付き合う』って」

「……今夜こそ皆みんなで別れの晩ばん餐さんになるので、腕うでによりをかけて夕食を作るつもりだったのですが……」

　焦あせり、静かな怒いかり、落らく胆たんと、三者三様ながら言いたいことは全員同じだ。『話が違ちがうぞどういうことだ』と。

「……一応訊きくが、ソフィ達は？　檸檬れもん以外を連れて戻もどることは可能か？」

「ええと……すみませんです、わたしは殆ほとんど……姉さんは？」

「ほぼ空っぽ……あとお腹なかも空いた……」

「ですよね……ああ、エーテルか高こう濃のう度どメンタルポーションさえあれば解決するのにです……！」

　激げき闘とうを繰くり広ひろげていたのでそうじゃないかとは思ったが、微かすかな希望は儚はかなく散った。あとファンタジー世界の住人がゲームアイテムを求めるというのはシュールすぎる。こんなにのめり込んでいて元の世界で大だい丈じよう夫ぶなんだろか。

　ソフィのゲーム中毒っぷりはさておくとして……つまるところ、このアメリカの広い国土のどこだかよく分からない荒こう野やで、何時間か過ごさないといけないのか。近くどころか見み渡わたす限かぎり休める場所もないのに。

「…………檸檬れもん。夏休みの小こ遣づかい、覚かく悟ごしとけよ」

「ひぃぃっ!?　そんな殺せつ生しような！　生みの親とプリンセスの立場よりこっちを選んだ可か愛わいい妹にする仕打ちじゃないよ!?」

「うるさい、引っ付いてくんな。泥どろで服が汚よごれるだろ」

「酷ひどぉっ?!　加か奈なちゃん聞いた!?　この冷血お兄の言葉を！」

「聞いてました。檸檬れもんちゃん、しばらくわたしの半径二メートル以内に近付かないで下さいね」

「かっ、加か奈なちゃんまで!?　ちょっとうっかり使いすぎただけなのに……！」

　親友に手痛く扱あつかわれ、普ふ段だんなら優やさしくフォローしてくれる須す賀が沢さわさえも助け船を出さず、檸檬れもんはへなへなと座り込み。

　激げき闘とうの結末は虚むなしすぎる待機時間に霞かすんでしまい、俺は改めて魔ま法ほうの便利さと、それに頼たよりすぎるとろくなことにならないという教訓を身に染しみて感じる羽目になった。














エピローグ









　異世界からやってきたアインルッテとソフィーリヤの双ふた子ご姉し妹まいが帰き還かんして、もう数日が経たっていた。

　決けつ闘とうの翌日、ちゃんと魔ま力りよくは回復して無事に双ふた子ごは檸檬れもんを連れて異世界への転移に成功し、十分とせずに檸檬れもんは一人で戻もどってきた。

「やー、田舎いなかとは一ひと味あじ違ちがう自然っぷりだったよ。あーいうのも趣おもむきがあるっていうのかな？　遠くに見えたお城もなんかちっちゃかったし、色々とイメージとは違ちがったなー」

　そんな感想を漏もらしていた檸檬れもんは単独での空間転移にも挑ちよう戦せんし、無事生まれ故郷の異世界に渡わたれるようになったのだが、どうやらすぐに向かうつもりはないみたいだ。

　何でも夏休みは予定が一杯らしい。鴻こう巣のすさんに別べつ荘そうへ招かれているのを始めとして、キャンプにアウトレット巡りににダンス選手権への投とう稿こうにと忙いそがしいと語っていた。ちなみに中学の休みは明日からだが、リビングで寝ねそべってアイスを食べているこいつが忙いそがしい身とは全く思えない。絶対勉強する気ないし。すぐ近くで俺が勉強しているのにもお構いなしだ。

　やれやれだとは思うが、まあ檸檬れもんのことはまだいいとしよう。問題は、異世界に帰った二人だ。

　姫ひめ君ぎみを連れ帰るというミッションには失敗した二人だったが、檸檬れもんと一いつ緒しよに撮とった写真や双ふた子ごとバトルしている動画をスマホに入れておき、檸檬れもんからのメッセージもそこに残したので、そこまで責められることはなかったのだとか。檸檬れもんとの接せつ触しよくには成功し、関係性も築けて繫つながりも出来た。何も知らない違ちがう世界に迎むかえられて第二の人生を送ることは簡単に決められはしないと、向こうも理解があったんだろう。

　詳くわしいところまでは分からないが、俺が知っているのはアインとソフィの双ふた子ごが処しよ罰ばつなしどころか賞賛されたこと。

　そしてもう一つは……

『……ですから、わたしはもう駄だ目めなのです…………何も知らなかったあの頃ころには戻もどれないのですよ……』

「そっかー、やっぱ無理だったかぁ。太陽光バッテリーじゃなくて、フル充じゆう電でんしたバッテリーをいっぱい持ってけば良かったね」

『それでもたぶん足りないです……発電機ごと持ち込むしか……』

「あー、なんかちっちゃくする魔ま法ほうもあるんだよねぇ。でも精密機械だと壊こわれるかもよ？」

『……姫ひめ様さま、持ってこられないです？』

「んー、サイズ次し第だいではいけるだろうけど、燃料も必要なんだろうし、ちょっと厳しいかなー。それに電気は補ほ充じゆう出で来きても、結局オンラインは無理だしね」

『あああ、そうなのですよ……！　短いながら戦場を共にした仲間達と連れん絡らくを取れないのがこんなにも苦しいとは思わなかったです……！』

　……とまあ、さっきから檸檬れもんと会話をしているのはソフィなのだが、異世界と電話が繫つながっている訳じゃない。向こうからソフィが使つかい魔まを送ってきていて、それと会話している状態だ。ちなみにソフィの使つかい魔まは兎うさぎ耳みみの生えたハムスターみたいな奴で、ソフトボールサイズでかなり可か愛わいい。

　檸檬れもんの住すみ処かが分かるソフィは貴重な存在で、連れん絡らく役やくになることが決まったのだとか。あと、説得役も兼かねているらしいと本人がこっそり教えてくれた。

『……わたしの心は崩ほう壊かい寸前です……姉さんも、そちらで美お味いしいものをお腹なか一いつ杯ぱい食べていた反動で、あれだけ毎日楽しみにしていた食事の時間に寂さびしそうな顔をしているですよ』

「あれ、帰る時に持ってった調味料は？　カレー粉とかマヨネーズとか色々詰め込んでたじゃん？」

『二日で使い切ったです。それに大半は向こうの世界の品物ということで献けん上じようしなくてはならず……姉さん、可哀想かわいそうにです……』

「へー。でもソフィのゲームは無事だったんだ？　どして？」

『スマホを献けん上じようし、ゲームはバッテリーを抜ぬいて起動しない状態にして飾かざりということにしたです。大変心が痛みましたが、背に腹は代えられないのですよ……！』

　……ちなみに、この使つかい魔まは見聞きも喋しやべりも造り出した本人しか出来ないので、檸檬れもんの父親とはまだ連れん絡らくがついていなかった。伝言は聞いたらしいが、檸檬れもんの心には特に響ひびかなかったらしく、それも向こうに行くのにそこまで積極的になっていない要因の一つかもしれない。

　まあ、明日から夏休みだし、田舎いなかへの帰省と山ほど出るだろう課題の片かたが付いたら、一度向こうの世界には行かないと。あいつの親やこっちに送った張本人に、保護者としては挨あい拶さつくらいしなければ。

『姫ひめ様さま、出来るだけ早くこちらに来て欲しいです……姉さんの助けがあればわたしも転移が可能とはいえ、一度転移すると次は二週間以上先になるので、簡単には使えないですし……』

「そだねぇ。でもソフィはこっちに来た方がゲーム三ざん昧まいでいいんじゃない？　オンゲーの仲間が待ってるよ？」

『ふぐっ……あまり誘ゆう惑わくしないで欲ほしいですよ。姉さんもそちらに行きたがっているから、つい誘さそいに乗ってしまいそうになるです』

「いーじゃん、おいでよ。今度は白しら木きのおっちゃんに頼たのんで近くの空き物件押おさえて貰もらうから、気ままな生活が約束されるよ？」

『魅み力りよくが過ぎるですねぇ……ああでも、姉さんは太た一いち様さまのことがかなりお気に入りみたいなので、ホームステイの方が嬉うれしいかもです』

　…………なんか今、聞いちゃいけない情報が聞こえた気がする。

　素知らぬ顔でテーブルに広げた模試対策の参考書から目を離はなさずにいるが、横手から視線を感じた。物もの凄すごい見られているのが肌はだで分かる。

「……ふーん、そーなんだ。ちなみに、何でそう思うの？」

『姉さんは世話焼きで家庭的な人がタイプですから。しかも太た一いち様さまには出会った時から助たすけて貰もらっているですし、何より美お味いしい物を分けて頂けたのが高ポイントですよ。わたしもあんなお兄さんが欲ほしいです』

「へー。ほー。ふーん」

　……視線の圧が増した。俺が何をどうした訳でもないのに。

　この場から逃にげたいが、タイミングが不自然すぎるので聞いていたと自白するようなもんだ。結局、後の追つい及きゆうは逃のがれられない。

　その後の会話はあまり続かず、檸檬れもんが「また明日ねー」と別れを告げると、ハムスター似の使つかい魔まはその場で目を閉じ、溶とけるように透すけて消えていった。

　そして一呼吸も置かず、だらっと寝ねそべっていた檸檬れもんが素す早ばやく跳はね起おき、テーブルを挟はさんで俺を正面から覗のぞき込こんでくる。

「……何だよ、うざったい」

「いやいや別にー？　お兄ちゃん、モテモテで羨うらやましいなー、と思って。しかもアインみたいな子、かなりタイプでしょ？」

　こういう時は兄きよう妹だいの長い付き合いが裏目に出る。俺が檸檬れもんの好みをほぼ把は握あくしているように、こいつも俺が歴代好きだった芸能人や気になっていたクラスメイトを知っている。

　だからその指し摘てきは外れじゃないが、この展開を予測して心の準備を終えていた俺を動どう揺ようさせる程ほどじゃない。

「確かにアインはタイプに近いが、どっちかっていうと年上の方が好みだな。それに好きって言っても、恋れん愛あい感かん情じようとしてどうかは分からないだろ」

「えー、『好ましい』は『好き』でいいんじゃないの？　好きの種類が～、ってのは逃にげの言葉じゃない？」

　なかなかに面めん倒どう臭くさい絡からみをしてきやがる。人が勉強しているの、見えてないのか。

　適当にあしらってもしばらくはしつこく訊きいてくるのが分かっているので、俺は仕方なしに檸檬れもんの顔を見て、

「動物に対する好きと異性に対する好きも違ちがうが、付き合いたいかどうかの好きはまた大きく違ちがうぞ。例えば……お前、俺を好きか嫌きらいかで言えばどっちだ？」

「ふぇっ？　そりゃあ……まあ、好きの方だよ」

　一いつ瞬しゆんかなり嫌いやそうな顔をしたが、ちゃんと答えた。俺も似たような顔をしているだろうが、要はその問いじゃなくて、

「じゃあ俺のことを世界一好きだと仮定して、俺と付き合ったりキスしたりしたいか？」

「え、ヤだ。ハグくらいなら全然良いいけど、そーいうの無理。ほっぺにチューもきっつい、吐はく」

　真顔で言いやがる。しかもこれ、演技じゃなくマジなやつだ。

　まあ、そう言われたところで別に傷つきはしない、というか、

「俺も同意見だ。家族としては好きだが、お前と兄きよう妹だい以い外がいの関係は全く考えられないしな。それに友達に対する好意だって、恋れん愛あい感かん情じようの好きとは全然違ちがうだろ？　色々あるんだよ、色々」

「そっかー。なるほどなー」

　やや強ごう引いんな俺の主張に、檸檬れもんは納なつ得とくするように何度も頷うなずいて……ずい、っと顔を寄せてきた。

「──でも、タイプはタイプだよね？」

「…………まあ」

「というか、ぶっちゃけ違ちがう好きにも全然変わる可能性あるよね？」

「……………………なくはない」

　この類たぐいの噓うそは苦手なので、せめてもの抵てい抗こうをしつつ言うしかなかった。くそ、露ろ骨こつににやつき出して。ろくな妹じゃねぇ。

「ほーん。そっかそっか、仕方ないなー。こうなったら優やさしくて可か愛わいい檸檬れもんちゃんが、兄の彼女いない歴イコール年ねん齢れいなのに終しゆう止し符ふを打つお手伝いをしてあげちゃおっかなー」

「お前な、自分も彼氏いたことないのに余計なこと企たくらむなよ」

「ふっふー。どーせアインとは会う必要あるしね。あたしのドロドロドローンと錬れん封ぷう魔ま法ほうを組み合わせれば、あたし不在でも足りない防備を補えそうだから協力して欲しいってソフィに頼たのまれてるし」

「ああ、そういやそんなこと言われてたな……つーか、生みの親の扱あつかいはそんなでいいのか？　優先順位低すぎだろ」

　実の親に会うのが出来たばかりの友人の頼たのまれ事ごとや色いろ恋こい沙ざ汰たのお節せつ介かい以い下かというのは流石さすがにどうなんだと思って言うと、

「んー。わりかしどうでもいいかな。向こうが会いたいなら会ってもいいけど、くらいの？」

「マジで優先順位激低じゃんかよ……まさかとは思うが、俺や祖じ父いさん達に気を遣つかってないよな？」

「それこそまさかだよ。単に気付いちゃっただけだから」

「気付いた？　何に？」

「あたしの家族はこれから増えることはあっても、減ることはない──ってね。あ、お祖じ父いちゃんは痛風と高血圧がちょっと怖こわいけどさ」

　ほんのり茶化すように言うと、うちの妹は昔から変わらない悪いた戯ずらをしたような笑え顔がおになって、

「だからね、いいの。魔ま法ほうが使えても使えなくてもあたしはあたしだし、血が繫つながっていてもなくてもお兄ちゃんはお兄ちゃんだし。焦あせることなく、じっくりのんびり──向こうの世界も手中に収めるよ！」

　最後の最後でそんな発言をしたのは、檸檬れもんなりの照てれ隠かくしなのか、それともマジなのか。

　兄である俺が思うに──たぶん、両方正解だろう。

　それでこそ檸檬れもんだし、手の掛かかる俺の妹だから。










あとがき




　お待たせしました、二巻です！

　……ということで、作者の上こう月づき司つかさです。この本を手に取って頂き、ありがとうございます。おかげさまで『世せ界かい征せい服ふく系けい妹いもうと』、二巻の発売となりました。

　今回もコアなネタバレは避さけつつ、本編では書けなかった魔ま法ほうネタ零こぼれ話ばなしをやってみたいと思います。全員本編は読んでいるという前提で。今回はアインルッテの使う錬れん封ぷう魔ま法ほうについて、いくつかいってみます。

　まず錬れん封ぷう魔ま法ほうですが、読んだ人なら分かる通り、超ちよう便べん利り！　魔ま法ほうの瞬しゆん間かん密みつ封ぷう＆いつでもお手軽開かい封ふうが出来るようになるだけじゃなくて、解放は魔ま力りよくがちょろっとあれば誰だれでも出来るので、アインのように本来はその魔ま法ほうが使えない人でも使えるようになるのです。これは大ヒット間ま違ちがいなし……！

　しかし実際のところ、異世界では錬れん封ぷう魔ま法ほうは知る人ぞ知る魔ま法ほうで、そこまで重宝もされていません。その理由は主に三つ。

　一つは、適性のある人間があまりいないこと。魔ま法ほうが使える人間の中でもごく一部のみしか適性がなく、そこそこ稀き少しようです。まあそこそこ程度なので、探せばそれなりにはいます。

　次、二つ目。これは本編でもちょっと触ふれていましたが、媒ばい介かいになる魔ま石せきがなかなか用意出来ないこと。一定以上の純度が必要となり、封ふうじ込こめる魔ま法ほうによっては適応する魔ま石せき自体が貴重になるので、なかなか手に入りません。なので錬れん封ぷう魔ま術じゆつ師しはボロ儲もうけしているようで貧びん乏ぼうな人も多く、あまり憧あこがれられない……

　最後、三つ目。第三者の使う魔ま法ほうを適応する魔ま石せきに封ふうじ込こめる錬れん封ぷう魔ま法ほうですが、その際に錬れん封ぷう魔ま術じゆつ師しが使う魔ま力りよく量りようは『封ふうじ込こめる魔ま法ほうの一割増し』が基本になります。なので強力な魔ま法ほうほど必要とされる魔ま力りよくも多くなるし、ポンポン量産も出来ないし、必要になる魔ま力りよく量りようが少なくて済む生せい活かつ魔ま法ほうはむしろ魔ま石せきが高いから需じゆ要ようがないし……

　──とまあ、そんな感じで三つも理由があれば、マイナー職になってしまうわけです。ただしアインルッテはかなりの魔ま力りよく保ほ有ゆう者しやで、おまけに異世界交流によって魔ま石せき代がわりの媒ばい介かいが格安で手に入るようになるので、その気になれば一気に億万長者でたい焼き食べ放題の人生が送れるようになります。ビッグウェーブの到とう来らい……！




　そんなこんなで零こぼれ話ばなしも含ふくめて『世せ界かい征せい服ふく系けい妹いもうと』の二巻はこれにて終しゆう了りようとなります。読者の方々、この本を制作するに当たって協力して頂いた方々、本当にありがとうございました！

　続刊が出るかは正直かなり厳しいですが、また会える日が来るのを切に願っています。

　ここまでお付き合い頂き、どうもありがとうございましたー。




























世せ界かい征せい服ふく系けい妹いもうと２








上こう月づき 司つかさ





電撃文庫





2021年4月9日　発行





ver.001





©Tsukasa Kohduki 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『世界征服系妹２』

2021年4月10日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		一　袖触れ合うもなんとやら



		二　異世界からのメッセンジャー



		三　ハサミと魔法は使いよう



		四　異世界文化は猛毒らしい



		五　結末はぶつかり合って決めるもの



		エピローグ



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
ZSarhe World
A Is Mine2





item/image/i-243.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-141.jpg





item/image/titlepage.jpg





item/image/fan-letter.jpg
A 3BIEMN, TR B T3,

T Ly —HTHh

T 102-8177 WHARTACHIX & 1A 2-13-3
[7 wsed] £&

[ FHdeA:] %

P2 —MCTEEVEEVWHE ORI SEAMET 108&5IC
EZAh—F*yb;+TH1000A5% ] ZTLEVM!

ZRTI—RFE[FURLED 7 I ERL.
AEZHD/(RT—RZAALTTEELIEE LY,

https://kda.jp/dbn/

E Er QUREDHFIIHADEEEELOTRAIETV/ZEET .
Iii @7 r—hILEVNCZ BT BEARIS . HREROMRFITELV125-BETY .
'E I @7 r—hILEVME BRICK) FELRLPILFLEABDEEINBIENHVET

@Y N7 AT BER. B X—ILIEERICHDBIBERIIBEROIRIBICHVET,
O@—IBXISL TWVRLMIED HUET .
OHFAELIT DS AREZEDH DT EE/THSEEL TEZL,

=
7
¥
5
I
b
Ig
c
i
7
=
i
&
0
1

REEHET AL TS,

ZOWFHEIEZT172ar T SEED N HEFEL I~ RSV EL Ao






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/i-037.jpg





item/image/allcover-001.jpg
LA UG

2
TESENER RS

OB BEL R 2 L ATHRHE

LCHSOUMON 4o

SHHOTIGEND HIF o 72 b
Ui, HOZEDLE [Wks 7 — ik
bikHATIYL WTHBHEE
[Rok, BRLYA? HizL. T
TFHESESRTHEON%—1? ]

D ST RIEOFRD 1 24T Hobs
OB W@H) 12T,

ZABMIIE L, 22 B oz,
SHLSEPST 4 > 2 7 4 OBF BT
DHINT, BRI LIS > TE
AFEEVD

WES IS, LS Bk
AT B85 Lo,

2-8-33

198245 t F MO s BHES50%. &<
ATHRS, BDZEBNTONY KTHTNDH
DG B AP RV R PR R L

452k B

FYIBASA b -






item/image/i-011.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
[ ’*EXXQ@@h‘%m%\~/c//v
A8

\r;ﬂrL:{’"’ J"
\\ \ e
\ '?7”“'_\ |8 // ..........................
\A | >
N\ /7
AN Z P
7 /7 | NN
AL >\
I \V_ \
L%“":\l = CI%ZE(&@L\J\%
\ \\? J
\\ e / oooooooooooooooooooooooooo
\\\v(/‘< | /ﬁ'\\‘\/
AT N O\ 7
yd AR SAWNZZ
£ | 2N
AL X7\

@ geRXtes ZBESLL

P R
(EBE%?i:«rj—j—;Z(Ej#)





item/image/i-097.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg





item/image/i-191.jpg





